Two Dutch Plays staged at Decima in the 3rd year of Bunsei (i.e. 1820) by 宮永 孝
文政三年のオランダ芝居 : 川原慶賀筆「阿蘭陀芝
居巻」について
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 52
号 2
ページ 1-101
発行年 2005-09
URL http://hdl.handle.net/10114/6208
（１） 
西周の研究家であった麻生義輝の遺稿『近世日本哲学史」（近藤書店、昭和Ⅳ・７）を旙読していたとき、その中にオーフンダ人が出島において演
つ
つ
い
ま
さ
の
り
卜）た素人芝居にふれた箇所があり、わたしはその記事にひじょうに興味を覚えた。長崎奉行・筒井和泉守政憲（’七七八～一八五九、のち江戸南
町奉行、大目附）が文政三年（一八一一○）十月、任期をおえ江戸へ帰る際に、オランダ側が歓送の意味をもって上演したものらしい。
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戸後期の文人）の「
ンヘデュルディヒ（唾
た二つの芝居の筋書）
ス
ペ
ー
ル
ハ
イ
ス
この一一つの芝居は、文政一一一年八月から九月にかけて、出島の植物園の中にあった商館長および館員のための安息所（オランダ語ではの己の①］宮】の
［賭博場の意］という。出島内の南東に位置する、細長い二階屋。本稿では日本人が描いた出島図にみられる文字「花畑亭」を用いた）において
四度上演されたものである。このとき舞台の正面の幕にみられた文字は、「芸は長く、命は短し」といった意のラテン語缶同の］・口彊ぐ冨耳①ぐ】ので
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
あったが、麻生がいうようにオランダ語で書かれていたわけではない。
（？』）
文政年間に出島において演じられたオーフンダ芝居は、おそらく本邦初の西洋芝居の上演であったと思われるが、そのときの模様を出島出入りの
（ｑ〉）
お
う
み
が
わ
絵師・川原慶賀（’七八六～没年不詳）が描いた絵巻物が、現在財団法人「黒船館」（新潟県柏崎市大字青海川一八一番地）に収蔵宍これているＱ
「黒船館」は、柏崎から直江津にむかって二つ目の駅「青海川」で下車して、十五分ばかり坂道を昇った、眼下に日本海をのぞむ丘陵の上にあ
る。建物は「柏崎コレクションビレッジ」の中にある。「黒船館」は、柏崎市内にある呉服店「花田屋」の三代目．当主吉田正太郎とその実弟吉田
小五郎（元慶応義塾幼稚舎舎長、キリシタン史家）の収蔵品をもとに、平成七年（’九九五）に開館した。
この絵巻物は、どのような径路をへて「黒船館」にたどり着いたのであろうか。本稿は、謎の絵師川原慶賀が描いたオランダ芝居絵巻の構図・
図柄・色あい・役者の姿やかたち、芝居の内容等を分析、講究したものである。
し
か
麻生は「然してこれが上演せられた時、舞台の正面にヒポクラテスの一一一一口葉『芸は長く、命は短し』（□の尻目の亘の］四后》彦の庁伊のぐのご丙・【（・）と書か
な
ん
ぽ
れていたということである」（一一○頁）と記している。麻生がこの一文を書くときに、よりどころとしたのは太田南畝（’七四九～’八一一一一「江
ち
ち
う
り
戸後期の文人）の「｜話一一一一一口」第四十一一一巻（『綱湘家濁山人全集巻五』所収、吉川弘文館、明治Ⅲ．。。）に見られる「一一人猟師撞売娘」と「オ
お
ら
ん
だ
ンヘデュルディレ」（性急者）」の一一つの芝居の筋書や、『海表叢書巻一一』（更生閣書店、昭和３．１）に収録されている「墹蘭演戯記」（先に述べ
四に入っており、箱書には、
わたしは先頃、青海川を訪れ、館長大竹信雄氏の格別な計らいで慶賀の絵巻物をみることができた。この絵巻は木の箱（Ｍ、×脳皿厚さ７
さまよえる「阿蘭芝居巻」（川原慶賀筆）
で
あ
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た
と
思
わ
れ
る
。
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つ
な
こ
れ
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す
巻末に「此段のあとにて此夫婦のもの立出てしばらくかの国の躍（おどり‐－－‐引用者）をなせり」と記し、「源賢綱写之」とあって、朱印
ま
さ
つ
な
が－一つ押されている。上の印文は「賢綱」と読めるが、その下の印はよめない。源賢綱とはいかなる人物か弘Ｕ不明である。長崎の著名な郷土史
のぞきめがね
家・古賀十一一郎は、七枚の絵について「いずれも、なかノノー、～見事な作で、覗眼鏡式のものらしい。この巻物の絵を見ると、あたかも百一一十年以前
か
え
し
た
こ
う
も
う
え
ん
ざ
（５） 
の垂曰に還り、蘭館に入りて、親しく紅毛演戯をみるやうな感がある」とその印象を記している。
か
の
え
た
つ
慶賀がこの絵巻をつくった年代は定かでないが、おそらく江戸後期ｌ芝居が上演された文政一一一年庚辰年（．｜八一一○年）のことであろう。時に
か
ん
す
た
ん
ぽ
く
「阿蘭陀芝居巻」には、巻子（巻き軸で巻いたｊＵの）仕立ての絵（珊叩×伽、）が七枚描れている。おそらく芝居を見ながら淡墨で下書きを何
は
け
枚も作ったのち、本紙（厚美濃）のうえに浄写し、さらに刷毛・彩色筆・面相筆（極細の筆）を用いて彩色したものであうつう。いずれもオランダ
と
よ
す
け
芝居の代表的な場面を細密描写したものであり、各図の下に慶賀はオランダ語で、の①庁①丙の日ロ○・円目・］・の互斤のｚ囚、囚の四画（〃長崎において登與肋
売
娘
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とある。題篭には「川原慶賀筆阿蘭陀芝居巻」（墨筆）と．
ま
き
お
どづ
術口叩収集家）である。巻緒をほどいて広げると、本紙に泥
こ
と
ば
が
き
のあとに続くのは墨書の詞書（長さ約６ｍ皿血）である。
詞書は、本来、画中の内容を説明する文章の意である。
［慶賀の通称］が描いたもの“の意）と記している。
「川原慶賀筆阿蘭陀芝居図巻」
ないが、おそらく江戸後期ｌ芝居が上演された文政三年庚辰年（’’八一一○年）のことであろう。時に
慶賀は一一一十五歳であった。その三年後の文政六年（’八一一一一一年）にシーボルトが来日し、
ｊ
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オランダ芝居を描いたこの絵巻は、アムステルダムの公文書館やネーデルラント演劇研
胴
者
（６） 
鱸轍僅究所にもあることから考、えて、複数模写されたものであろう。慶賀の手を離れたのち、す
ぐそれが誰の手に渡ったものか明らかでない。いつ頃のことか分らないが、道具屋（書画
鵬柵
（７） 
Ⅱ
Ｉ
 
骨董商）の手に帰し、それを長い間持ちまわっていたらしい。それがいつしか浮世絵研究
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146（３） 
の四度（陽暦の日曜日に二回と金曜日に一一回）演じられた。当時、出島の商館長であったヤン・コック・ブロンホフの日記によると、第一一回目の
ま
さ
の
り
上演のとき、長崎奉行・筒井和泉守政憲は、「一人の画家を（今日の一行に）同行させてあったが、その画家は、将軍に送るために、俳優たち、舞
（皿）
台、ならびに様々な動作のすべてをスケッチした」という。「一人の画家」（の①ロの、三一Ｑの『）とは、川原慶賀であったことは間違いないようだ。
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原慶賀の蘭文による署名。(第１図）にみられる
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家、収集家）は、落合から絵巻をゆずってもらった。氷見は昭和八年（’九一一一一一一）の一月から一一一月にかけて、雑誌「人情地
理』に「阿蘭陀と長崎女の恋慕録」（一月号）と「賑鯛阿蘭陀芝居」（三月号）を投稿した。かれは後者において、芝居の舞
台幕の図を一枚、一一人猟師乳汁売娘の舞台スケッチから一枚、記事に計一一枚の絵を挿絵として添えている。これは紙面に、オ
（９） 
その後、絵巻は氷見のもとから高見沢某の手に渡り、さらにそれを昭和八年（一九一一一一一一）六月、八一一一○円もの大金を出して
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の青年期の代表作であり、「忠実な写生でヤマ」がないばかりか、「田‐比丹の別埜に於て漬ずる所の紅毛芝居を画いた者で、珍
ちゅうちん（ｕ）
中の珍」とい、えるものであった。
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(4)１４５ 
文政三年のオランダ芝居
この記述通りであるとすると、長崎奉行は慶賀に芝居の様子をスケッチさせ、それをあとで将軍家への献上品とするつもりであった。絵師は役
者の動きをその場で精密に描き、すぐ着色することは不可能であろうから、おそらく慶賀は芝居を見ながら、すばやく筆で下絵の素描画をたくさ
ん
描
き
、
あ
と
で
そ
れ
を
紙
面
に
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に
写
し
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り
、
彩
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を
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し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何部つくったものか明らかでないが、献上用に一部、私物用に一部、さらにオランダ人用に川原工房の絵師らに何部か模写させたものか。のち
に世間に姿をみせ、道具屋の手に渡った作品は、幕府への献上品ではなく、慶賀が個人用にもっていた作品であったものか。
ま
さ
の
り
（Ⅲ） 
の
ぶ
お
き
長崎奉行・筒井和泉守政憲（文化十四年七月～文政四年一月在任）は同役の間宮築前守信與（文政元年四月～同五年六月在任）といっしょに芝
居
を
見
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の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
に
お
お
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そ
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井
は
芝
居
の
筋
を
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ン
ダ
語
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詞
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あ
ら
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せ
、
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訳
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を
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。
しかれどもそのたわむれをなすやそのたいはざっすべししかれどもそのこととことばのごときはえてしるべからずここにおいてやくしをしてやくするにわごをもってこのきぐをつくらしめてしかるのちそのことをはじめてりょうりょうたり（ｕ）
《
然
為
其
戯
也
、
其
態
可
察
、
而
若
其
事
與
詞
、
不
可
得
而
知
、
於
是
令
鐸
司
、
鐸
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語
、
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、
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了
々
、
》（’八二一・三・一）
太田南畝の「増訂一話一一一一一口」（蜀山人全集巻五）に、「阿蘭陀俄狂一一一一口」の筋書が一一つ掲載されているが、「性急者」の筋の最後に「文政四年正
月廿七日写鯛山」とあるから、おそらく出島で芝居が上演されてほどなく翻訳が完成すると、長崎奉行はそれを早速読んだものと考えられる。
そ
し
て
お
そ
く
と
も
翌
年
の
春
に
は
、
早
く
も
訳
文
の
写
本
が
江
戸
に
た
ど
り
着
き
巷
間
に
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
オランダ芝居を上演した経緯、場所、観客、配役などについては、ヤン・コック・ブロムホフの日記（日蘭学全編『長崎オランダ商館日記八
麹一い一一一ｍ聯餓』雄松堂書店、平成９．３）にくわしい。第一回目の上演は、一八二○年九月十七日（文政三年閏庚辰八月十一日）のことであった。
しばらく以前から、職員（商館員ｌ引用者）たちとフォルテイテュード号の積荷方ステーッから「アルス・ロンガ・虎イク・プレ稲イス」（芸術は長
（巧）
く、人生は短い）という標語のもとに素人芝居（原語は①のロ｝】の夢①すずの国］庁○・口の①］という。直訳すると〃趣味の芝居〃の意）を上演したいと求められて
マ
マ
おり、それに対して私は許可を訴え、私の庭園の家（「花畑亭」Ｉ玉つきなどができるｌ引用者）を貸すことにしたので、彼らによって上述の住居
二
八
二
○
年
九
月
）
十
七
日
日
曜
日
変り易い天気、北東の風、曇天。
（中略）
144（５） 
ついで七日目の一○月一一○日（文政一一一年閏庚辰九月十四日）、三たび芝居が上演された。ヤン・コック・ブロムホフの日記はいう。
だったので、彼らもこれに大変堪能して、驚き、満ち足りた気持ちになった。錆と葱
場所は狭かったけれども、飾り付けも芝居そのものと同じほど良好で期待にかなり応えた．乙名（長崎の町役人町内のことをつかさどったｌ引
用者）たち、通詞たち、およびその他の様々の日本人たちが、そのために奉行の許可を得てその場にいたが、このようなことは当地では前代未聞のこと
最後に、その場にぴったりの歌曲が、この素人劇団の人々により合唱され、書記（Ｊ・ファン）オーフルメール・フィッセルが、自分の詩を朗読して、
（肥）
舞台は閉じられた。そのあとで私は全員をもてなし、この日は歌と踊りで終った。
本
日
の
夕
方
再
び
（
許
可
を
得
て
）
芝
居
愛
好
者
オ
ー
フ
ル
メ
ー
ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（
一
等
書
記
ｌ
引
用
者
）
、
Ｈ
・
ス
ミ
ッ
ト
、
パ
ウ
エ
ル
、
Ｌ
・
Ｅ
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
、
およびＰ・ディック（勝手方）によって、一一度目の素人芝居が「気短な人」という喜劇で始まり、「二人の猟師とミルク売り娘」という作品で幕を閉じた。
本日、出島で当番であった現役の検使と、ほとんどすべての通詞たち等々が同席した。芝居は、総じて、とりわけ日本人には、見事に満足をあたえ、
（Ⅳ） 
道具や衣装は適切でしかも趣味の良いものであった。例の検使はこれにたいそうご満悦であり、このことを奉行に話すつもりだ、と一一一百つた。
同
年
一
○
月
一
三
日
（
文
政
三
年
間
庚
辰
九
月
七
日
）
Ｉ
こ
の
日
は
陽
暦
の
金
曜
日
に
あ
た
る
．
午
前
中
、
両
奉
行
は
番
所
砲
台
な
ど
を
訪
れ
、
午
後
は
停
泊
中
の
フ
ォ
ー
テ
ィ
テ
ュ
ー
ド
号
、
つ
い
で
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
・
ゼ
ー
リ
ュ
ス
ト
号
な
ど
を
訪
問
し
た
の
ち
町
に
帰
っ
た
。
同日の夕刻、両奉行の出席のもとに、再び芝居が上演された。ヤン・コック・ブロムホフの日記はいう。
の広間が、そ』
イッセル（二》
に上演された。
十
三
日
金
曜
日
晴天、強い北風。（中略）
それに向けて雰囲気充分に飾り立てられ、本日、積荷方ステーッ、Ｊ・Ｆ・フィッセル（筆者頭）、Ｈ・スミット（書記）、さらにＬ・Ｅ・フ
（二等書記）やバウエル（書記）などによって喜劇「結婚の策略」またの名「一一人の兵士」の幕が開けられ、それは彼らによってたいへん上手
(6)１４３ 
文政三年のオランダ芝居 議讓鰯 繊議辮騨自国 オランダ風の軽食を、菓子なども混ぜ｝
よ
う
と
し
た
が
、
手
は
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
二
十
日
金
曜
日
（旧）
晴天。中国人たちは再び沖へ出て行った。四時をまわったころ、両奉行は、勘定方と両秘書官［家老二人］ならびに検使全員等々とともにやって来た。
表門で閣下方を出迎え、かびたん部屋で私の挨拶を述べ閣下方の健康を祝した、等々。（中略）
も
う
せ
ん
一ハ時半ごろ閣下方は、舞台がたいそう趣味良く設定されている庭へ、そして舞台の正面にあって、いくらか高く、絨毯とオレンジ色の布で飾られ、両
側から大きな立派なガラス蓋のある燭台で照らされている彼らの席へとお出ましになった。
閣
下
方
は
、
ま
ず
最
初
に
、
習
慣
に
従
っ
て
玉
突
き
部
屋
（
「
花
畑
亭
」
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
ヘ
行
三
荷
倉
役
が
し
ば
ら
く
玉
突
き
を
し
て
見
せ
て
、
楽
し
ま
せ
た
．
そ
の
後、私が閣下方に玉突き棒を差し出すと、閣下方はそれが気に入り、私に教えられて、何突きかした。私は荷倉役とともに、閣下方に、若い者たちがす
でに舞台衣裳に着替えているが、階下ですっかり準備が整えることができるまで、退屈しのぎに、しばらく玉突きをしていてはどうか、という考えを述
べた。llillll その後、閣下方とその他の人々が席に着き、最初の芝居（すなわち「気短な人」）が終り、閣下方は夕食のため二階へ上がった。ここで私は閣下方に
ランダ風の軽食を、菓子なども混ぜて出してもてなした。閣下方はすべてを注意と驚きをもって観察し、全部を召し上がり、供の者たちにも食べさせ
UMI 
蘭館の館員が玉突きをする図。
広川獺「長崎見聞録」より。
装
飾
と
い
い
、
衣
裳
と
い
い
、
演
技
と
い
い
、
い
ず
れ
も
本
当
に
期
待
し
て
い
た
よ
り
も
良
か
っ
た
。
最後に、緑で飾り、円目、］の①ぐの。①○・口ぐの曰の貝のぐ目ｚ自彊Ｎ四Ｏ豆［両長崎奉行万歳］と書いてある照
明具が舞台へ運び込まれ、それは手拍子で迎えられた。
閣
下
方
は
極
め
て
満
足
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
見
た
こ
と
が
な
い
、
彼
ら
自
身
［
日
本
］
の
見
せ
物
や
中
国
人
の
見
せ
物
へ
の
自
負
が
失
わ
れ
た
、
と
述
べ
た
。
若
い
俳
優
た
ち
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
奉
行
筒
井
は
、
芝
居
の
荒
筋
の
完
全
な
翻
訳
文
を
前
も
っ
て
手
に
入
れ
て
お
り
、
自
ら
も
多
く
の
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
た
。
九
時
ご
ろ
に
は
す
べ
て
が
終
り
、
両
奉
行
は
ご
機
嫌
で
、
庭
を
抜
け
て
、
（
つ
ま
り
、
二
列
の
照
明
と
、
明
か
り
を
つ
けた凱旋門の間を抜けて、それらを私はこのフィナーレのために用意させておいたのであるが、一方、避
暑棟全体と旗竿にも同様に私によって照明がつけられていた。）
芝
居
の
準
備
が
で
き
た
の
で
、
閣
下
方
は
再
び
階
下
に
着
席
し
た
。
若
い
芝
居
愛
好
家
た
ち
は
「
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
娘
」
を
演
じ
、
次
に
歌
と
踊
り
を
混
ぜ
た
パ
ン
ト
マ
イ
ム
が
続
い
た
。
す
べ
て
が
期
待
を
十
二
分
に
満
た
す
も
の
だ
っ
た。
142（７） 
奉行所の要人だけは、観劇の機会にめぐまれたが、用人と検使、町年寄らは劇場がとても狭かったために場所を得ることができなかった。
そのためかれらは、商館長ブロムホフに再度の上演を要請した。ブロムホフは、忙しかったが、芝居の施設のひどさを味わせるために、願いを
聞き入れてやった。十月一一十一一日（文政三年閏庚辰九月十六日）、第四回目の上演が行なわれた。
芝居が演じられた建物は、本来、商館長や館員らがうさを晴したり、くつろいだりする遊戯場であり、オランダ人はふだんよく板張りの一階で
［長崎の］町へと戻っていった。表門のところで閣下方と別れの挨拶をしたが、閣下方が始めに、もう一度私に礼を言い、終りに私は［今日の］出来
ねんご
事への適当な感想を添えて挨拶し、それにはすべて懇ろに返礼の一一一口葉が返された。
座
席
を
占
め
た
。
秘
書
官
た
」
閣下方は［舞台からの］
（［気短な人］）が終ると、
ハム彦四目
を、第一のものは秘書官用に、第一一のものは検使用に、そして第一一一のものは町年寄用に、それぞれ三つの別室に用意した。
一一つ目の芝居（［二人の猟師とミルク売り娘］）の準備がすべて整うと、私は閣下方に声をかけ、彼らは再び席に着き、関心を集中し、出演者たちに拍
手喝采を送った。九時ごろ、芝居がはねると、閣下方［用人たち］に私の挨拶をし、彼らからもありがとう、良かった、驚いた、という言葉を受けた。
そのあとで、検使と町年寄も同じことをした。（後略）
昨
日
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
例
の
方
々
が
や
っ
て
来
た
．
秘
書
官
た
ち
（
用
人
の
こ
と
か
ｌ
引
用
者
）
を
最
初
に
か
び
た
ん
部
屋
へ
迎
え
入
れ
た
。
検
使
た
ち
も
そ
う
し
た
・
町年寄たちは直接庭園の家（「花畑亭」ｌ引用者）に行三その後に上記の［秘書官・検死の］一行も同様にその［庭園の家］建物に向かい、彼らの
座
席
を
占
め
た
。
秘
書
官
た
ち
は
、
［
先
日
］
奉
行
が
座
っ
た
の
と
同
じ
場
所
に
座
っ
た
が
、
貴
賓
用
の
座
席
と
、
屏
風
以
外
の
装
飾
品
は
取
り
の
け
て
あ
っ
た
。
閣下方は［舞台からの］距離と彼らの前に座る人数が多いことから、一段と良く見えるように、椅子に座ることを選んだ。一昨日と同じ最初の芝居
（［気短な人］）が終ると、私は閣下方に、食事をするよう勧めさせた。一人一人全員に食事が運ばれたが、私はその他に、
（
十
月
）
二
十
二
日
日
曜
日
霧のかかった天気、時々こぬか雨。
骨付きの肉（百ｓ・ロ＆のロ牛、豚、羊の背、肩、土
三
種
の
菓
子
（
瞬
鬘
ケ
ー
キ
、
パ
イ
な
ど
ｌ
引
用
者
） あばら肉の切り身１１引用者）
(8)１４１ 
文政三年のオランダ芝居
》「ノニ。 この記事は『長崎市風俗編』（大正Ⅲ．Ⅱ）の一一八三頁にも引用されている。が、これまで原本について分からなかった。しかし、近年ようやく
それについて明らかになった。出島では、まず「性急者」（〃気短な人〃）が、ついで「二人猟師乳汁売娘」の順で上演された。つぎに原題を示そ
（卯）
し」よめつつ。
尺ばかりなる臺有。惣て羅紗を敷たり」とある。
（四）
し
つ
ら
この遊戯場もしくは娯楽館は、時代によって形を変えているが、当時はＬ字形をしていた。狭い場所に舞〈ロを設えることは、さぞかし困難を伴
ったことであろう。観客は階段下に用意された狭い席にすわって芝居をみたものと考えられる。
長崎奉行・筒井政憲は、第三回目の上演（’八一一○・一○・一一○Ⅱ九・一四）までに、芝居の荒筋の完全な訳文を手に入れていたことは明らか
であるが、かれがいつそれを入手したものか定かでない。通詞らが訳した芝居の筋書のもとの文章はどのようなものであったかも不明である。お
そ
ら
く
川
原
慶
賀
の
阿
蘭
陀
芝
居
図
巻
に
あ
る
詞
書
が
か
ぎ
り
な
く
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
い
あ
り
す
べ
尺ばか、ソなる臺有。惣て羅紗を敷たり」とある。
は玉突きを、畳を敷いた二階では飲食しながら歓談に興じたりした。
ひ
ろ
か
わ
か
い
広川獺（生没年不詳、江戸後期の医師）の『長崎見聞録」（寛政十一一年Ⅱ一八○○年刊）に、この遊戯場の玉突き台についての記事があり、そ
こ
の
そ
ば
か
い
お
き
れには「此花園の傍に亭あり．のほる（”高い所”の意かｌ引用者）に種々の小鳥を飼置たり．又席上に．長さ試問に横壹間半ほど．高さ三四
太田南畝の「増訂一話一一一一一口」に、
三
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
素
材
１４０（９） 
右の二つの演題のうち、「性急者」の原作者について皿
洋
音
楽
史
研
究
家
）
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
。
同
氏
の
研
究
に
上
であり、原題は「ランパシァン」ｓご息口詩菖）（〃短気
そ
し
て
こ
の
芝
居
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
訳
し
た
の
は
、
ピ
ィ
テ
ル
（Ⅲ） 
七
四
～
一
八
一
二
一
一
一
、
警
句
家
・
劇
作
家
、
翻
訳
家
）
で
あ
っ
た
。
リにある「ボルカムプの邸内」であるが、フランス〔
１ト」（目の白日の８８日目目の）になっているという。
その他、日本側の詞書と異同とつくっているのは、
七四～一
フランス人ランティエの台本は、パリの国立図書館にマイクロフィッシュされたものがあるということであるが、オランダ語訳と原作とを比べ
てみると、川原慶賀の絵巻物にみられる詞書の内容と少々異なる点が明らかになったという。「性急者」という芝居が展開する主要な舞台は、パ
リにある「ボルカムプの邸内」であるが、フランスの原作では、ポルシャン（団・円盲目己）とダモンｅ四目・ロ）がいっしょに暮らす「共同アパ
か
ね
か
銀借しポルカムプーーーーーｌｌｌｌ１↓ユリアの父親
ポルカムプの娘ユリアーーーーーーーーー↓未亡人（①①□のぎ①ｓごくの）（犯）
裁判方の書記役ノターリスーー‐－－↓公証人（の①ロのｚ・画風の）
ダアモンの下人フロンティンーーーー↓アンドレ
［日本語版］
［オランダ語訳］
ダアモンの召使いラフレウルーーｌ↓ラ・フルール（Ｆ囚司］①貝）
［邦訳］
［原題］
「性急者」…………………□の。后の目三ｍの
「一一人猟師乳汁売娘」……□の罠己の①］目、の
八
＝ 
、警句家・劇作家、
……□の目言の①］四四ｍの【の①ロケの（豈白①］丙曰の亘①
翻訳家）
の原作者については、これまで明らかでなかったが、近年中央大学教授・中村洪介（一九三○～一一○○一、西
」。同氏の研究によると、原作者はエティエンヌ・フランソワ・ド・ランティエ（国】の目①同日□わ。】の□①Ｆ自画囚）
ざ８ｓ詩菖）（〃短気な男子〃〃いらいら男〃の意）という。
登場人物の名であり、以下まとめると、つぎのようになる。
へラルドゥス・ウィステン・ヘイスベーク（国①庁の【の①Ｂａ口の二】の芹の口○の］のすの①丙》’七
(10）１３９ 
文政三年のオランダ芝居
（配）
しかしながら、「｜｜人猟師乳汁売娘」の芝居は、ルイ・アンソームＦｏＢのシロの①四口目のの台本、エジディオ・ロモアルド・デュニ向、三・用・日○四］ロ・
（皿）
□巨已が作曲した小唄入りの喜劇「一一人の猟師と乳売娘」（旧のの烏冒ｏ言層ミら禽冒言慧》、）と、ラ・フォンテ１ヌの寓話「熊と一一人の仲間たち」
（お）
（ロ○ミＢａ詳賜□の蔦８蔦貰、言曽の）、「ミルク売り娘とミルクの入った壷」（ドロドロ獣扇ぎ負行、ミミ冒騨）などに基づいたものである。
オランダ語に訳したのは、フィリップ・フレドリック・レインスラーヘル弓三】ご写の臼】三百の］四ｍ①【（生没年不詳）である。この翻訳作品は一七
（妬）
八一一一年にアムスーアルダムにおいて上梓されたという。宇田川椿庵（一七九八～’八四六、江戸後期の蘭学者）の自筆稿本として「鮒訓弐人猟師
乳汁売娘」（和とじ本の題篭にこのようにある。川、×Ⅲ皿厚さⅢ、、十一一葉ある。ところどころに虫くいがあるが、文字は比較的鮮明である）
と、同人が謄写したオランダ語の原本（墨書川、×Ⅲ、、厚さⅢ、、一一九頁）の一部があるが、そのタイトルおよび版元は、つぎのようなもので
孕めつつ。目量而の
］四四ｍの【の
９の
目言の①
］四四ｍの［の
シ【の一戸ＨｐＱ巴⑪
【旨Ｏ耳の己のの一》
Ｒｐの（Ｎ四口、
シ［２斤ロ〕囚巴のご「』一一一四口〕
の口苛
のロ津
』の
138（11） 
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黒
種
種柵
１K＜蓬屋添圭IIR警
巨
橿
豊
睡
骨
達
文政三年のオランダ芝居
左右には、コリント式の黒い柱が二本みられ、柱頭にはアバクス花形飾りが付いている。またコリント式の円柱には赤・白・青から成る大きな
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
一
一
本
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
に
各
一
本
づ
つ
あ
る
国
旗
の
白
地
に
何
や
ら
欧
文
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
左
側
に
は
己
シ
Ｈ
三
両
ｚ
○
℃
己同Ｑ三少○○【。旨□同旧缶ロヨ「閃向ｚｍＨ閃田ご曰」、右側に「団田自○国○○門。ｚの国局内ご同閃のロヱロレ句○円Ｆ○両の同ヨミロ」と書かれている。こ
のオランダ文は、左右あわせてはじめて一文を構成するもので、意味は「人々が［故国でだけでなく］出島においても栄冠を求めて競っていると
（配）
いう事実は、当地でわれわれに恵み与、えられ［かつ］アポロに捧げられた劇場により［明らかになる］」という意味とのことである。
幕のほぼ中央下に、ビールジョッキのような形をした香盤（色は灰青色）が描かれ、その真中にオランダ国王の紋章であるライオンが一一疋と王
冠が描写されている。香盤の台（黒色）の上に天使がひとり足をかけており、また盛んに火炎をあげている香盤の上空で、もう一人の天使が手に
花束を差し出している。さらに左右の円柱の土台を、あたかもへその緒のように、一本の花飾り（緑、ピンク、黄から成る）が結んでいる。
・
キ
ャ
ン
パ
ス
第一図（葉）は、舞台の正面図である。波形の紺色の幕がかかっている。その下に厚手の白い帆布を十枚縫いあわせ、巻いてあげおる－しする
ど
ん
ち
ょ
う
幕
（
椴
帳
）
が
か
か
っ
て
い
る
。
紺
色
の
幕
の
す
ぐ
下
ｌ
中
央
上
部
に
空
色
の
大
き
な
リ
ボ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
付
い
て
お
り
、
そ
れ
に
は
ラ
テ
ン
語
の
大
文
字
で
残念である。
「少閃のＦｏｚのしご冒し団用向く扇」と書かれている。
左
右
に
は
、
コ
リ
ン
ト
式
の
黒
い
柱
が
二
本
み
ら
れ
、
柱
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
二
本
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
に
各
一
本
オランダ芝居を描いた川原の紙本泥絵は、すでに述べたように計七枚あるのだが、少々虫くいはあっても、色彩は良好である。これより第一図
から第七図まで一枚ずつ細かく見てみよう。原画はすべて彩色が施されているが、いまこの紙面において白黒でしかその色を再現できないのが
と記されている。
この文の意味は、訳文のほかに原本があることを伝えている。筋書は熔庵蔵となっており、
の
原
本
と
も
ど
も
訳
文
の
写
本
（
？
）
を
借
り
出
し
て
謄
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
「
阿
蘭
芝
居
巻
」
の
中
味
に
つ
い
て
熔
庵
蔵
●
 
椿庵訳となっていないから、おそらく誰からか筋書
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１１１ この芝居は、一一段（二つの場面）から成る。舞台は金貸しのボルカンプ邸である。せっかちで気短な主人公ダアモンは、金貸しの家に宿泊して
いるのだが、じぶんが身を寄せている家の娘ユリアを妻にしようとさんざん苦労する。が、ついにめでたく望みを遂げるといった話である。
初段は、せっかちなダアモンが、思うように物事が進展しないことに業を煮やし、下男のフロンティンを叱りつけているところから始まる。ダ
アモンは、この下男にユリアの様子を見てくるように命じるが、下男がすぐ一民らないので腹を立てる。
雷ボルカンプ（金貸し）…………………パレラス・ディック（文政三年［’八一一○］の夏来日した台所係）
ユリア（ボルカンプの娘）……………ヘルマヌス・スミット（文政一一年［一八一九］度からいる書記）
ノターリス（裁判所の書記）…………デロイトル（文政三年［一八一一○］の夏来日した小役）
IlIlii罰 甑IillillllliiililIi 
度からいる書記）
第１図一舞台の正面図。
第
一
図
は
、
全
体
か
ら
見
る
と
、
単
純
な
も
の
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
た
り
、
香
盤
が
赤い炎を吹きあげている光景は、かなり観客の注意を引いただろうし、舞台の異国情調に魂をう
ば
わ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第一一図（葉）から第四図（葉）までは、「性急者」ｅの。□ぬの目］＆ぬ①）の芝居の場景を描いた
もので●ある。
こ
の
芝
居
の
登
場
人
物
た
ち
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
［役柄］
［役者名］
性急者ダアモン…………………………オーフルメール・フィッセル（文政一一一年［’八二○］の夏来
日した一等書記）
ラウレウル（ダアモンの従者）………ルイス・エリッセ・フィッセル（文政二年［一八一九］度から
いる二等書記）
フロンティン（ダアモンの下男）……フレデリック・クレメンス・バウエル（文政二年［一八一九］
(14）１３５ 
文政三年のオランダ芝居
せっかちなダアモンは、下男のフロンテ“
事なかばで奥へ下がられました、と答える。
紙を出すのが早道である。
ダアモンは、ひとりで部屋で待っているうちにいらいらして来る。そこで下男のフロンティンを呼び寄せると、早くポルカンプを呼んで来いと
命じる。が、下男のほうは、主人がせわしくものをいったため、話の要領を得ることができず、殴られてしまう。
し
か
し
、
事
は
縁
談
に
か
か
わ
る
た
め
、
ダ
ア
モ
旨
振りを見せず、訴状を取りに部屋から出てゆく。
ダアモンは、早速ペンをとり手紙を書きおえると、下男のフロンティンを呼んで持たせて遣る。ダアモンは、裁判所の書記をも呼び寄せると、
ボルカンプの訴訟を早くすませて欲しい、費用はどのようにかかろうと、わたしが払う、という。廷吏は承知して退場する。
やがてユリアが、静かに奥のほうから出てくる。ユリアと再会したダアモンは、恋々の情を彼女に打ち明ける。そのときかねてユリアの肖像画
め、そのあとお会いしましょう、といって奥へ下がる。
ダアモンは訴訟の世話をたのまれたことを、ユリアを物にする絶好のチャンスと考え、その依頼を聞き入れ、その場から立ち去ろうとする。そ
のとき父親のボルカンプが帰宅するのを見たユリアは、父から裁判の次第を聞いてほしいという。ダアモンはユリアの父と会うと、訴訟中のよし、
わたしが力を貸しましょう、というと、相手はことの次第をくどくど語る。せっかちなダアモンは長話にうんざりする。
しかし、事は縁談にかかわるため、ダアモンはいらいらする気持を押える。ボルカンプはダアモンの性格をよく承知しているが、そのような素
なかったからである。
そこヘュリアが姿をみせる。ダアモンはユリアと会うや、思いを打ち明けるが、相手にされない。けれどユリアは係争中の父ポルカンプのこと
を思いだし、思い直して訴訟の件で力を貸して欲しい、という。ダアモンの叔父は裁判官であったから、判決に便宜をはかってもらえるかも知れ
父親のポルカンプは、娘ユリアにダアモンのせっかちさを悪しざまにいったのち退場する。ユリアがひとりいる所にダアモンの下男フロンティ
ンがやって来て、主人ダアモンがあなたにお会いしたい、と申しておりますが、さしつかえありませんか、と尋ねる。ユリアはまず父の心をなだ
第二段目。
そのとき、ある考えがダアモンの頭に浮ぶ。ユリアとの縁談を成功させるには、訴訟の件で便宜をはかってくれるよう、裁判官である叔父に手
下男のフロンティンに一一一一口いつけた使いの返事を待ちきれず、ユリアの返事はどうであったと、下男に聞くと、彼女は返
134（15） 
た
け
第一一葉は、ボルカムプ邸の屋内の図であり、舞台中央の左側にダアモン、右側に１Ⅱソアが立っている。ダアモンは思いの丈を彼女にぶちまけ、
彼
女
の
方
も
悩
み
ご
と
を
打
ち
明
け
、
ダ
ア
モ
ン
の
助
け
を
借
り
よ
う
と
す
る
。
し
も
そ
で
白い鍛帳は巻き上げられている。絵の中央奥にうすい黄褐色の壁と窓が一一つ、大きな贋Ｉアがみられ、その左右に椅子が一一つ置かれ、下袖と上袖
か
が
み
（舞台の両わきの部分）には、壁を模したうすい紫色と黄褐色の屏風式の鏡（立ての道具）が一二枚立ててあり、そこには窓と絵が一一枚みられる。
ことばを聞いて驚くが、半信半疑である。いずれにしてもポルカムプは、娘の縁談をゆるす様子をみせようとしないので、ユリアは父にむかって、
裁判に勝ったのは、ひとえにダアモンの計らいによるものであり、縁談を断わると義理が立たない、という。
娘がじゅんじゆんと説くことばを聞いていたポルカムプは、やがてその理に伏し、その場に居合わせる書記に、娘ユリアとダアモンとの結婚契
約書を書かせて、めでたく幕は下り、｜同奥に退がる。
第二図。
蕊１口ｌ鰯■一
第２図一ポルカムプ邸の屋内の図。
を
描
く
よ
う
依
頼
し
て
お
い
た
絵
描
き
が
部
屋
に
入
っ
て
き
て
、
絵
筆
を
と
っ
て
画
き
は
じ
め
る
。
ダ
ア
モ
ン
は
画家が似顔を描くのを見ていると、いらいらしてくる。
そ
の
と
き
下
男
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
が
叔
父
の
返
事
を
持
っ
て
き
た
の
で
、
早
速
ひ
ら
く
と
、
勝
訴
と
あ
り
、
ダ
アモンは大いによろこぶ。すぐにボルカムプを呼び、その手紙を相手にみせる。文面にはポルカ
ム
プ
は
容
貌
も
よ
い
上
に
聡
明
で
あ
る
、
一
件
落
着
ひ
じ
ょ
う
に
め
で
た
い
と
、
認
め
て
あ
っ
た
。
しかし、ポルカムプは、文中にある容貌がよいという字句をふしぎに思い、鏡にじぶんの顔を
写してみる。これはダァモンが叔父に送った手紙の中で、ユリアは美貌の女性である、と書くべ
き
と
こ
ろ
、
ポ
ル
カ
ム
プ
と
間
違
っ
て
書
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
折
し
も
裁
判
所
か
ら
書
記
が
、
書
付
け
を
も
っ
て
や
っ
て
来
る
。
そ
れ
に
は
ガ
ラ
ヒ
ン
を
相
手
と
し
た
訴
訟
に
勝ったことが記されており、ボルカムプは大いによろこぶ。ボルカムプは、なぜこんなに早く判
決
が
出
た
の
か
、
裁
判
所
の
書
記
に
尋
ね
る
が
、
相
手
は
秘
し
て
語
ら
な
い
。
こ
の
と
き
ダ
ア
モ
ン
は
、
勝
訴
を
取
ら
せ
た
の
は
外
な
ら
ぬ
わ
た
し
で
あ
る
、
と
い
う
。
ボ
ル
カ
ム
プ
は
そ
の
(16）１３３ 
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あ
る
。
が
、
登
場
人
物
が
五
名
描
か
れ
て
い
る
。
正
面
に
む
か
っ
て
左
か
ら
ダ
ア
モ
ン
、
裁
判
所
の
書
記
、
絵
描
き
、
身
を
乗
り
だ
す
よ
う
に
し
て
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。
外舞台は板敷きであり、
「性急者」のつぎに上演された出し物は、「二人の猟師とミルク売り娘」である。この芝居の登場人物たちは、左記のとおりである。
［役柄］
［役者名］
猟師ギリョット（仏・ギョ）……・…：…………オーフルメール・フィッセル（文政一一一年［’八二○］の夏来日した一等書記）
同コラス（仏・コラ）・……………………・・…ルイス・エリッセ・フィッセル（文政一一年［’八一九］度からいる一一等書記）
うすい茶色で塗られている。
＊ 
第３図一ボルカムプ邸の屋内の図。
下袖と上袖に`書きもの机'が二つ置かれている。
第４図一ボルカムプ邸の屋内の図。
登場人物が５名描かれている。
第三図。
第三葉の舞台の図柄は、第一一図とほとん
ど
変
ら
な
い
が
、
舞
台
中
央
の
奥
に
あ
る
ド
ア
の
左
右
に
あ
っ
た
椅
子
が
姿
を
消
し
、
代
わ
っ
て
下
袖
と
上
袖
に
書
き
も
の
机
（
色
は
左
が
青
、
右
が
緑
色
）
が
二
つ
置
か
れ
て
い
る
。
下
袖
の
机
に
む
かって叔父（裁判官）宛の手紙を書いてい
る
の
は
ダ
ア
モ
ン
、
そ
の
う
し
ろ
に
い
る
の
が
ダ
ア
モ
ン
の
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
、
そ
し
て
帽
子
を
手にし立っている男が裁判所の書記である。
第四図。
第四葉の舞台の図柄は、第三図と同じで
ユリア、ボルカムプである。ボルカムプは、
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容貌をみて心がうごき、女房にしたいと思う。
「
性
急
者
」
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
第
一
図
（
舞
台
の
正
面
図
）
が
あ
る
。
椴
帳
が
巻
き
あ
が
り
、
開
演
と
な
る
。
初
段
は
、
二
人
の
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
と
コ
ラ
ス
が
、
熊
狩
り
に
出
か
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
仲
間
の
コ
ラ
ス
が
山
深
く
わ
け
入
っ
て
い
る
間
に
、
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
と
出
会
い
、
そ
の
美
し
い
婚するといった話である。
この芝居も二段（二つの場三
しようとするが、娘はなかな正
じ
つ
は
こ
の
娘
、
騎
士
な
る
人
〈
取った行動を後悔し、娘を旅〈
なり、やがて乳売り娘となる。
る
人
間
と
な
る
、
と
い
う
。
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
さ
か
ん
に
ペ
ル
レ
ッ
テ
を
く
ど
き
落
そ
う
す
る
が
、
娘
は
い
っ
こ
う
に
な
び
か
な
い
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
い
う
。
わ
た
し
は
あ
な
た
よ
り
ず
っ
と
富Ｐ 
め
る
者
だ
か
ら
、
猟
師
ふ
ぜ
い
と
一
緒
に
な
る
な
ん
て
思
い
も
よ
ら
な
い
、
と
。
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
我
も
ま
た
熊
の
皮
を
売
っ
て
、
金
も
う
け
を
す
れ
ば
、
汝
よ
り
も
富
め
い
ま
は
す
っ
か
り
改
心
し
た
騎
士
の
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
部
下
を
連
れ
て
ペ
ル
レ
ッ
テ
を
捜
索
す
る
た
め
の
旅
に
出
、
つ
い
に
た
ず
ね
慕
う
娘
を
み
つ
け
、
め
で
た
く
結
牛乳売り娘ペルレッテ（仏・ペルレット）……ヘルマヌス・スミット（文政二年［’八一九］度からいる書記）
リ
ダ
ー
騎士タンケレート…………………・・……：：……オーフルメール・フィッセル（一一役）
士卒…………………………………………………フレデリック・クレメンス・バウエル（文政一一年［一八一九］度からいる書記）
同．……・……………・………………………………｜番船小役シイモン
同…・……………………………………………・…・在留小役スミツト
デ
ウ
ィ
ル
デ
同
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
。
：
…
…
…
・
同
娘ペルレッテの父……．．……………………・……デイキ（ディック、文政一一一年［一八一一○］の夏来日した者）
騎
士
な
る
人
の
子
女
で
あ
っ
た
が
、
父
の
同
輩
の
騎
士
（
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
と
い
う
者
）
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
駆
け
落
ち
し
た
。
相
手
の
男
は
じ
ぶ
ん
が
し、娘を旅の途中で捨ててしまう。男に捨てられたペルレッテは、旅路をさすらううちに、ある一軒の農家に身を寄せることに
三
つ
の
場
面
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
『
娘
は
な
か
な
か
な
び
こ
う
と
は
し
な
い
。
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
物
語
は
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
が
、
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
に
一
目
惚
れ
し
て
以
来
、
彼
女
を
女
一
房
に
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ギリョットの服は、森の中を駆けまわったためにズタズタに破けている。かれは仲間のコラスを捜そうとするが見当らない。けれどコラスの帽
子が落ちているのを偶然みかけると、きっと熊にさらわれたに違いないと思う。ギリョットは、コラスひとりを死なせては気がすまない、我も共
に死のうと決心する。
猟師ギリョットは、熊が去ると、コラスを介些
ルレッテが再び登場する。大事な牛乳を入れる｜
こ
ち
ら
の
方
に
来
る
の
を
見
て
、
木
陰
に
身
を
か
く
す
。
山深く入っていたギリョットの相棒のコラスは、熊に追いかけられ、息も絶え絶えに駆け寄ってくると失神する。ギリョットはその様をみて大
いに驚ろき、木によじ登って難を避けようとする。熊はコラスの体をかぎまわっていたが、やがて姿を消す。
猟師ギリョットは、熊が去ると、コラスを介抱したのち、行方不明の犬をさがすために山へ入る。コラスはある小屋の中に難をさけている。ペ
ルレッテが再び登場する。大事な牛乳を入れる壷をこわしてしまったと、歎きの歌をうたいながらやってくる。が、むこうからあのギリョットが
し
か
し
、
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
猟
師
の
こ
と
ば
に
耳
を
貸
さ
ず
、
立
ち
去
る
。
第５図一猟師ギリヨットがミルク売りの娘ペルレッテと出会う図。
そこで小屋に釘を打ち、ロープを下げ、それで首をつって死のうとしたとき、小屋はくずれ、そ
の中からコラスがころげ出てきたので大騒きとなる。ペルレッテは、その様をみて、汝らは熊を仕
損じるし、このていたらくは何かという。するとギリョットは、たしかに私は熊を射ることはでき
なかった。けれど汝も大切な壷をこわしてしまったのだから、いまはどちらも富者である、とから
か
い
、
つ
い
で
我
が
妻
に
な
っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
。
やがてコラスは、熊の皮を得そこなった歌をうたい、ギリョット、ペルレッテもそれぞれ歌をう
たいながら立ち去る。ペルレッテはひとり歌をうたい終ると、恋人のタンケレートからもらったロ
ケットを取りだし、恋人のつれなさを大いに歎き、やがてその装身具を地べたの上に置くと、草花
をつみ、それをまきちらしかけ、かたわらに身を伏せる。
楽器の演奏はあるが、セリフのないパントマイムがつづく。騎士タンケレートは、出奔中、見捨
てたペルレッテのことが心にひっかかっており、大いに悔いている。やがてじぶんの非を悟り、翻
第｜幕。
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し
て
い
る
の
は
、
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
と
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
で
あ
る
。
き
り
だ
舞台のほぼ中央に、何の木だかわからないが立木の〃切出し〃（板などを切り抜き、彩色したもの）が見られる。そのう－しろに薄い灰青色のョ
１ロッパの教会の尖塔と円形の木立（黄緑色）、さらにピンク色の壁をもつ、わらぶき屋根の小屋が描かれている。
か
が
み
下袖の〃鏡〃（屏風式の立ての道具）には、異国風の樹木（ヤ、ンの木か）と動物や鳥などが描かれている。正面の切出しの前でむき合って話を
あることがわかる。ペルレッテは愛憎の念に打ちひしがれ、一一一一口葉なく、ただ涙ぐむ。
タンケレートはペルレッテの父の前にひざまづくと、これまでの過ちをわび、彼女との結婚のゆるしを請う。父親はタンケレートの罪をゆるし、
結婚してもよいという。やがて士卒らはこの国の慣習に従って、花嫁と花婿の頭のうえに花環かけてやる。そして一同、「タンケレートとペルレ
ッテを万世までことほぐ」と書いたプラカードを立てながら、退場する。
第五図。
第６図一失神した猟師． ラスとその体をかぎまわっている熊。
第７図一ペルレッテの父に許しを請うている
タンケレートとその部下の図。
そ
の
か
た
わ
ら
の
草
む
ら
に
寝
入
っ
て
い
る
娘
が
い
る
の
で
、
よ
く
見
る
と
、
何
ん
と
じ
ぶ
ん
が
捜
し
ているペルレッテであるので、またもやびっ
く
り
仰
天
し
て
し
ま
う
。
そ
の
と
き
猟
師
コ
ラ
ス
と
ともに人品卑しからぬ老人がやってくる。
そ
の
者
は
彼
女
を
助
け
起
そ
う
と
す
る
と
、
士
卒
に防げられるが、程なくペルレッテの父親で
然
と
悔
い
改
め
た
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
は
、
コ
ル
レ
ッ
テ
、
汝
を
慕
う
も
の
こ
こ
に
あ
り
」
と
記
し
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
も
っ
た
士
卒
ら
と
諸
処
方
々
を
尋
ね
あ
る
く
が
、
当
地
に
来
て
偶
然
ロ
ケ
ッ
ト
が
路
上
に
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
大
い
に
お
ど
ろ
く
。
(20）１２９ 
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はきものは、くるぶしの少し上まである短い黒色のスパッツ（英・の己昌の》仏・唱］の甘の）である。ユリアは、ビロード製の黄色の帽子（ピーター
パン・ハットのようでもある）をかぶっており、そこから大きな羽根が突き出ている。真紅の長いスカートをはき、ギリシャ風の長そで（うす青
色）の付いた長衣のようなものを着用している。はきものは黒色のスパッツである。
そ
で
第一二図において、ダアモンは黒色の燕尾服を着、紺色の脚衣をはいた服装で、青色の机の上で手紙をかいている。そのうしろで、緑色の衿、帯
の付いたシャツを着、灰色の長ズボン（仏．ご目三目）（緑色のすじが入っている）をはいた下男フロンティンが立っている。はきものは、白い
え
り
「性急者」の第一一図において、ダアモンとユリアが向きあって立っている。ダアモンは、茶色の短髪である。服装は、高い衿のついた黒色の燕
き
Ｕ
尾服（仏．【国、）を着、紺色の脚衣（仏・目｝・写の）を着用し、白色の靴下を用いている。衿や胸元からは、やわらかい生地製の胸飾り（仏．］弓・芹）
をみせている。
る
◎ 舞台
の
背
景
は
、
第
五
図
と
お
な
じ
で
あ
る
が
、
正
面
の
立
木
の
切
出
し
の
う
え
に
ギ
リ
ョ
ッ
ト
が
お
り
、
木
の
根
元
ち
か
く
に
失
神
し
た
男
コ
ラ
ス
が
い
る
。
そ
し
て
その体をかぎまわっている熊（赤い大きな舌を出している）などが細密に描かれている。
左
肩
に
赤
い
た
す
き
を
か
け
、
腰
に
緑
色
の
幅
広
の
帯
を
ま
き
、
手
に
槍
を
も
っ
た
士
卒
が
六
名
、
士
官
が
一
名
描
か
れ
て
い
る
。
黒
い
上
着
を
着
、
真
紅
の
パ
ン
タ
ロ
ン
を
は
き
、
黒
衣
の
老
人
の
前
で
身
を
か
が
め
て
い
る
の
は
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
。
老
人
の
う
し
ろ
で
黒
い
上
着
と
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
、
銃
を
一
眉
に
か
け
、
腰
に
刀
を
さ
し
灰
色
のズボンをはいているのは猟師のコラスである。そしてその脇に立っているのは娘ペルレッテである。
彼
女
は
濃
紺
の
上
着
に
、
真
紅
の
ス
カ
ー
ト
を
は
き
、
さ
ら
に
長
い
黒
い
前
掛
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
さ
い
ど
の
場
面
の
絵
は
、
派
手
や
か
な
色
ど
り
で
描
写
さ
れ
て
い
に描かれている。
五
登
場
人
物
た
ち
の
衣
装
舞台の背景は、第六図とほぼおなじである。が、正面にむかって右の袖に何やら小枝のようなものが見られ、またその近くにロケットが大き目
第七図。
第六図。
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靴下（右足）と黒色の短靴（左足）のようにも見える。
え
り
第
五
図
に
描
か
れ
た
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
は
、
緑
色
の
バ
ン
ト
ｒ
が
つ
い
た
黄
褐
色
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
緑
色
の
高
い
衿
の
つ
い
た
黒
い
上
着
を
着
、
灰
色
の
長
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。
腰
に
は
真
紅
の
幅
広
の
帯
を
ま
い
て
い
る
。
は
き
も
の
は
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
で
あ
る
。
ペ
ル
レ
ッ
テ
は
、
あ
ご
紐
つ
き
の
黄
色
い
日
よ
け
帽
を
か
ぶ
り
、
白
い
ひ
だ
飾
り
の
つ
い
た
紺
色
の
上
着
を
き
、
真
紅
の
長
い
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
い
る
。
そ
し
て
長
い
エ
プ
ロ
ン
黒色の前掛けを付けている。右手にｊＵっているのは牛乳を入れる壷である。その色は黒である。黒色のスパッツをはいている。
第
六
図
に
み
ら
れ
る
、
失
神
し
た
コ
ラ
ス
は
、
黒
色
の
緑
色
の
バ
ン
ド
の
つ
い
た
山
高
帽
の
よ
う
な
も
の
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
黒
い
上
着
と
赤
シ
ャ
ツ
を
着
、
腰
に
は
黄
色
の
帯
を
ま
き
、
灰
色
の
長
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。
背
に
は
銃
を
か
つ
ぎ
、
肩
か
ら
は
灰
色
の
カ
バ
ン
を
た
す
き
掛
け
し
て
い
る
。
は
き
も
の
は
、
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
。
第
七
図
で
は
、
登
場
人
物
は
多
い
。
ま
ず
兵
士
の
装
い
か
ら
述
べ
る
と
、
士
官
を
含
め
て
七
名
の
士
卒
は
皆
、
簡
単
な
飾
り
の
つ
い
た
黄
褐
色
の
縁
な
し
帽
を
か
ぶ
り
、
白い上着を着、白のパンタロンをはいている。左肩から真紅のたすきをかけ、腰に幅広の緑色の帯をまいている。兵士らはめいめい赤い飾りのよ
シ
ョ
ー
ル
うなｊＵのがついた長槍を手にしている。士官だけは、白と焦げ茶色のしまの一肩掛けをはおっている。
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
は
、
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
黒
色
の
燕
尾
服
と
黒
色
の
長
ズ
ボ
ン
を
は
き
、
白
い
靴
下
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
前
で
腰
を
か
が
め
て
い
る
の
は
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
で
あ
る
が
、
同
人
は
飾
り
の
つ
い
た
黒
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
半
そ
で
の
黒
い
上
着
を
着
、
真
紅
の
脚
衣
を
身
に
つ
け
、
足
に
は
白
い
靴
下
を
は
い
て
い
る
。
裁判所の書記は、やや長目の茶色の頭髪をし、ほおひげをはやしている。裏地が真紅の紺色の燕尾服を着、黒色の脚衣をはき、白色の靴下を用
い
て
い
る
。
は
き
も
の
は
、
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
で
あ
る
。
右
手
に
黒
色
の
フ
ェ
ル
ト
帽
の
よ
う
な
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
赤
褐
色
の
バ
ン
ド
が
巻
い
て
あ
る
。
第四図においては、五名の登場人物が描かれている。正面にむかって左側に立っているのはダアモンであり、頭に黒い一一一角帽（仏・己８日①軍
人などが正装したとき用いる）をかぶっている。その他の装いは第三図とおなじである。
え
り
同人のとなりに帽子を手にした裁判所の書記が立っているが、その服装は第一一一図とおなじである。絵描きのなりは変っていて、黒い大きな襟の
つ
い
た
チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
（
黒
に
近
い
灰
色
）
の
ロ
ー
マ
時
代
の
マ
ン
ト
の
よ
う
な
長
衣
を
着
て
い
る
。
そ
の
と
な
り
に
立
っ
て
い
る
の
は
ユ
リ
ア
で
あ
り
、
同
人
は
赤
い
バ
ン
ド
と
大
き
な
羽
根
の
つ
い
た
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
う
す
い
灰
色
の
長
衣
を
着
て
い
る
。
そ
し
て
手
紙
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
が
ボ
ル
カ
ン
プ
で
あ
る
。
か
れ
は
黄
色
の
胸
飾
り
の
つ
い
た
黒
い
燕
尾
服
と
黒
色
の
脚
衣
を
身
に
つ
け
、
白
色
の
靴
下
を
は
い
て
い
る
。
五
人
は
お
な
じ
よ
う
に
黒
色
の
ス
パ
ッ
ツ
を
は
い
て
い
る
○ 
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経
済
学
部
分
館
図
書
館
蔵
）
な
ど
の
右
に
出
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
当初、「出島」は〃南蛮屋敷〃と呼ばれた。天草・島原の乱が勃発したのは寛永十四年（一六三七）十月のことだが、幕府はこの乱を機にキリス
ト
教
禁
制
の
要
を
痛
感
し
、
翌
年
七
月
出
島
在
住
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
通
商
と
日
本
渡
航
を
禁
じ
ら
れ
、
日
本
か
ら
退
去
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
やがて平戸にいたオランダ人らは、寛永十八年（一六四一）｜月、幕府より長崎の出島への移転を命じられ、同年五月ごろより東インド会社の
備
品
・
荷
物
・
食
料
な
ど
の
運
送
が
は
じ
ま
っ
た
。
出
島
の建物の多くは、日本風であった。
この出島で西洋芝居が上演されたのは、オランダ人の平戸移転から約六十年後のことである。出島内の南東に、土壁のようなもので囲まれた中
ス
ペ
ル
ハ
イ
ス
にＬ字形に近い建物があった。出島に在勤するオランダ人は、その建物をふつうのロ①の一宮〕の（「賭博場」）と呼び、日本人は「花畑亭」などと呼ん
でいた。そこは商館長の別荘、館員らが玉突きや飲食をしたり、ときに遊女を呼び寄せて同衾する所であった。
出島図はたくさん残されている。芝居が演じられた場所は、いわゆる「庭園の家」「玉突き部屋」「避暑棟」と呼ばれた建物の屋内である。商館
長ヤン・コック・ブロンホフ（’八一八～一一三年在任）に命じられて、館貝のＪ・Ｆ・ファン・オフェルメアー・フィッシャーが長崎で作った一一
十分の一の出島模型があるし、同人がペンで書いた平面図（川、×Ⅲ皿レイデンの国立民族博物館蔵）が残されている。しかし、いちばん写実
的な建物の絵としては、川原慶賀が描いた「長崎出島」川×川、紙本着色、水戸水府明徳会彰考館蔵）や「長崎出島之図」（価×川皿長崎大学
十一年（’六三四）であり、一一年後の寛永十一一一年にそれが完成するⅥ
閉じ込められた。（「南蛮人出島二令在住事」愚Ⅷ幟第七巻』所収）。
オ
ラ
ン
ダ
人
ら
に
よ
る
素
人
芝
居
が
演
じ
ら
れ
た
出
島
の
中
の
建
物
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
ま
ず
そ
の
前
に
出
島
の
起
源
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く羽）
く。幕府が一一十五名の長崎の富裕な町人に命じて、江戸町の沖に〃扇形〃の人口島（「出島」三九六九坪）を構築する工事に着手させたのは寛永
十
一
年
（
’
六
三
四
）
で
あ
り
、
一
一
年
後
の
寛
永
十
一
一
一
年
に
そ
れ
が
完
成
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
町
内
に
雑
居
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
こ
と
ご
と
く
そ
の
人
口
の
島
に
ペ
ル
レ
ッ
テ
の
父
親
の
う
し
ろ
に
銃
を
も
っ
た
コ
ラ
ス
が
立
っ
て
い
る
が
、
》
こ
ん
ど
は
日
よ
け
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
な
い
。
服
装
は
第
六
図
と
お
な
じ
で
あ
る
。
（列）
後者の出島図からＬ字形の建物とその周辺部分を拡大してみると、いろいろなことがわかる。建物の大き三」は一一一間×人間（５ｍ伽、×約Ｍｍ）
六
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
場
所
その装いは第六図とおなじである。両手を前に突き出している。ペルレッテは、
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Ｌ字形の建物のどこに舞台を設けたものか定かでない。が、芝居の舞台装飾を手かげている専門家に意見を仰いだところ、横輻が三間（五メー
ト
ル
四
○
セ
ン
チ
）
あ
れ
ば
、
舞
台
が
つ
く
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
の
推
定
で
は
、
長
崎
湾
に
む
か
っ
た
側
に
舞
台
を
造
っ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
い
り
も
や
き
り
ず
ま
であったようだ。屋根は入母屋または切妻造りとでｊＵ呼べそうである。高塀造りであり、風雪にもっとも強いといわれる板壁が張ってある。一階
の長い部分は板敷きであり、ふだんそこに玉突き台が置かれていて、オランダ人は玉突きをして遊んだ。｜階の離れのような所は、遊女部屋であ
り
、
そ
の
上
の
階
は
寝
所
で
あ
っ
た
。
二
階
は
す
べ
て
畳
敷
き
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
そ
こ
で
飲
食
を
し
た
り
、
遊
女
と
同
衾
し
た
。
二階の窓をみると、縦横桟を打ちつけた格子がたくさん見られる。採光にじゅうぶん配慮されていることがわかる。庭に面した一階は、明り障
き
ば
し
子が多く用いられている。庭は和風庭園であり、池が一一つ、木橋が架かっている。植裁や築山のような凱Ｕのもある。
七
舞
台
の
構
造
に
つ
い
て
、
iiiillil 
オランダ芝居が上演された「花畑亭」（`賭博場'）
[｢長崎出島之図」より。日本文字は筆者が入れたもの］
の
１
帳
へ
口
<芝居小屋（花畑亭）内部の舞台想像図》
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寄
托
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
活字本と写本。
な
ん
ぼ
⑪活字になったもので一番古い文献は、⑪太田南畝（’七四九～一八一一一一一、江戸後期の文人、文化元年［’八○四］長崎奉行所詰、翌年帰
府）の「増訂一話一一一一一口」（蜀山人全集巻五、吉川弘文館、明治ｎ．８）に収録されている「二人猟師憧売娘」と「性急者」である。これはオラン
（蛇）
ダ趣味に富んだ山口触山が写したものを太田が転載したものである。
②「二人猟師乳汁売娘」（『長崎市史風俗編上下巻」所収、長崎市役所、大正Ⅲ．、）。同上書の一一八一一一～一一八七頁にかけて、「増訂一話一一一一一口」
に収められた、「二人猟師乳汁売娘」の役者名、幕図の様子、「性急者」の役者名などが引用されている。
お
ら
ん
だ
し
ぽ
い
き
③「蝸蘭演戯記（一一巻）」は、新村出の解説によると、勝海舟の旧蔵本であり、その後南葵文庫に保管せられ、ついで京都帝国大学図書館に
上演は日没後の午後六時ごろにはじまり、九時ごろに終ったという。観客席はガラス蓋の燭台で照らされていた。奉行らの席は、他の席よりち
ょっと高く、そこにじゅうたんのようなものが敷かれていた。狭い場所を最大限に活用するのであるから、舞台づくりには苦労したことであろう。
客席は舞台に近いと、芝居が見づらくなるから、せいぜい二十名ほどの人間がお互い身を寄せ合ってみたものか。
第
一
図
の
舞
台
装
置
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
央
の
扉
の
線
か
ら
、
左
右
が
均
斎
が
と
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
舞
台
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
、
十
（皿）
七、八世紀にヨーロッパのオペーフ、大がかりな見せ物、象徴的な演劇において、形式的舞台装置として用いられたものらしい。
つぎに疑問に思われるのが、いったい誰が舞台用の椴張、大道具、小道具、切出し、鏡をはじめ、役者の衣装などを作ったかということである。
おそらく日本人の絵師や針子、大工なども手を貸したのではなかろうか。資料がないので、何ともいえない。
役者はふつう幕が上がるまで、観客の前に姿をみせないものだし、衣装の着付けや小道具類などを用意するために楽屋はぜつたいに必要である。
そ
の
た
め
に
も
、
遊
女
部
屋
を
一
時
出
演
者
の
し
た
く
部
屋
（
楽
屋
）
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
楽
屋
に
使
え
る
部
屋
と
い
え
ば
、
遊
女
部
屋
し
か
な
い
の
である。
これは『海表叢書』巻一一（更生閣書店、昭和３．１、｜～’八頁）に収められた。「オンゲテュルディゲ」（「性急者」）と「二人猟師乳汁売娘」
人
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
筋
書
に
関
す
る
曰
本
側
文
献
124（25） 
③「和蘭戯芸詞全」（明治時代に写したもの。和綴じ、川、×四ｍ、厚さ約Ⅱ四一一十葉［四十一頁］、内閣文庫蔵）
こ
れ
は
外
務
省
と
あ
る
赤
い
罫
線
（
十
行
）
に
写
し
た
も
の
。
仮
名
は
す
べ
て
洋
名
を
含
め
て
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は
な
い
。
少
々
虫
く
い
が
あ
る
。
戯題はみられないが、最初に「性急者」が、ついで「武人猟師乳汁売娘」の筋書がくる。書き出し（舞台・正面の説明）は、つぎのような文章で
大きさは〃、×Ⅲ皿厚さ川
区
読
点
は
い
っ
さ
い
見
ら
れ
な
い
。
は
じ
ま
る
。
の二編が収録されている。
が付いていることである。
あ
と
が
き
原本は、目下行方不明ちゅうである。この写本は後書によると、昭和四年（’九一一九）六月に勝伯爵家蔵の原本から謄写したという。
きざは〃叩×Ⅲ、、厚さＭ、、請求番号は【四四回である。勝伯爵家の緑色の罫線に写したもので、袋綴じ十一一一枚（二十六頁）ある。
こ
う
き
ち
⑤「墹蘭演戯記」（東北大学付属図書館蔵）。一）の写本は、同書の朱印によると狩野亨吉（一八六五～’九四一一、明治から昭和期にかけての思
關蕊内閣府図書館
この写本の特色は、末尾にこれら一一つの芝居を観た筒井和泉守政憲が文政三年（’八一一○）秋に書いた漢文による倣文
１
口
外
務
省
京
大
本
の
本
文
中
に
26）１２３ 
香盤ナリ其傍二羽翼アル童子ノコトキモノ
外務省
正面二画キタルハ 命ハ短ク芸ハ長シトイフ語ナリ 正面ノ上ニアル文字ハ 意ノ詩ナリ ママヲカマヘ「アホルロー」狂一言ノ神ノ名二奉献ストイフ 出島ニヲイテ我レ｜卜狂言ノ芸ヲ競上戯場 左右二画キシ籏一一書ダル文字ハ 幕之画解
文政三年のオランダ芝居
一宇不明
想家・教育者）が荒井恭□から購入した２Ｕのである。
急者」が来（六頁まで）、ついで「二人猟師乳汁売娘」
袋綴じで十一一一枚（二十六頁）あり、ノンブルはない。
写本「渦蘭演戯記」
(東北大学附属図書館蔵）
とある。芝居の筋書を記する前にヨーロッパ演劇の概略についてのべている。
芝居の筋書は、「二人猟師乳汁売娘」「性急者」の順で載せられている。筋書を謄写したのは
（羽）
洲老人」（不詳）であり、文政四年（’八二一）冬ごろと推定されている。
、銅鍬武人猟師乳汁売娘（早稲田大学中央図書館蔵）
椿庵蔵」
よ
う
あ
ん
これは宇田川熔庵（’七九八～’八四一ハ、江戸後期の蘭学者）みずからが謄写した写本である。
和
蘭
戯
場
文
政
三
年
庚
辰
九
月
廿
四
阿
蘭
陀
俄
芝
居
於
長
崎
出
嶋
興
行
狂
言
仕
立
大
帳
戴
冊
東北大本の大きさは、川、×川、、厚さⅢ、、請求番号は雨雨淵幽幽である。はじめに「性
が来る（七～十頁まで）順序は、京大本とおなじである。
東北大本は状態が悪く、虫食いが多い。全体の印象は、『海表叢書』巻この底本である京
大本とほぼ同じである。
⑥「和蘭戯場」（東京大学史料編纂所蔵）
これは史料編墓所の写本（川、×卯、、厚さ約１四であるが、題篭には
「鯏鰄蹴識轆轆抽離轄上熊崎紀事通詞書上」とある。七十一葉三四一一頁］、奥付に
「東京市本郷区西片町十番地中山久四郎氏所蔵昭和十一一一年四月写了」とある。
冒頭に、阿蘭
陀
原
本
添
弓
月
122（27） 
写本の大きさは、川、×川皿
さ○口の①］）まで写し取っている。
し
ゆ
う
そ
う
オレンジ色の新しい表紙に、〃秋艸道人“こと〈云津八一（｜
書いた題篭が張ってあり、それには「辮畑馴鵬鰄湘機娘」とある。
この写本（脇、×Ⅲ皿厚さ約Ⅲ、、十一一葉［一一四頁］）」
「本写本の文句は他のものと異っている」とは、何と比較して異なっているのか、何らふれられていない。が、宇田川の「武人猟師乳汁売娘」
の写本といちばん酷似しているのは、「和蘭戯芸詞全」（内閣文庫蔵や川原慶賀の「阿蘭陀芝居図巻」の詞書）である。
「武人猟師乳汁売娘」の筋書においては、ふつう役柄・役者名のあとに、「舞台は山野の暁の体」（「墹蘭演戯記」『海表叢書』巻二、南葵文庫蔵）
とか、「舞台ノ飾リハ野山ノケシキニテ暁ノ頃ヨリ此ワタリ住ム……」（「和蘭戯芸詞全」（内閣文庫蔵）、「舞台の飾りは野山のけしきにて暁の頃
なり」（川原慶賀の「阿蘭陀芝居図巻」黒船館蔵）の文章が来るのだが、宇田川本だけは、役柄・役者名のあとに、「右者文政三辰の秋崎陽蘭館内
において催の芸人役者名前なり」の一文が添えられている。この文章は他の写本において見られぬものである。
いま例挙した⑪から、までの筋書は、それぞれ特色を有しているが、いちばん原文に近いものとなると少ないようだ。③側いや「資料」とし
こ
の
写
本
の
大
き
な
特
色
は
、
芝
居
の
筋
書
の
原
文
の
一
部
（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
ス
ラ
ー
ヘ
ル
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
）
が
、
別
冊
と
し
て
あ
る
こ
と
である。オレンジ色の新しい表紙に、これも会津八一の筆によって「鵡川剛鰄糀舶縫娘蘭語原本」（題篭）と書かれているものがそれである。
写本の大きさは、川、×Ⅲ、、厚さ約Ｍｍである。十六葉［一一一一一頁］あり、宇田川は筆記体を用いて九幕ある原文を途中の四幕（三のａ①
この写本（川、×Ⅲ皿厚さ狸
ごとな筆使いで浄書されている。
峡
の
中
に
入
っ
て
い
る
「
解
説
文
」
（
横
長
の
カ
ー
ド
状
の
も
の
。
昭
和
二
十
八
年
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
開
国
百
年
記
念
洋
学
展
覧
会
を
開
催
し
た
際
に
作
っ
た
も
の
）
に
は
、
こ
れ
ら
二
冊
の
宇
田
川
の
稿
本
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
右一一冊は文政三年秋、
マ
マ
勺・勺・］百ｍ］四ｍの円の作で一
長
崎
奉
行
筒
井
政
憲
が
江
戸
町
奉
行
に
栄
転
の
際
、
出
島
蘭
館
で
催
さ
れ
た
送
別
の
宴
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
筋
書
と
そ
の
原
文
の
写
し
。
原
本
は
七
八
三
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
版
。
こ
の
と
き
の
芝
居
の
筋
書
は
数
種
現
存
し
て
い
る
が
、
本
写
本
の
文
句
は
他
の
も
の
と
異
っ
て
い
る
。
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
八
八
一
～
一
九
五
六
、
大
正
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
歌
人
、
書
家
、
美
術
史
家
）
が
筆
を
と
っ
て
「武人猟師乳汁売娘」の一篇だけである。文字に乱れなく、み
(28）１２１ 
文政三年のオランダ芝居
111蕊i1J 加欝ｌｉＩＩｊ、Jiii'騨議”jilil M:､Ｚ！ ４ 「剛一アシ＃ループ、町胤ⅢＲペレレッテナ／みか 一丁イｊＴ、方多匂」も蝕・二一》仮の媚菰掛川助ろ乱敬一、、汐も～Ｉれん厄の毅豚、１人日努伺わ局坐Ⅶうり
宇田川椿庵が謄写した｢鰹武人猟師乳汁売」
（早稲田大学中央図書館蔵）
た
学
九
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
関
係
あ
る
蘭
人
の
名
刺
し
大
先頃今泉源吉著『鰹桂川の人々［続篇］Ｉ日本洋楽研究［一一］』（篠崎書枕昭和
ほ
蛆・６）をひもといたら、文政一二年のオランダ芝居についての短い記事につづいて、桂川甫
け
ん
賢（’七九七～一八四四、江戸後期の蘭方医、幕府の医官）に送られたオランダ人による手
製
の
名
刺
九
枚
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
綴
ら
れ
て
い
た
（
「
二
甫
賢
に
送
ら
れ
た
蘭
人
名
刺
」
’
五
一～’五六頁）。
こ
れ
ら
の
名
刺
は
、
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
に
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
揚
げ
る
も
の
は
、
同
書から抜いた名刺とその特徴である。
て本稿の末尾に添えた、川原慶賀の「阿蘭陀芝居図巻」の「詞書」などは、最ももとの文章
に近いものと思われる。
芝
居
の
筋
書
の
入
手
ル
ー
ト
。
長崎奉行・筒井和泉守政憲の命をうけて通詞が訳した戯曲の筋書は、こんにちさまざまの
形
で
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
謄
写
し
た
者
は
、
ど
こ
で
そ
れ
に
接
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筋
書
と
出
く
わ
し
た
時
期
、
そ
の
入
手
経
路
と
な
る
と
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
げ
ん
し
ん
し
ん
さ
い
宇田川椿庵の場合は、父玄真（宇田川榛斎［’七六九～’八一二四］、江戸後期の蘭方医）
が
ブ
ロ
ン
ホ
フ
を
は
じ
め
出
島
の
館
員
ら
と
江
戸
に
お
い
て
交
流
が
あ
っ
た
か
ら
、
「
そ
の
辺
の
縁
で
原
文
（狐）
と訳文を入手した」と考えられている。また江戸にもどった筒井やその部下（たと、えば公用
人
）
ら
も
芝
居
を
じ
っ
き
い
観
て
い
る
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
も
出
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
120（29） 
(３ １ 
(おもて）
４ｃｍ 
「￣￣・￣￣￣￣■D~~~~~~~~~~~~~c￣~~~~~~~￣~０
．へ'１鐵！；〆＃ 5.3 cｍ 
Ｌ■-----･■-----○・------■．、--0■-－－－－－－０ 中央の］・●。。【国一・・ヨヶ・【【の文字だけは印刷されたものらしく、衷且の【（勲爵士）と○弓のｓｏ・毬（商館
長
）
は
白
地
の
厚
い
紙
に
イ
ン
ク
で
書
き
込
ん
だ
も
の
。
(うら）
□
①
国
①
日
切○ヰロロ片口の
』⑭四つ助手のＬ・Ｃ・フィッセルの名刺。分厚い洋紙を切って、インクを用いて草書体で書
い
た
も
の
と
い
う
。
これは芝居の立役者新渡ヒッスル、第一助手の句・○ぐ円‐
曰①囚国のの＆の『の名刺であり、うらに「ボタニクス氏（甫賢
の
こ
と
）
に
、
一
八
二
○
年
」
と
イ
ン
ク
で
書
き
込
ん
だ
も
の
。
白
地
の半紙で縁には金箔が塗ってあるという。
(30）１１９ 
文政三年のオランダ芝居
(5) ６ (4) 
(おもて） (おもて） (おもて）
(うら）(うら）
(うら）
□のロ国『団○淳四己ｎ口の
碧
蕊iｉ 雲蒙『
書
記
兼
助
手
の
へ
ル
マ
ヌ
ス
・
ス
ミ
ッ
ト
の
名
刺
。
同
人
は
ポ
ル
カ
ンプの娘ユリアを演じた。一センチの分厚い白い洋紙に書
い
た
も
の
で
、
縁
が
金
箔
で
塗
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
長
崎
湾
に
停
泊
中
で
あ
っ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
Ｉ
オ
ス
テ
ン
ド
の
快
速
艦フォルテイチュード号の艦長シーウェルト・リーフェ
ス
の
名
刺
。
同
人
は
出
島
で
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
を
観
た
。
薄
い
洋
紙
の二枚重ねに、インキを用いて細く草書体で書いたもの。
書
記
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
メ
ン
ス
・
バ
ウ
エ
ル
の
名
刺
。
同
人
は
ダ
ア
モ
ン
の
下
男
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
を
演
じ
た
。
薄
い
洋
紙
を
切
っ
て
、
イ
ン
キ
で
細
く
草
書
体
で
書いたもの。
118（31） 
左衛門方（日本橋本石町三丁目）に到着した。
これらの名刺は、桂川家の遺品の中にあるものだが、Ⅲからいまでは、文政三年秋に出島において上演されたオランダ芝居の関係者のものであ
、
、
、
、
（
弱
）
、
、
、
、
り、長崎奉行・筒井和泉守政憲が帰府のおり、友人の桂川甫賢に対するあいさつとして、オランダ人たちから託されたものと考えられている。
筒井は江戸に帰るや、七枚の名刺を甫賢に手渡したものであろう。どういうわけか、これまでオランダ芝居と甫賢に送られた蘭人名刺との関係
にどの研究者は注目しなかったから、この機会に注意を喚起しておきたい。
商館長ヤン・コック・ブロンホフは、出島で芝居が上演されて約二年後の文政五年正月十五日（一八一一一一・一一・六）、書記ヤン・オーフェルメー
ル・フィッセル、医師ニコラース・テューリンクなどを伴い参府の途につき、同年一一月五日（一一一・一一七）の午後四時半ごろ江戸の旅宿「長崎屋源
７ ８ この
と
き
検
使
を
従
え
た
も
と
長
崎
奉
行
の
間
宮
築
前
守
信
與
の
儀
式
的
訪
問
を
う
け
、
つ
い
で
内
輪
の
客
で
あ
る
蘭
学
者
ら
の
訪
問
を
う
け
た
。
そ
の
中
に
は
、
先
年
４ｃｍ 
●￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■■￣￣■■■￣￣ 
l黙､zlTjiWlijil 7.2 cｍ 
ＱＰ Ｑ￣－－－ユーーＤｃ－－－－｡■－－￣‐
フ
ォ
ル
テ
イ
チ
ュ
ー
ド
号
と
同
じ
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
傭
船
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
船
（
船
名
は
ニ
ュ
ー
ウ
ェ・ゼーリュストが長崎湾に停泊中であったが、これはＰ・スワルト船長の名刺である。薄い白い洋
わ
く
紙の一一枚重ね、中央に楕円形の枠があり、その中にインキで細く草書体で書いたもの。
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
簿
記
役
デ
ィ
ル
ク
・
ホ
ゼ
マ
ン
の
名
刺
で
あ
る
。
同
人
は
、
文
化
五
年
八
月
十
五
日
二
八
○
八
・
一
○
・
四
）
イ
ギ
リ
ス
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
長
崎
湾
に
閲
入
し
た
と
き
、
商
艦
長
ド
ゥ
ー
フ
の
命
を
う
け
て
、
助
役
へ
リ
ッ
ト
・
シ
ン
メ
ル
と
と
も
に
同
艦
を
訪
れ
た
際
に
拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
名
刺
は
、
ホ
ゼ
マ
ン
が
江
戸
参
府
の
折
、
桂
川
家
の
だ
れ
か
に
渡
し
た
も
の
ら
し
い
。
⑨
不
明
オ
ラ
ン
ダ
人
の
名
刺
（
い
、
×
肌
迎
が
も
う
一
枚
あ
る
と
い
う
が
、
イ
ン
キ
が
薄
れ
て
判
読
で
き
な
い
と
い
う
。
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出島のオランダ人たちから、あいさつ代りに名刺をもらった桂川甫賢（蘭名は〃ボタニクス〃団。ご己目の、これはドゥーフからもらった名前）も
いた。
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
の
う
ち
の
主
な
者
は
、
上
に
記
し
た
小
通
詞
（
馬
場
）
佐
十
即
医
師
桂
川
ま
た
通
称
ポ
タ
ニ
ク
ス
、
（
大
槻
）
玄
沢
宇
田
川
（
玄
稟
椿
庵
の
養
父
ｌ
（『舳刑旧柵川臘日本風俗備考２」東洋文庫、平凡社、一三八頁）かげやす
引用者）、（湊）長安およびグロビウスという雅号をもつ幕府天文方（高橋作左衛門景保のちシーボルト事件に連座ｌ引用者）であった．これらの人
たちはすべてオランダ語を解し、そしてまた毎日一、この問題について説明を求めるためにやって来たのである。
ビルクホーフェンにあった
プロンホフの別荘の写真。
[アーメルスフォールトの文書館蔵］
晩年のプロンホフの肖像（50歳代）し
同氏は最終講義をおえ、研究室の整理をしていた最中に、にわかに亡くなった。享年七十歳であっ
た
。
氏
は
日
本
人
の
西
洋
音
楽
の
受
容
史
に
早
く
か
ら
関
心
を
も
ち
、
そ
の
関
連
か
ら
十
数
年
前
ご
ろ
か
ら
、
オ
ラ
ン
も
と
ダ芝居に注目し、その基の（□本を捜索し、近年ついに原作のすべてを発見するに至った。
氏
は
出
島
で
上
演
さ
れ
た
二
つ
の
芝
居
の
原
作
と
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
、
日
本
側
の
筋
書
な
ど
を
比
べ
て
み
た
結
果
、
刊）である。
麻生義輝の遺稿『近世日本哲学史」（近藤書店、昭和Ⅳ・７）を幡いたことがきっかけとなって、オ
ラ
ン
ダ
芝
居
と
そ
れ
を
描
い
た
日
本
絵
師
・
川
原
慶
賀
の
絵
巻
に
つ
い
て
興
味
を
覚
え
、
い
ろ
い
ろ
原
物
に
当
た
っ
て
調査し、まとめたのが本稿である。もっとも文政三年（’八一一○）に出島において上演されたオラン
ダ芝居とその粗筋については、幕末のわが国の知識人にすでに知られていたし、これまでに数多の研
究
者
が
い
ろ
い
ろ
小
論
を
発
表
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
芝
居
の
材
源
に
関
す
る
最
新
の
、
内
容
的
に
も
も
っ
ともすぐれた研究は、平成十三年（二○○｜）一月に行なわれた中央大学文学部の中村洪介教授の最
終講義「文政三年出島上演の阿蘭陀芝居一一題」（のち『中央大学論集』第泌号所収’一一○○一｜年一一一月
あ
と
が
き
116（33） 
伏せしていたとき、市場へむかうミルク売りの娘ペルレットと出会う。ギョは相棒のコープが熊をさがしに出かけるや、甘言を用いてペルレットを
ろうらくしようとし、しまいには女房になってくれないかという。が、相手は密猟者の妻になりたくない、といって取り合わない。
ギ
ョ
は
熊
の
皮
が
売
れ
る
と
大
金
が
入
る
が
、
お
前
さ
ん
は
金
を
も
う
け
る
手
段
と
し
て
何
を
も
っ
て
い
る
か
、
と
ペ
ル
レ
ッ
ト
に
尋
ね
る
。
す
る
と
彼
女
は
、
ミ
ル
ク
を
売
っ
た
お
金
で
卵
を
買
い
、
そ
の
卵
を
か
え
し
て
雛
に
し
、
そ
の
雛
鳥
を
た
く
さ
ん
育
て
、
そ
の
鳥
を
売
っ
て
雌
羊
を
買
い
、
羊
の
群
れ
を
つ
く
り
、
そ
の
群
の
中
に
馬
や
牛
な
ど
も
加
え
、
や
が
て
金
持
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
。
そ
う
い
う
と
、
娘
は
ミ
ル
ク
の
入
っ
た
壷
を
頭
に
の
せ
て
立
ち
去
る
。
ギョとコラは、熊を獲りに出かけるや、熊とばったりと出会う。ギョは直ちに木によじ登るが、コラは地面にすぐ身を伏せると、死んだふりを
す
る
。
熊
は
コ
ラ
を
こ
ず
き
回
し
、
ギ
ョ
が
い
る
木
の
根
元
を
か
ぎ
ま
わ
っ
た
の
ち
去
っ
て
ゆ
く
。
ギョは銃を手にし熊狩りに出かけ、一方コラは木の上にのぼる。ペルレットはミルクが入った壷をこわしてしまい、金もうけのすべをなくし悲
嘆
に
く
れ
る
。
他
方
、
ギ
ョ
も
熊
狩
り
に
失
敗
す
る
と
、
こ
れ
ぎ
り
狩
り
を
よ
そ
う
と
思
う
。
几
「
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
そ
の
ま
ま
上
演
し
た
の
で
は
な
く
て
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
が
手
を
加
え
た
形
跡
大
３
 
，⑮である」（「中央大学論集」第昭号）ことを知った。
図も和
のた昭わたしは同氏のコラム「文政一一一年のフランス・オペラ」（「春秋」ｚ・・函ｓ）によって、慶応義
鰯洲塾大学付属図書館に、喜歌劇「二人猟師運売娘」の原本の一つ’三二国…曰の作倉盲
櫛中号
織寵蕊簾塵窯鴎墨汁霊Ⅲ｜蚕叫鮭塗
》》櫟の一部を、また「資料一一一」として、訳文（大意）を添えたものがそれである。
胴癖『十輌樗辨三桐養諦》蔬辨『乖刎癩辨銅僻囮可州塞）（辨鋤鄙Ⅲ、、一から一一一十五頁まで本文、三
蝋』ラ一一潤綱川蝿脂崎吟唾訓厭孵鑪墹人物はｌ貧しい農夫であるギョと。
文ｒ
 
Ｉ
ギ
ョ
と
コ
ー
プ
は
猟
師
で
も
あ
る
の
だ
が
、
小
づ
か
い
か
せ
ぎ
に
熊
を
獲
り
に
出
か
け
る
。
一
一
人
は
熊
を
待
ち
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筒
井
ら
の
厚
意
に
感
謝
す
る
意
味
で
素
人
芝
居
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
つ
い
に
ま
つ
り
ご
と
に
せ
い
た
く
し
れ
い
を
う
け
そ
の
ど
う
を
ま
す
こ
と
ね
ん
に
ひ
や
く
じ
ゆ
う
ま
ん
き
ん
し
》
《
因
終
請
訊
政
、
稟
令
、
増
其
銅
、
年
百
十
万
斤
、
さ
お
ブロンホフは着任後、、ロ蘭貿易が途絶していた空白期間中の損失をうめ足す必要を痛感した。オランダ側がいちばん欲していたのは銅（竿銅）
である。筒井が長崎に着任したのは、ブロンホフが来日した文化十四年十月のことであるが、幕府は文政元年（一八一八）から同一一一年（’八二
○）まで、毎年輸出銅の増額（定額一一一○万斤を九○万斤）を認めた。文政一一一年十月、筒井は任期みちて間宮と交代して帰府する折、オランダ側は
ミルク売りの娘は、身の不運をなげき、歌をうたいながら、昔の恋人タンケレートのペンダントを見つめ、過去の想い出にひたっているうちに、
草
む
ら
の
上
で
寝
入
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
へ
士
卒
を
連
れ
て
ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
が
し
に
や
っ
て
来
た
タ
ン
ケ
レ
１
ト
に
よ
っ
て
偶
然
発
見
さ
れ
る
？
折から狩人のコラとともに賎しからぬ老人（じつはペルレットの父）が通りかかるが、老人はペルレットの姿を見るなり、走りよってその身体
を起そうとする。娘はタンケレートを見るなり、夢かとぱかり大いに驚き、ことばなくただ涙を流す。かつてペルレットを捨てたタンヶレートは、
彼女の父親にこれまでの過ちをわび、そのゆるしと結婚の許可を請うと、父はこれまでの罪をゆるし、二人の婚姻をゆるしてやる。かくしてペル
レットとタンケレートは、めでたく婚約し、物語はハピーエンドでおわる。
（師）
出島で上演されたこの芝居は、もとの台本を少し書き替えた改作物であったといえる。オーフンダ側が、長崎奉行から江一Ｐ町奉行に転任する筒井
和泉守政憲や筒井の長崎着任後、江戸からやって来た間宮筑前守信與ら両名を招いて、素人芝居をみせたには理由がある。
出島は文化六年二八○九）から同十四年（一八一七）までの九ヵ年、ヨーロッパ動乱の余波をうけて蘭船の入港なく、商館長ドゥ１フおよび
館貝はこの間窮乏生活を強いられていた。一八一五年（文化十二年）六月、ナポレオンはワーテルローの戦で大敗し、セント・ヘレナ島に流刑に
な
っ
た
の
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
平
和
が
訪
れ
た
。
文
化
十
四
年
二
八
一
七
）
七
月
、
新
た
に
出
島
の
商
館
長
と
し
て
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
が
来
日
す
る
と
、
ド
ウーフと交代した。
芝居のさいごは、人間高望みには裏切られるということ、とらぬ狸の皮算用をせず、あぶなげがないのが一番といった教訓でおわっている。こ
（調）
の喜歌劇の締めくくりは、オーフンダ語訳でも同じであるという。
よ
っ
て
つ
い
に
ま
つ
り
ご
と
に
せ
い
た
く
し
れ
い
を
う
け
そ
の
ど
う
を
ま
す
こ
と
ね
ん
に
ひ
や
く
じ
ゆ
う
ま
ん
き
ん
し
こ
う
し
て
ら
ん
じ
ん
の
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
し
る
べ
き
な
り
〈
因
終
請
訊
政
、
稟
令
、
増
其
銅
、
年
百
十
万
斤
、
而
蘭
人
之
欣
可
知
也
：
：
：
》
（
写
本
「
墹
蘭
演
戯
記
」
に
み
ら
れ
る
筒
井
の
政
文
よ
り
）
。
さいごに説くべきは、オランダ芝居がもつ文化史的な意義である。当時これら二つの芝居をじっきい観た日本人（役人、長崎奉行、町役人、通
と
こ
ろ
が
、
出
島
で
行
な
っ
た
芝
居
で
は
、
こ
の
物
語
に
続
き
が
あ
る
。
114（35） 
け
れ
ど
当
時
芝
居
を
じ
っ
き
い
観
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
後
に
芝
居
の
こ
と
を
人
づ
て
に
聞
き
、
そ
の
筋
書
を
関
係
者
か
ら
借
り
て
筆
写
し
た
知
識
人
が
い
た
と
い
う
あ
か
し
ことは、日本人が西洋文化の吸収にすこぶる熱心であったことの一つの証でもある。
オ
ペ
レ
ッ
タ
文政一一一年（一八一一○）は、日本の演劇史上はじめてオランダ語を通じて、フランスの喜歌劇がわが国に伝わった画期的な年であり、このことは
本稿において引いた内外の文献史料によって明らかになったはずである。
本稿を草するにあたり、アーメルスフォールトの文書館、財団法人「黒船館」（新潟県柏崎市大字青海川）、早稲田大学中央図書館、慶応義塾大
学付属図書館、国立公文書館、東京大学史料編纂所、東北大学付属図書館、京都大学付属図書館などより貴重史料の閲覧および複写についてご配
慮
を
え
た
、
記
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
［
資
料
三
］
に
添
え
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
台
本
の
日
本
語
訳
は
、
加
太
宏
邦
教
授
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
誤
り
の
訂
正
を
う
け
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
オ
ペ
レ
ッ
タ
詞ら）は、それが西洋（オランダ）芝居であることは分かっていたとしても、原作がじっきいフランスで創られた喜歌劇（・己の『①耳の）であったと
は夢にもおもわなかったことであろう。これらの芝居が、日本人から請われて一度ならず何度も上演されたということは、かれらが並々ならぬ関
心を西洋芝居に寄せていたことの現れでもあるが、果たして当時の日本人に西洋の芝居や音楽を味解する能力があったかどうかといった点になる
と疑問も残る。
注
あ
そ
う
よ
し
て
る
（１）麻生義輝（一九○一～一九一一一八、アナーキスト、哲学者）は、大分県に生まれ、第七高等学校を経て、東京帝国大学文学部で美学を修めた。学生の
ときから身元をかくし、貧しい人々の生活の向上に努める社会運動に従事するかたわら、芸術批評、マルクス主義文学、日本哲学思想史の研究に従い
多くの論文や訳書を残した。天逝したのがおしまれる（暴林哲学思想家辞典』東京書籍株式会社、昭和五十七年九月）。
（２）わが国で初めて上演された西洋芝居については諸説があるものの、まだ定かでなく、学問的にも証明されていない。明治十八年（’八八五）五月＋
え
び
ず
や
さ
く
ら
ど
き
ぜ
に
の
よ
の
な
か
（イ）
六日に、大阪道頓堀の戎座において上演された「何桜彼桜銭世中」（シェイクスピアの「ベニスの商人』を歌舞伎化したもの）などは、最も古いもの
しかし、江戸時代にシェイクスピアの作品の筋なりエピソードが酷似した作品が上演されている。それは仙近松門左衛門の「釈迦如来誕生会」（釈
（ロ）
迦の伝記を浄瑠璃にしたもの、元禄八年（’六九五）四月八日に大阪の竹本座で初演）であったり、②近松半一一（一七一一五～八一一一、江戸中期・後期の
六日に、大阪｝
の一つである。
しかし、江一一
(36）１１３ 
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（３） 
㈹「国立劇場上演資料集〈例〉心謎解色絲』（国立劇場調査養成部芸能調査室、昭和四十八年六月）、三六頁。
Ⅲ竹村覚「日本英学発達史』（研究社、昭和八年九月）、二○○頁。
町
絵
師
川
原
慶
賀
の
伝
記
に
つ
い
て
は
分
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
生
没
年
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
生
れ
で
あ
る
ら
し
く
、
父
香
山
も
絵
事
を
善
う
じ
くしたという（古賀十一一郎「長崎絵画全史」北光書房、昭和ｎ．８）。通称「登与助」といい、一課は種美、号は聴月楼といった。はじめ氏を川原とい
い、のち田口に変えた（氷見徳太郎「川原慶賀に就て（上）」（「国華」六八七号、昭和別・６）。
文政六年（’八一一三）八月、出島の医官シーボルトが来日すると、今下町に住む慶賀は、その画業をシーボルトに見出され、出島出入りの絵師とな
るのだが、かれは写生に長じ動・植物、人物、風俗、肖像、風景画などを描いた。来舶のオランダ人の中には慶賀の絵を求める者が多かったという
（黒田源次「長崎系洋画』創元社、昭和７．４）。同九年（一八二六）正月、シ１ボルトとともに江戸参府に従い、シ１ボルトが採取した植物を写生し
（ヘ）
③
に
お
い
て
『
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
に
似
て
い
る
の
は
、
そ
の
二
幕
目
と
三
幕
目
Ｉ
す
な
わ
ち
、
本
町
の
糸
屋
中
根
屋
の
場
と
大
通
寺
墓
所
の
場
で
あ
り
．
毒
薬
を
（ＬＩ） 
用いて仮死して墓場に送られ、恋人が対面するという構想がシェイクスピアを想い出させるものである。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
、
作
者
ら
が
ど
こ
か
ら
筋
の
材
源
を
得
た
の
か
わ
か
ら
ぬ
こ
と
が
多
い
。
も
し
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
か
ら
の
影
響
な
り
波
動
が
あ
る
と
し
た
ら
、
出
島
の
政
治
家
）
と
の
政
争
に
（ホ）
ト
に
該
当
す
る
と
い
う
。
（チ）
オランダ人が発信源（出所）と考えられる。
い
も
せ
や
ま
お
ん
な
の
て
い
き
ん
浄瑠璃作者）の「妹背山婦女庭訓」（曾我入鹿の
八一一九、江戸中期の歌舞伎作者）が二代目桜田巫
一○］正月、江戸の市村座で初演）などがある。
仙はシェイクスピアの『ベニスの商人』と同吟
といったテーマまたは情況が「ベニスの商人』，
政
治
家
）
と
の
政
争
に
つ
い
て
説
話
を
テ
ー
マ
と
し
、
」
㈲注仙の三一一一五頁。
脚注⑪の一一一三七頁。
㈹
「
国
立
劇
場
上
演
沓
Ⅲ
竹
村
覚
「
日
本
英
】
町
絵
師
川
原
慶
賀
の
提
㈹河竹繁俊「日本演劇文化史話」（新樹社、昭和一一一十九年十一月）、三一一一四頁。
何伊原青々園「日本に於ける抄翁劇」（『早稲田文学』第一一一五号所収、’三七頁）。
い『大南北全集第三巻』（春陽堂、大正十四年三月）、一一一頁。
つ
る
や
な
ん
ぽ
く
」（曾我入鹿の横暴による悲恋劇、明和人年［一七七一］、大坂の竹本座で初演）、③四代目鶴屋南北（一七五五ｉ１－
Ｕ
す
け
（ハ）こころのなぞとけたいろいと
が二代目桜田治肋（’七六八～’八二九、歌舞伎作者）との合作脚本「心謎解色糸」（世話狂一一一一口、文化七年［’八
ざ
ん
き
り
と同じ材料を使っている、といい、眼目は第一一一段目の第一一場’三の切であり、罪の償いに人肉を切り取る
（一一）
な
か
と
み
人
』
と
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
②
は
大
和
時
代
、
蘇
我
入
鹿
（
？
～
六
四
五
、
政
治
家
）
と
中
臣
鎌
足
（
六
一
四
～
六
九
、
こ
が
の
ひ
な
ピ
リ
ー
レ
、
久
し
く
不
和
に
な
っ
て
い
た
両
家
の
一
人
息
子
（
久
我
之
助
）
と
一
人
娘
（
雛
鳥
）
の
悲
恋
が
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
、
112（37） 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
慶
賀
は
じ
つ
に
見
事
な
数
々
の
細
密
画
を
描
い
た
が
、
シ
１
ボ
ル
ト
は
そ
の
巧
み
な
る
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
「
か
れ
の
絵
画
数
百
は
余
の
著
書
（
『
日
本
』
ｌ
引
用
者
）
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
彼
の
功
績
を
語
る
な
り
」
（
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
そ
の
生
涯
及
び
功
業
３
』
東
洋
文
庫
昭
和
囲
・
２
）
．
（４）泥絵とは泥絵具（ふつう画家は用いない。きわめて粗悪な絵の具を水に溶き、泥状にして使う。色彩は不透明でにごっている）を用いて描いた絵の
ご
ふ
ん
え
＃
 
め
が
ね
こ
と
を
い
う
が
、
も
と
は
「
胡
粉
絵
」
と
も
い
っ
た
。
本
物
の
泥
絵
と
は
、
拳
曰
の
芝
居
の
画
き
割
、
地
獄
や
極
楽
の
見
世
物
の
絵
、
の
ぞ
き
眼
鏡
の
絵
な
ど
に
見
る
も
の
で
あ
る
。
が
ん
り
ょ
う
その描き方は、まず胡粉（貝がらを焼いて作った白色の顔料（えのぐ）で下地をし、その上に藍・黄・赤といった従来画描きが用いてきた絵の具を塗
って画にする（出井朱有「川原慶賀筆泥絵芝居絵巻附川原慶賀・泥絵考」（「日本美術工芸』第二五六号所収、昭和拓・１）。
しかし、ふしぎに思われるのは、なぜ川原慶賀は粗悪な絵の具を使ってまで芝居絵を画く必要があったかということである。
（５）古賀＋二郎「長崎絵画全史』（北光書一房、昭和十九年八月）、一九六頁。
に
わ
か
（６）岡泰正「オランダ所蔵の出島俄芝居図をめぐって」（「日蘭学会会誌』第十八巻第一一号所収）。
（７）氷見徳太郎「川原慶賀に就て（上）」（『国華」六八七号、昭和別・６）、二一頁。
い
（８）、氷見徳太郎（長崎で倉庫業をいとなむ）は、この絵巻を手に入れることができたことをよほどうれしかったものか、「私は最近、絶望だと思って居
こ
を
ど
り
たこの阿蘭陀芝居の巻物を入手して雀躍している。ライデン大学教授ドクトル・ラーデル氏は、世界唯一と激賞して下さったのである」と述べている
たり、各地の風俗風景などを描いたり、地図、地形図を作成した（林源吉「町絵師慶賀」（『長崎談叢』第十一号所収、昭和７．，）。
文政十一年（一八二八）八月九日の夜から翌十日の夕刻まで、長崎を襲った台風は出島の諸所を破壊したばかりか（「甲子夜話」「増補長崎略史年
表」）、シーポルトの荷を積んだ船が稲佐の海岸に打ち寄せられ、このとき国禁品（葵紋服、日本地図など）の数々が露見した。任期満ちて帰国寸前の
シーボルトは帰国を禁じられた（「シーボルト事件」）。慶賀はこのとき事件に連座し処罰された。参府のとき、シーボルトのために「薬草絵図」など
を描いたことが糾弾され、同年十二月末に入牢し、翌十二年正月末に出牢し、町預けとなった（「長崎奉行所犯科帳［第百七冊］）。
謹慎中の慶賀は絵筆をやすめず、相変らず作画に従事していたが、西役所を写し、港内警備を担当していた細川藩、鍋島藩の番船の幕にその紋章を
あ
ず
か
り
描いたために天保十一一一年（’八四一一）九月預を命じられ、のち手鎖預り、十一月には江戸・長崎払を申し渡された。その後、慶賀は故郷を離れ他郷に
身
を
置
か
ざ
る
え
な
く
な
っ
た
。
が
、
い
つ
の
頃
か
ふ
た
た
び
故
郷
に
舞
い
も
ど
り
、
酒
屋
町
四
十
七
番
地
に
住
し
、
名
を
田
口
と
変
え
た
。
弘化のころ（一八四○年代）、慶賀の子・登七郎（号は”盧谷〃、嫁のおとしは江戸生まれ）は、今下町で版画や銅版画を作り、これを売り出してい
たらしい。万延元年（一八六○）に慶賀は七十五歳であったことはたしかであるが、その後亡くなったものらしい。が、没年月日、法号、墓石もわか
たらしい。一
っていない。
（氷見徳太郎羅辨阿蘭陀芝居」（「人情地理」昭和８．３所収）
(38）１１１ 
文政三年のオランダ芝居
グーへ－－、〆￣へ
２７２６２５ 
､－－、-〆、－－
（皿） グーへ〆￣へ〆￣へグーへ2３２２２１２０ 
－－－、-－､－－、－〆
グー､〆￣へ〆■へグーへグーへ〆－，
１９１８１７１６１５１４ 
、＝＝、－〆、-〆、＝〆～－－、－－
グー、－－、〆￣、〆￣～グーへ
１３１２１１１０９ 
、－－、－〆、－＝、－〆、－－中央公論美術出版、昭和六十一一年三月）、’一一一九頁。
「綱楯家蜀山人全集巻五』（吉川弘文館、明治四十一年八月）、一一一六一一一～三六四頁。
中村洪介教授の最終講義『文政一一一年出島上演の阿蘭陀芝居二題」（「中央大学論集』第泌号所収’一一○○二年三月刊）．
のマテラで生まれ、
注（Ⅲ）におなＬ
注（別）を参照。
ル
イ
・
ア
ン
ソ
ー
ム
は
フ
ラ
ン
ス
の
劇
作
家
。
’
七
二
一
年
パ
リ
に
生
ま
れ
、
’
七
八
四
年
七
月
十
七
日
同
地
で
死
亡
。
コ
メ
デ
ィ
Ⅱ
イ
タ
リ
エ
ン
ヌ
座
の
た
め
に
数
多
の
オ
ペラの台本をつくった。（Ｅ○首言烏同ミミ畠は、＆、》（・日①可・画の日の》巨己日二の（○の》口＆（①貝の》而四『｛の》ロ」図、）
中村洪介「文政一一一年のフランス・オペラ」（「春秋』ｚ・・岩切所収、春秋社、平成元年一月）、九頁Ｐなお、向・閃・ロロ己は一七○九年一一月九日イタリア
文政年間（一八一一○年代）に、フィッシャー］・句・ぐ目○ぐの【日の①Ｈ固のの＆①『（一八一一○～一一四年、第一次来日）が商館長ブロンホフの命により描い
た出島図（紙本．ペン書川、×Ⅲ皿レィデンの国立民族学博物館蔵）によると、ほぼＴ字形をしていたことがわかる（「出島図ｌその景観と変遷」
った。小笠
原
幹
夫
「
文
政
五
年
の
翻
訳
劇
ｌ
宇
田
川
椿
庵
の
和
蘭
戯
曲
」
（
『
文
芸
と
批
評
」
第
七
巻
第
五
号
所
収
、
文
芸
と
批
評
の
会
平
成
四
年
四
月
）
、
二
四
頁
．
同右。
家
老
二
人
と
は
、
公
用
人
の
こ
と
か
。
「蝸蘭演戯記」ｓ海表叢書
「長崎オランダ商館日記
注（Ｅ）の一一一一一○～三一一
注（、）の一一○～二一頁。
注（５）の一九五頁。
『長崎オランダ商館日記九塑仙一一．騨餓』（雄松堂出版、平成十年五月）、一一一一頁。
「文政武鑑４』（柏書房）や『江戸町鑑集成第一一巻」（東京堂出版）によると、筒井和泉守政憲は、帰府ののち南町奉行となり、扶持高は一一一千石であ
神
戸
市
立
博
物
館
編
注（７）におなじ。
に
お
な
じ
。
隅記」（『海表叢書』巻一一所収、更生閣書店、昭和三年一月）、一七頁。
／ンダ商館日記八鎚一い一一一ｍ騨鰍』（雄松堂出版、平成九年三月）、’一一一一○頁。
の一一一一一○～一一一一一一頁。
一
七
七
五
年
六
月
十
四
日
パ
リ
で
死
亡
。
『南蛮堂コレクションと池長孟』（神戸市立博物館、平成咀・７）、七二頁。
110（3９ 
号、平成ｕ・３）。
［参考文献］
古
賀
＋
二
郎
「
阿
蘭
芝
居
」
（
『
長
崎
市
史
風
俗
編
下
巻
』
所
収
、
長
崎
市
役
所
、
大
正
Ⅲ
．
Ⅱ
）
〆￣、〆￣、〆￣、グー、グーへ〆￣へグーへグー、￣■へ〆－，
３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８ 
、－〆、－〆、-〆、－〆、-〆、－－、－－、=〆－－－､＝〆
石田純郎「文政三年に出島で演じられた小唄入喜劇「’一人の猟師と乳売り娘』について」（「日蘭学会会誌」第一六巻第二号、平成４．３）
小笠原幹夫「文政五年の翻訳劇ｌ宇田川熔庵の和蘭戯曲」二文芸と批評』第七巻第五号、平成４．４）
沼
田
次
郎
「
再
び
『
出
島
の
阿
蘭
陀
俄
芝
居
』
に
つ
い
て
」
ｓ
日
本
歴
史
』
平
成
５
．
７
）
岡泰正「オランダ所蔵の出島俄芝居図をめぐって」（「日蘭学会会誌』第一八巻第二号、平成６．３）
磯崎康彦「出島絵師川原慶賀の『和蘭陀芝居図巻』と「出島俄芝居図筐（福島大学「教養学部論集人文科学部門』第六○号、平成８．６）
沼田次郎「阿蘭陀狂言」（「日本歴史』第四一号所収、昭和別．、）
今泉源吉『噸辮桂川の人々［続篇］ｌ日本洋学史研究［二］』（篠崎書林、昭和偲・６）
沼田次郎「出島の阿蘭陀芝居」（『日本歴史』第四五一一号、昭和Ⅲ・１）
中村洪介「文政一一一年のフランス・オペラ」（『春秋』ｚ・・車急所収、春秋社、平成元・１）、「文政一一一年出島上演の阿蘭陀芝居一一題」（『中央大学論集』第昭
古
賀
＋
二
郎
「
阿
蘭
芝
居
」
ｓ
長
崎
市
史
風
俗
編
下
巻
」
所
収
、
永見徳太郎鰻鯛阿蘭陀芝居」（「人情地理』昭和８．３）
注（、）の三四九頁、「あとがき」を参照。
注
（
胡
）
の
一
一
二
注（釦）におなじ。
今泉源吉繍辨桙
注（Ⅲ）を参照。
「崎陽群談』（近藤出版社、昭和四十九年十二月）、五七～五九頁。
「伝川原慶賀「長崎出島之図」『出島図ｌその景観と変遷』所収（中央公論美術出版、昭和六十二年三月）、一六○頁．
き
さ
く
伊藤嘉朔「舞台装置の研究』（小山書店、昭和一一十四年四月）、一五七頁。
「長崎市史風俗編下巻」（長崎市役所、大正十四年十一月）、二八○頁。
沼田次郎「出島の阿蘭陀俄芝居」（「日本歴史』一九八六年一月号所収、吉川弘文館）、二○頁。、
注（釦）の一一一頁。桂川の人々
［続篇］ｌ日本洋学史研究［二］』（篠崎書林、昭和四十三年六月）、一五二頁．
(40）１０９ 
文政三年のオランダ芝居
お
ら
ん
だ
こ
く
お
う
も
ん
香盤の前面にあうＣハ和蘭国王の紋なり
こうばん
そ
の
そ
ば
は
よ
く
正
面
に
画
き
た
る
は
香
盤
な
ｎ
ソ
其
傍
に
羽
翼
ど
う
じ
つか
あ
る
童
子
（
子
供
）
の
ご
と
き
ｊ
Ｕ
の
ハ
神
の
仕
ハ
し
め
え
が
は
た
か
き
左右に画圭ごし旗に書たる文字は
し
ひ
と
き
ょ
う
げ
ん
げ
い
き
そ
出島において我一と狂一一一一口の芸を競ひ
かまヘアポルロー柵瘡伽に奉納すと」
も
Ｕ
正面の上にある文字〈
こ
と
ば
が
き
つぎに資料として揚げる，。のは、川原慶賀筆「阿蘭陀芝居巻」の詞書ｌ原文（毛筆墨書）
や
す
く
す
る
た
め
段
落
を
多
く
し
、
語
と
語
と
の
あ
い
だ
を
開
き
、
か
つ
漢
字
に
は
ル
ビ
を
ふ
っ
た
。
ま
た
（
命
は
短
く
芸
ハ
長
したて
ま
つ
て
い
アボルローに花を棒うっ躰なり
ま
く
ず
か
い
幕の図解
〔資料己
性急者＊
》」
といふ雪叩なり
そ
の
そ
ば
は
よ
く
其
傍
に
羽
翼
い
か
っ
た
と
い
ふ
意
の
詩
な
り
ぎ
じ
よ
う
戯
場
（使者）にして
で
あ
る
。
原
文
に
は
ほ
と
ん
ど
改
行
が
な
い
た
め
、
読
み
）内は理解の一助とするための注である。
108（41） 
蕊
…
■
・
■
■
慰
霞
；
寒
獺
■
・
口・▲篭鰍…羅瑚■■…”■蕊■ｎ．
曰口鐵噌醐茂蕊■■・
■
■
；
…
！
 
ぷ
た
い
か
ざ
り
つ
ひ
ど
舞台は飾付ヶ図のごとく正面に開らき戸あ、ソて
え
ガ
ラ
ス
し
ょ
う
じ
す
い
画ふすまハ硝子障子より庭木の透て見ゆうっに
ゴルディン腋、如き（ぬＣａ言カーテン、鍛帳の意）をかたがた
ま
く
ぎ
わ
ほ
う
え
か
が
み
幕
の
際
よ
り
少
し
矢
ぐ
が
り
て
右
の
方
の
ふ
す
ま
に
ハ
画
鏡
（
絵
画
）
か
き
つ
く
え
ほ
く
ひ
っ
か
け
書
机
を
す
え
上
に
ハ
墨
筆
な
ど
な
少
わ
く
左
の
方
の
ふ
す
ま
い
す
い
つ
き
や
く
両方に椅子を一脚シ、ならべ少－し前のかたの
iIiliLIllililI すがたみガラスかがみには姿見の硝子鏡をかけ前
に
は
手
箱
の
や
う
の
も
の
カ
ニ
卿
，
圃
欝
，
蠅蝿鮒脳溌蝋鰯梛徽
た
だ
し
やど
き
や
く
但「ダァモン」は「ボルカムプ」が家に宿りたうＣ客なり
原慶賀筆「阿蘭陀芝居巻」（｢黒船館」蔵）の詞書。
性
急
者
ダ
ア
モ
ン
の
従
者
ダ
ア
モ
ン
の
下
人
か
ね
か
銀
借
し
ポ
ル
カ
ム
プ
の
娘
裁
判
方
の
書
記
役
え
し
画
師
戯和
芸蘭
か
え
な
し
だ
い
役
者
替
名
の
次
第
オンゲデュルディゲ鱒議非職鑓
ダ
ア
モ
ン
に
ラ
フ
レ
ウ
ル
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ン
に
ポ
ル
カ
ム
プ
に
ユ
リ
ヤ
に
ノ
タ
ー
リ
ス
に
かたがたへ
（絵画）を
ざ
ま
（
あ
ち
こ
ち
に
）
引
し
ぼ
り
た
る
窓
の
様
を
え
が
き
（１） 
新渡筆者ヒッスル
在留筆者ヒッスル
百Ｍ
ハウエル
新渡魂ディキ
在留筆者スミット
壱番船小役デロイトル
ニ
役
同
人
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ま
ち
お
り
「ダアモン」ハ娘の返事いかにそと待居たれともか、る性急の者なれは‐しばしもまたで（少しも待たないで）自ら娘か部屋にゆく障る
は
ら
た
お
り
こ
と
あ
り
け
る
に
や
す
ご
す
ご
す
ご
と
（
失
望
し
て
、
元
気
な
く
）
立
ち
も
ど
ｎ
ソ
ひ
と
り
つ
ぶ
や
き
腹
立
て
て
居
た
り
け
る
ひ
ら
き
ど
（３） 
かくて開一戸おしあけ娘「ユリヤ」立出るを見るより（見るとすぐ）「ダアモン」打よろこび何がな事よせ（何かにかこつけて）「ユリヤ」
と
に
か
く
か側に立ならひ忍ぶ心（秘たる恋）をうちつけに（だしぬけに）い、知らすれとも兎角に娘はいらへ（返事）もせざり－しかつくづく恩ひ廻ら
こ
の
こ
の
ち
つ
と
め
お
り
た
し
ん
そ
く
こ
の
た
び
シ
つ
っ
た
ご
と
と
り
せ
ハ
此
の
「
ダ
ア
モ
ン
」
こ
そ
此
地
に
ハ
重
き
役
目
を
勤
居
る
親
族
ｊ
Ｕ
あ
る
な
れ
は
我
が
父
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
か
此
度
の
訴
へ
事
の
執
な
し
を
た
の
ま
（
う
ち
む
か
こ
の
ほ
ど
う
っ
た
え
ご
と
あ
さ
や
と
思
ひ
か
へ
ｉ
し
い
な
に
ハ
あ
ら
ぬ
お
も
、
ち
（
意
外
な
顔
付
）
に
て
「
ダ
ア
モ
ン
」
に
打
向
ひ
此
程
（
こ
の
ご
ろ
）
我
父
お
ほ
や
け
に
訴
事
あ
り
て
朝
也：
と
り
つ
る
ぎ
いで
性急者「ダアモン」の従者「ラフレウル」は手におのが帽子をぬき取かた手には、王人「ダアモン」の剣を持て左の方よりたち出るひ
お
い
で
き
も
ち
と
り
こ
し
らき戸あらノく、しく押しあけて性急者「ダアモン」出来り従者か持たる剣を取て腰におび「コーヒー」鰄加丞阯くをとり来れ（持ってまい
あ
と
こ
の
い
え
む
す
め
し
あ
ん
れ）と一一一一口付けハ従者ハ奥のかた（方）に入る跡ハ「ダアモン」ただひとｎ７此家の娘「ユリヤ」をばいかに３Ｄして手に入れんと思案に
お
り
の
ま
と
り
こ
と
ほ
か
れ
い
い
か
くれて居たる折しｊＵ従者が持出たる「コーヒー」を飲んとて取あぐるに殊の外あつかりしに例の性急たちまち怒り「コーヒー」茶わん
う
ち
く
だ
お
そ
ば
か
り
を
打
砕
き
何
事
に
も
心
き
か
さ
る
ｊ
Ｕ
の
か
な
と
の
、
し
る
に
て
従
者
の
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
は
ひ
た
も
の
（
む
や
み
と
）
恐
れ
お
の
、
き
て
あ
ハ
て
ふ
た
め
く
斗
い
か
り
な
ん
じ
「ダアモン」は怒を－」づめ汝「ユリヤ」
と
言
付
ら
れ
て
従
者
は
「
ユ
リ
ヤ
」
か
部
屋まちお町
「ダアモン」ハ娘の返事いかにそＬ」待昆
い
え
お
も
む
き
か家の趣なｎ７
こ
こ
か
ね
のせたる机をすえたりすべて此所は銀か－し「ポルカンプ」
た
だ
し
た
だ
但幕は上に引きしぼるやうになせ、ソ且鈴
ま
く
の
あ
け
お
ろ
し
を
し
ら
す
こ
、
（
わ
が
国
）
ひ
し
よ
し
ぎ
おな
拍子木凱、てしらするに同し
か
部
屋
へ
行
く
いつ
か部屋に行て
た
だ
且鈴土こふ、ソて
ぎ
Ｕ
よ
う
か
国
）
の
戯
場
に
てさわ
た
い
め
ん
障
る
こ
と
（
矢
ご
し
さ
わ
り
）
な
き
な
ら
は
対
面
せ
ん
い
ざ
と
く
（
さ
あ
、
よ
く
）
尋
ね
来
る
へ
し
1０６（43） 
退
屈
な
か
ら
聞
居
た
る
を
主
心
に
思
ふ
や
う
お
も
む
き
お
く
ま
と
り
趣
を
も
見
せ
ん
と
て
奥
の
間
に
取
に
入
る
ひ
き
か
わ
し
ゆ
う
お
き
な
いで
そ
こ
も
と
こ
の
ほ
ど
引
替
り
て
、
王
（
、
王
人
）
の
翁
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
出
来
れ
ハ
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
よ
る
こ
（
し
き
あ
り
さ
ま
に
て
主
に
む
か
ひ
其
許
（
貴
殿
）
に
ハ
此
程
訴
事
あ
わ
れ
ら
こ
こ
ろ
や
す
し
ま
つ
り
て
こ
、
ろ
を
い
た
め
給
へ
る
よ
－
」
我
等
よ
き
に
と
り
な
し
ま
い
ら
せ
ん
心
易
く
あ
れ
か
し
と
打
よ
る
こ
ひ
事
の
始
末
を
く
た
く
だ
し
く
老
の
く
り
ご
と
ま
じ
え
な
が
も
の
とり（くどくどいう一一一戸葉）交て物語るに「ダアモン」は例の性急なるさが（性格）なれば永物かたりに気をいらちたえかねたるざまなり
だ
い
Ｕ
も
し
え
ん
だ
ん
さ
ま
た
げ
な
ひ
ご
ろ
宍ごれともこ、ぞ大事のきわ（さかい目）若も「ボルカムプ」か心にざハる事あらはわか縁談の妨にも成りなんと日頃の気質をとり直し
た
い
く
つ
き
き
お
り
さ
て
ざ
て
た
ん
き
て
い
な
お
退
屈
な
か
ら
聞
居
た
る
を
主
心
に
思
ふ
や
う
抓
々
（
と
こ
ろ
で
）
短
気
の
生
れ
つ
き
と
お
も
へ
と
も
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
宍
ご
あ
ら
ぬ
体
に
て
も
の
か
た
り
尚
訴
状
の
ゆ
う
た
ま
こ
の
こ
と
た
け
た
ま
そ
の
う
え
と
り
つ
く
ろ
お
お
せ
夕
心
を
い
た
め
給
へ
フ
Ｃ
に
よ
り
此
事
よ
丈
に
（
と
く
に
）
と
り
な
し
給
ハ
、
其
上
に
て
ハ
い
か
に
も
て
父
か
手
前
を
取
繕
ひ
仰
に
し
た
か
ひ
ま
い
ら
す
へ
い
い
つ
「ダアモン」はしば－」も（ちょっとの間）待たす従者「ラフレウル」をよび出しとくとく（すぐに）主をむかへ来たれと一一一一口付けるにて
よ
び
い
ま
ひ
と
り
め
し
つ
か
え
「ラフレウル」ハ主か部屋に呼に行く「ダアモン」は心せくま、今やりたる「ラフレウル」か来るを待かね今壱人の召仕「フロンティン」
え
をも呼出し気をいらちて（いらいらして）の一一一一口付ゆへ一一一一口葉を聞とめ得ざりしにやふた、ひミたひ問かへせハ短気の「ダアモン」いよい
悟ぐようお一やく
お
よいらちたまりかね「フロンティン」を宍（｝んざん打郷してそ追ひやりぬ
ひ
ご
ろ
し
り
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
ひ
と
り
腹
立
て
わ
か
恋
人
も
し
も
べ
等
も
日
頃
の
気
質
ハ
知
な
か
ら
か
、
る
ふ
る
ま
ひ
な
す
も
の
か
な
と
そ
一
」
ら
こ
、
ら
を
ふ
ミ
あ
う
れ
こ
の
マ
マ
こ
こ
ろ
ま
ま
「ダアモン」は嬉しさいはんかたなく（いいようがない）此ひとわたりの事（この事を一応）取なす上は娘「ユリヤは」心の儘すぐ兵ごま
と
》」の）」と
此
事
は
か
ら
ん
と
事
の
始
末
（
し
だ
い
）
ｊ
Ｕ
聞
と
め
す
か
る
が
る
し
く
（
気
楽
に
）
立
出
る
を
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
引
と
ど
め
兎
に
も
か
く
に
も
此
事
を
ひ
と
と
り
な
し
た
ま
ま
つ
父
に
も
し
ら
せ
し
上
訴
事
の
も
と
す
え
を
つ
ば
ら
に
（
始
め
と
終
、
ソ
を
く
わ
し
く
）
問
ハ
せ
給
ひ
て
よ
り
と
き
に
取
成
給
ひ
ね
と
奥
の
か
た
に
て
入
に
け
し
と
い
ふ
に
そ
ら
す
得
さ
せ
ん
と
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
か
も
と
に
い
そ
き
行
く
ゆ
く
従者の「ラフレウル」立出てあたりうるノー～見まハせとも、王人の行えしれざれハ
る
す
べ
て
あ
い
だ
都
而
鳴
物
（
楽
器
の
総
称
）
を
用
ひ
す
幕
の
お
り
た
う
Ｃ
間
ハ
こ
き
ゆ
う
た
い
こ
ふ
え
そ
の
胡
弓
太
鼓
笛
等
に
て
は
や
－
し
立
て
其
１
し
ら
ヘ
ハ
た
ず
ね
つぶやきノノー、ｌそここ、と尋にこそハ出にける
し
ら
べ
「。／ルゴル」の調に似たり
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かくて「ダアモン」ハ「ユリヤ」岸
と
り
あ
へ
す
つ
も
る
思
ひ
の
わ
り
（
言
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
に
あ
た
へ
ん
と
た
の
み
と
み
す
み
ア
モ
ン
」
の
顔
の
ざ
ま
兎
見
シ
角
ミ
ツ
く
っ
し
ず
屈
お
こ
り
立
た
り
居
た
り
静
ま
ら
す
と
か
れ
かくて娘「ユリヤ」は父に向ひ「ダアモン」の事をとりな宍どん（よいようにあしらう）と兎やかくいへとも「ボルカムプ」は彼か性急な
た
に
く
い
か
し
た
が
た
だ
お
し
え
る気質にて物事に堪へかたきを悪ミ娘か一一一一口葉も聞いれすたとへ如何なる事ありとも「ダアモン」か一一一一口葉に従ふことなく只我か教をよく
か
え
す
が
え
す
お
く
ほ
う
あ
と
よ
く
ま
も
り
居
る
へ
‐
」
と
返
々
も
（
念
に
は
念
を
入
れ
て
）
い
、
ふ
く
め
奥
の
方
に
立
入
る
跡
「
ダ
ア
モ
ン
」
か
従
者
「
一
フ
フ
レ
ウ
ル
」
ハ
「
ユ
リ
ヤ
」
か
前
に
い
で
き
た
み
ざ
し
さ
わ
た
ず
出
来
り
主
人
「
ダ
ア
モ
ン
」
そ
の
御
も
と
に
対
面
－
し
申
へ
き
事
の
候
よ
し
障
り
な
き
や
と
尋
ぬ
る
そ
これ
い
そ
の
う
え
す
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
是
を
聞
き
ま
つ
何
す
れ
わ
が
父
の
心
を
な
た
め
し
（
な
だ
め
る
）
其
上
に
て
対
面
い
た
し
候
ハ
ん
と
い
ひ
捨
て
奥
を
宍
こ
し
て
入
る
みずか
いで
た
ず
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
従
者
の
返
事
を
待
か
ね
て
自
ら
こ
、
に
出
来
り
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
に
打
向
ひ
「
ユ
リ
ヤ
」
は
何
と
あ
り
－
し
そ
と
尋
ぬ
れ
は
従
者
の
い
ふ
や
う
おおせ
と
に
か
く
仰
の
通
り
も
ふ
せ
し
か
と
兎
角
の
返
事
３
Ｄ
な
か
ば
に
て
奥
に
い
ら
せ
給
ひ
し
な
り
と
答
ふ
る
に
そ
こ
こ
ろ
ず
け
わ
が
の
ぞ
か
な
か
れ
た
の
み
ね
が
い
す
じ
す
み
や
か
す
ま
ち
か
み
ち
ざ
い
わ
お
じ
な
に
ぽ
う
こ
の
し
よ
う
「
ダ
ア
モ
ン
」
き
っ
と
心
付
我
望
ミ
を
叶
へ
ん
に
ハ
い
よ
い
よ
彼
か
頓
た
う
Ｃ
願
の
筋
を
速
に
済
せ
ん
こ
そ
近
道
な
れ
幸
ひ
我
か
伯
父
何
某
は
此
訟
（
争
訟
）
さ
い
だ
ん
つ
と
こ
の
こ
と
つ
か
た
の
み
こ
の
た
び
ね
が
い
ご
と
の
裁
断
の
役
目
を
勤
む
る
も
の
な
れ
ハ
此
事
た
の
ミ
遣
ハ
さ
ん
と
て
し
た
し
む
る
（
書
い
た
）
其
文
に
、
王
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
よ
り
の
頼
に
よ
り
此
度
の
願
事
よ
き
か
つ
す
ぐ
か
ね
且
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
か
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
事
ハ
か
た
ち
も
勝
れ
い
と
か
し
こ
き
も
の
な
る
ゆ
へ
兼
て
縁
談
の
事
を
の
そ
め
と
も
彼
か
父
ゆ
る
宍
Ｃ
、
る
ゆ
へ
せ
ん
す
すご
さ
い
わ
こ
の
た
び
す
み
や
か
と
り
た
ま
か
な
へ
（
な
す
べ
き
方
法
）
な
く
過
つ
る
に
幸
ひ
此
度
の
事
速
に
取
す
ま
し
給
ハ
、
我
か
望
ミ
も
叶
ふ
へ
し
な
と
あ
ら
ま
し
に
（
お
よ
そ
）
心
せ
く
ま
②
は
し
ｎ
７
書
や
いそかわしく（せわしそうに）かひ１」た、め従者「一フフレウル」に持たせ遣る
な
お
す
か
か
り
「
ダ
ア
モ
ン
」
猶
も
心
の
お
ち
つ
き
や
ら
す
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
を
も
よ
び
む
か
へ
主
の
訟
事
済
む
や
う
に
は
や
ば
や
は
か
ら
ひ
給
れ
か
－
し
い
く
ら
の
費
（費用）あるとてもそれかし（わたくし）まかなひ（やりくり）もふすへしといふにそ「ノターリス」はうけがひて（承諾して）立帰る
あ
お
も
ほ
ど
ま
ち
お
り
か
く
て
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
「
ユ
リ
ヤ
」
に
逢
ふ
て
思
ふ
程
を
か
た
ら
ん
と
待
居
た
る
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
は
‐
し
っ
し
づ
と
奥
の
方
よ
り
立
で
る
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
あ
う
れ
と
り
ま
じ
え
か
た
い
で
え
と
り
あ
へ
す
つ
も
る
思
ひ
の
わ
り
（
一
一
一
口
い
わ
け
）
な
き
も
逢
ふ
嬉
し
き
も
取
交
て
談
り
出
ん
と
す
る
折
し
も
「
ダ
ア
モ
ン
」
よ
り
お
の
か
姿
を
画
か
、
せ
て
え
ぐ
お
わ
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
に
あ
た
へ
ん
と
た
の
み
お
き
た
る
画
工
な
に
か
し
絵
の
具
く
宍
ご
く
さ
（
い
ろ
い
ろ
）
持
来
り
あ
い
さ
つ
終
り
画
工
は
姿
を
え
か
、
ん
と
「
ダ
と
み
す
み
み
え
に
が
お
い
き
う
つ
す
き
い
つ
ち
た
い
γ
モ
ン
」
の
顔
の
宍
ご
ま
兎
見
シ
角
ミ
ツ
｜
筆
つ
、
か
い
て
は
見
あ
け
見
あ
け
て
ハ
画
か
く
似
顔
の
生
写
し
隙
ど
る
内
を
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
性
急
短
気
に
退
は
か
た
ま
に斗Ｐｂひ給ハるへし
104（45） 
や
そ
の
ふ
み
す
が
た
か
き
あ
や
ま
り
か
き
こ
は
（
こ
れ
は
）
「
ダ
ア
モ
ン
」
か
‐
し
た
、
め
て
伯
父
へ
遣
り
た
る
其
文
に
「
ユ
リ
ヤ
」
か
姿
す
ぐ
れ
し
と
書
へ
き
を
心
い
ら
ち
に
誤
て
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
と
書
か
ん
ぷ
た
づ
さ
だ
こ
れ
た
る
に
そ
か
、
る
返
事
を
し
た
、
め
た
り
折
し
も
書
記
役
の
「
ノ
々
／
１
リ
ス
」
官
符
よ
り
の
書
付
を
携
へ
来
り
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
に
ざ
し
出
せ
ハ
、
王
は
是
を
ひ
ら
か
ち
き見るに「ガーフヒン」（肌）を相手としたる訟事此家の、王「ポルカムプ」勝たりとそしるしたり
お
お
い
す
み
や
す
み
と
し
さ
い
い
い
き
か
「ボルカムプ」は大によるこひいかにしてかく速に済たるそと問ふ書記役「ノターリス」子細をさらに一一一口聞セす、王かいよいよいぶかる
わ
き
よ
り
わ
れ
な
ん
じ
こ
の
こ
う
じ
か
ち
も
の
な
り
ぱ
か
り
に
ぞ
側
占
「
ダ
ア
モ
ン
」
ハ
こ
ら
へ
か
ね
我
こ
そ
汝
を
此
公
事
に
勝
を
と
ら
せ
し
者
也
と
い
ふ
に
、
王
は
打
お
と
う
っ
き
な
か
ば
ハ
う
た
か
ふ
斗
な
り
未Ｔｍ祠
「ダアモン」は取あへす「ユリヤ」か［ⅡⅡ］をい、出れとも主「ボルカムプ」はとかく娘か縁談をゆるすけしき（そぶり）ハ見へさりけ
か
ち
ひ
と
へ
ぼ
か
え
ん
だ
ん
こ
と
る
「
ユ
リ
ヤ
」
は
父
に
打
む
か
ひ
｜
か
た
な
ら
ぬ
（
並
々
で
な
い
）
訟
事
な
る
を
た
や
す
く
勝
と
な
り
た
り
１
レ
ハ
偏
に
「
ダ
ア
モ
ン
」
の
斗
ひ
ゆ
へ
縁
談
の
事
い
な
ミ
（
こ
と
わ
る
）
給
ハ
、
こ
と
ハ
リ
（
道
理
）
に
も
そ
む
く
へ
し
と
道
理
を
せ
め
て
ひ
た
す
ら
に
父
か
心
を
な
だ
む
る
（
穏
や
か
）
に
そ
り
ふ
さ
い
わ
こ
の
ぱ
い
あ
わ
け
い
や
く
な
が
父
「
ポ
ル
カ
ム
プ
」
ｊ
Ｕ
理
に
伏
し
幸
ひ
此
場
に
居
合
す
る
書
記
役
「
ノ
タ
ー
リ
ス
」
に
打
向
ひ
て
娘
「
ユ
リ
ヤ
」
と
「
ダ
ア
モ
ン
」
と
夫
婦
の
契
約
す
え
永
く
そ
う
い
か
き
つ
け
め
で
た
く
も
る
ど
も
い
り
相
違
な
き
と
の
書
付
を
目
出
度
か
、
せ
一
同
に
よ
る
こ
ひ
い
ぎ
み
諾
共
に
（
そ
ろ
っ
て
）
奥
を
安
ど
し
て
そ
入
に
け
る
形
（
顔
立
ち
）
も
勝
れ
か
し
こ
き
よ
し
我
に
お
い
て
も
か
が
み
う
ち
む
か
か
た
ハ
ら
に
か
け
し
鑑
に
打
向
ひ
姿
を
見
つ
と
い
ぶ
か
り
ぬ
乳
汁
売
娘
ペ
ル
レ
ッ
テ
リ
ッ
ド
ル
官
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
士卒 鮒鋼弐人猟師乳汁売娘
新
渡
筆
者
猟
師
ギ
リ
ョ
ッ
ト
に
ヒ
ツ
ス
ル
在
留
筆
者
同
コ
ラ
ス
に
ヒ
ツ
ス
ル
こ
れ
お
お
よ
る
こ
画
工
は
や
ふ
や
く
か
き
終
る
折
し
も
従
者
の
「
ラ
フ
レ
ウ
ル
」
さ
き
の
返
事
を
持
帰
り
、
王
人
の
前
に
さ
し
出
す
「
ダ
ア
モ
ン
」
は
是
を
見
て
大
ひ
に
悦
ひ
「
ポ
お
き
な
お
い
め
か
が
ね
ほ
そ
じ
し
よ
め
ん
そ
の
う
ち
ル
カ
ム
プ
」
を
呼
出
し
て
伯
父
よ
り
来
る
返
事
を
見
す
れ
は
主
の
翁
ハ
老
の
目
の
ロ
ロ
鏡
を
か
け
て
も
よ
め
か
ね
る
細
字
の
書
面
の
其
内
に
「
ボ
ル
カ
ム
プ
」
は
す
ぐ
わ
れ
よ
る
こ
わ
が
お
い
か
た
ち
す
ぐ
形
（
顔
立
ち
）
も
勝
れ
か
ｒ
し
こ
き
よ
し
我
に
お
い
て
も
悦
へ
る
な
と
書
た
る
に
て
大
に
お
と
る
き
か
、
る
我
老
の
形
の
勝
れ
し
と
ハ
い
か
な
る
こ
と
そ
と
に一」〃且ｖ－」
新
渡
筆
者
二役ヒツス串
在留筆者ハウエル
同
ス
ミー
ツ
ト
ヒ
ツ
ス
ル
(46）１０３ 
文政三年のオランダ芝居
の
や
ま
れは野山をかけめくる狩人の国司なれ
折しも乳汁売娘「ペルレッテ」
ぬ
此
娘
コ
ル
レ
ッ
テ
」
は
も
と
わり）いざなわれて（誘われて）
こ
の
お
ん
な
に此女せんすへ（なすべき方法）
そ
の
其
あ
た
り
の
農
家
に
立
寄
り
事
の
り
今
は
乳
汁
売
女
と
な
り
け
る
な
り
り
ょ
う
じ
ん
こ
の
う
か
猟
人
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
此
乳
汁
売
娘
の
顔
た
ち
の
あ
て
や
か
な
る
（
う
つ
く
し
い
こ
と
）
に
こ
、
ブ
つ
う
こ
き
迎
へ
と
り
て
妻
に
せ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
に
い
ひ
な
せ
ん
と
も
（
言
い
立
て
る
）
乳
汁
売
娘
は
ざ
ら
に
か
け
か
ふ
（
口
の
端
に
か
け
る
こ
と
）
色
な
く
そ
の
も
と
ハ
（
あ
な
た
は
）
ま
つ
し
き
も
の
我
身
ハ
遥
か
と
め
そ
こ
に
吉
邑
る
も
の
な
れ
は
其
も
と
、
い
も
せ
の
か
た
ら
ひ
（
夫
婦
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
）
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
な
り
と
い
ひ
は
な
て
ば
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
い
ふ
よ
う
わ
か
ざ
の
や
ま
あ
か
つ
き
こ
ろ
舞
台
の
飾
り
は
野
山
の
け
ｌ
し
き
に
て
暁
の
頃
な
り
こ
の
し
ゆ
じ
ん
く
ま
り
ょ
う
え
あ
か
つ
き
たちいづ
此のわたり（あたり）に住む「ギリョット」「コーフス」とて（という名の）弐人の狩人熊を猟得んとて暁かけて立出る（立ち去る）かな
ろ
う
た
ち
さ
け
と
り
だ
た
が
い
た
こ
な
た
は
せ
め
ぐ
り
（
追
い
つ
め
る
）
此
所
に
て
し
ハ
し
労
を
や
す
め
ん
と
木
の
ｊ
Ｕ
と
に
立
よ
り
腰
に
つ
け
た
る
酒
取
出
し
て
互
に
た
ハ
ふ
れ
つ
、
（
ふ
ざ
な
お
こ
の
や
ま
ふ
か
け
も
の
あ
と
けながら）くミかハし壱人の猟師「コラス」は猶此山深くわけ入て獣をかりおさんとて「ギリョット」・を跡に残して行く
折
し
も
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
と
い
ふ
も
の
な
り
〈
ひ
（
生
計
を
立
て
る
仕
事
）
の
た
め
朝
ま
だ
き
（
明
け
方
は
や
く
）
よ
り
立
出
て
此
所
に
来
り
か
、
り
か
ん
じ
ん
お
な
か
ん
ぬ此娘「ペルレッテ」はもと「リッドル」といふ官人（官吏）の娘なりしか同し官の「々／ンケレート」といふ者とひそかにかたらひ（交
い
で
こ
の
お
ん
な
す
わ
り
）
い
ざ
な
わ
れ
て
（
誘
わ
れ
て
）
家
を
出
し
か
「
タ
ン
ケ
レ
ー
Ｌ
‐
」
は
い
か
に
思
ひ
け
ん
（
ど
う
い
う
わ
け
か
）
此
女
を
捨
て
お
の
れ
の
ミ
家
に
帰
り
し
程
お
ん
み
い
や
た
が
い
ほ
ど
御
身
ｊ
Ｕ
か
、
る
乳
汁
売
の
賎
し
き
な
り
ハ
ひ
互
の
程
を
た
く
ら
ぶ
る
（
お
互
い
身
分
を
比
較
す
る
）
何
ほ
と
の
け
ぢ
め
（
ち
が
い
）
や
あ
る
へ
き
ざ
る
を
と
め
な
り
（
そ
う
い
う
）
御
身
ハ
我
よ
り
も
は
う
Ｃ
か
に
富
る
も
の
也
と
い
は
る
、
こ
そ
い
ぶ
か
し
け
れ
た
か
ら
た
ず
さ
そもいかなる（いったいどのような）宝をかもたるにてかく一一一一口へるものそと問ふ娘「ペルレッテ」は携へたる乳汁壷をさし出しわ
同同同ペル
レ
ッ
テ
が
父か
ざ
舞｛ロの飾りは
新渡小役デイキ
に事のもとづばらに
な
く 同
デ
ウ
ィ
ル
デ
在
留
小
役
壱
番
船
小
役
シ
イ
モ
ン
ス
ミー
ツ
ト
お
も
（
わ
け
を
く
わ
し
く
）
か
た
り
歎
き
し
か
は
農
家
に
１
℃
い
と
あ
は
れ
に
思
ひ
て
い」え
おのか家にや－しなひと
1０２（47） 
取
り
た
る
也
け
り
こ
だ
ち
こ
の
お
「ギリョット」ハ木立の上よ、ソ此一
を
か
き
起
し
て
（
抱
き
お
こ
す
）
い
た
は
り
ぬ
…
篭
。
。
…
た
だ
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
只
ひ
と
り
乳
汁
売
娘
か
つ
れ
ｊた
え
入
た
る
猟
人
の
「
コ
ラ
ス
」
は
熊
に
迫
は
れ
い
き
も
絶
ア
ハ
た
ぎ
し
く
か
た
へ
（
片
方
）
の
木
立
に
よ
ぢ
の
ぼ
る
ど
る
せん
お
い
つ
き
「
コ
ラ
ス
」
ハ
の
か
る
、
に
い
と
ま
な
く
（
逃
る
間
凱
Ｕ
な
く
）
詮
す
べ
（
な
す
べ
き
方
法
）
な
き
に
伏
ま
る
ベ
ハ
熊
は
追
付
か
き
廻
る
に
う
ち
た
ま
し
い
み
そ
はや熊に打くハる、にやと（早くも食べられてしまう）魂も身に添ハすやよ助けてと声のかぎり泣宍ごけぶ熊は何とか思けん
こ
の
り
ょ
う
じ
ん
ら
ひ
さ
つい
此
猟
人
等
ハ
ニ
ぐ
き
に
熊
の
皮
を
百
ギ
ユ
ル
テ
ン
に
醤
き
た
る
事
ハ
あ
れ
と
も
熊
を
打
と
め
得
つ
る
事
は
終
に
な
か
り
し
も
の
な
る
に
と
か
、
る
お
く
れ
を
一灘騨溌■ロロ■■ｗ■別口蝋一川蝉売艘と鯏畑雑綱別》だ彌譲し騨移ｕひ汕川
こ
と
ば
■一口溌鱗籔驚箪口徽鑿■ひ（しごと）におこたれりと跡をも見すして立去りぬ
あ
と
い
か
り
だ
乳
汁
売
娘
か
つ
れ
も
な
き
一
一
一
百
葉
を
か
こ
つ
心
に
よ
そ
へ
歌
を
う
た
ふ
て
居
る
折
し
も
さ
き
に
獣
を
狩
出
さ
ん
と
山
深
く
わ
け
た
え
お
お
い
お
ど
る
み
Ｌ
迫
は
れ
い
き
も
絶
る
は
か
り
は
せ
帰
る
を
見
る
よ
り
（
見
る
と
す
ぐ
）
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
大
に
驚
き
身
を
の
が
れ
ん
と
こ
の
あ
り
さ
ま
此有様、左△ミて ’ おそ
お
り
恐
れ
お
の
、
き
居
た
、
ソ
し
か
や
う
や
う
に
（
や
っ
と
）
下
り
た
ち
て
「
コ
ラ
ス
」
か
心
地
う
し
な
ひ
た
る
原慶賀筆「阿蘭陀芝居巻」の詞書。
こ
の
う
た
う
た
お
わ
か
宝
と
ハ
此
つ
ほ
な
り
と
て
声
は
、
ソ
あ
け
て
歌
を
唄
ふ
う
た
ひ
終
り
て
う
り
そ
の
あ
た
い
け
い
ら
ん
こ
れ
い
ふ
や
う
ハ
こ
の
中
な
る
乳
汁
を
売
其
価
を
ｊ
じ
て
鶏
卵
を
貢
と
り
是
を
そ
の
と
り
う
ま
や
し
な
か
や
矢
ご
せ
其
鶏
に
卵
を
生
せ
か
く
し
つ
、
と
養
ひ
た
つ
れ
ハ
い
く
ほ
と
も
な
く
と
り
多
く
の
鶏
と
な
る
こ
れ
ひ
つ
じ
ま
た
是
を
ｊ
Ｕ
羊
に
か
へ
又
そ
の
ご
と
く
す
る
と
き
ハ
あ
ま
た
の
こ
か
ね
（
黄
金
）
う
こ
の
っ
ぽ
を
得
る
な
ら
す
や
か
、
る
事
よ
り
（
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
）
此
一
重
を
宝
と
ハ
い
へ
る
な
り
と
も
の
か
た
れ
ハ
猟
人
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
も
い
な
ノ
く
～
（
い
わ
れ
や
い
や
）
御
身
は
か
り
か
は
我
も
ま
た
熊
の
皮
も
て
五
十
ギ
ュ
ル
テ
ン
の
価
を
な
お
と
「コラス」は
ま
ま
た
ち
その儘に立ｊＤ
(48）１０１ 
文政三年のオランダ芝居
ざ
ま
う
た
ひ
つ
と
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
ハ
立
去
ら
ん
と
す
「
コ
ラ
ス
」
は
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
に
い
ふ
や
う
か
おり
で
あ
い
こ
か
げ
た
ち
折
し
も
あ
れ
か
な
た
よ
り
猟
人
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
テ
」
か
来
る
を
見
て
出
逢
も
う
る
宍
ご
し
と
や
（
と
い
う
の
か
）
か
た
ハ
ら
な
る
木
蔭
に
そ
立
か
く
れ
ぬ
「
ギ
た
ず
こ
だ
ち
そ
う
そ
ん
ま
わ
き
》」と
リ
ョ
ッ
テ
」
は
山
深
く
尋
ね
入
り
木
立
草
村
へ
た
て
な
く
は
せ
廻
り
け
る
ゆ
へ
着
た
る
き
ぬ
（
衣
服
）
も
引
き
や
れ
つ
（
み
す
ぼ
ら
し
く
な
る
）
殊
に
つ
か
た
ち
お
れ
た
る
お
も
、
ち
（
顔
つ
き
）
に
て
あ
へ
き
あ
へ
ぎ
立
も
と
り
猟
人
「
コ
ラ
ス
」
を
尋
れ
と
ｊ
Ｕ
居
ら
す
よ
べ
と
さ
け
べ
と
い
ら
へ
（
返
事
）
な
く
い
つ
ち
に
や
行
け
ん
（
ど
こ
へ
行
こ
う
か
）
と
あ
た
り
を
見
れ
は
「
コ
ラ
ス
」
か
か
ふ
り
も
の
（
帽
子
）
と
落
た
さ
て
る
を
見
て
籾
は
彼
ｊ
Ｕ
の
こ
そ
疑
ひ
も
な
く
熊
に
取
ら
れ
（
つ
か
ま
る
）
た
る
な
ら
ん
こ
ハ
い
か
に
（
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
）
か
く
伴
ひ
て
（
連
れ
立
っ
て
）
た
ち
家
を
出
つ
る
に
彼
の
ミ
熊
に
と
ら
れ
－
し
と
て
立
か
へ
ら
ん
も
お
も
て
な
し
わ
が
み
そぱ
の
ぎ
は
し
な
わ
くぴ
と
こ
ろ
た
ち
ま
ぐ
ず
や
す
お
り
我
身
も
と
ｊ
Ｕ
に
と
側
な
る
小
屋
の
軒
端
に
縄
を
か
け
縊
れ
死
な
ん
と
せ
し
虚
に
小
屋
は
忽
ち
く
ハ
ら
く
ハ
ら
と
打
崩
れ
休
ミ
居
た
る
猟
人
の
「
コ
ラ
ス
」
いで
た
が
い
お
お
こ
と
ば
かまろひ出たるにそ（ころがり出た）互に大におとるひて‐しはし一一一一口葉もなかりけり
こ
の
た
ち
い
で
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
此
あ
り
宍
ご
ま
を
見
る
よ
り
（
見
る
と
す
ぐ
）
立
出
て
猟
人
に
打
む
か
ひ
そ
の
も
と
た
ち
ハ
（
お
前
た
ち
は
）
熊
も
得
す
か
、
む
か
な
に
え
る
す
か
た
（
あ
り
宍
ご
ま
）
ハ
何
事
そ
と
問
ふ
に
「
ギ
リ
ョ
ッ
テ
」
ハ
娘
に
向
ひ
我
々
ハ
御
身
さ
き
よ
り
見
る
ご
と
く
何
ひ
と
つ
得
た
る
事
な
く
か
く
ま
て
こ
め
ん
ぼ
く
お
な
さ
ち
と
の
た
か
ひ
た
る
そ
面
目
な
き
事
な
れ
と
い
ふ
に
娘
の
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
ハ
我
と
て
も
同
－
」
幸
な
き
も
の
な
れ
（
で
あ
る
）
あ
や
ま
ち
て
彼
乳
汁
壺
を
く
だ
き
お
お
い
う
し
な
た
り
と
も
の
か
た
れ
〈
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
大
に
よ
る
こ
ひ
宍
こ
て
は
（
そ
れ
な
ら
）
御
身
も
宝
と
す
る
乳
汁
壷
を
失
ひ
た
れ
わ
れ
た
が
い
と
め
こ
の
う
え
つ
ま
我
も
熊
の
皮
を
も
得
た
る
に
よ
り
今
は
互
に
富
る
も
の
と
な
り
た
る
に
お
な
し
此
上
は
御
身
わ
か
妻
と
な
り
た
り
と
も
、
心
た
ら
ぬ
事
も
あ
る
ま
し
と
打
わ
う
ひ
く
や
そ
の
う
た
い
狩
人
の
「
コ
ー
フ
ス
」
は
熊
を
う
ち
と
め
得
ざ
る
を
ひ
た
す
ら
に
口
惜
し
く
思
ひ
て
其
歌
を
う
た
ふ
に
そ
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
も
娘
も
と
も
に
お
の
か
ざ
ま
り
ょ
う
け
ん
ゆ
く
たずね
か
く
て
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
猟
犬
の
行
え
し
れ
さ
れ
は
連
れ
来
ら
ん
と
尋
に
ゆ
く
「
コ
ー
フ
ス
」
は
や
う
や
う
（
だ
ん
だ
ん
と
）
人
、
心
地
に
な
り
あ
な
お
そ
ろ
お
き
いつ信一
し
の
事
に
ハ
あ
り
け
れ
い
二
（
」
心
を
し
つ
め
ん
と
て
（
し
ず
め
よ
う
と
）
か
た
へ
（
そ
ば
）
に
置
た
る
酒
う
ち
の
み
あ
た
り
の
小
屋
に
立
入
て
し
は
し
打
ふ
し
や
シつ←ｐ
す
ら
ひ
ぬ
（
休
息
す
る
）
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
い
か
な
る
事
に
や
あ
や
ま
ち
て
か
の
乳
汁
壷
を
打
く
た
き
し
ほ
し
ほ
と
（
し
ょ
ん
ぼ
り
と
）
立
も
と
．よ
り
世
わ
た
る
わ
ざ
（
方
法
）
と
た
の
ミ
た
る
乳
汁
壷
ハ
う
ち
く
た
け
今
は
何
と
も
せ
ん
す
べ
な
し
（
な
す
べ
き
方
法
）
と
な
げ
き
つ
』
二
（
」
も
（
ま
っ
た
く
）
あ
ハ
れ
な
る
声
を
あ
け
歌
を
う
た
ふ
か
の
「
ギ
リ
ョ
ッ
ト
」
は
御
身
か
乳
汁
壷
を
打
く
だ
き
た
る
を
あ
ざ
け
り
笑
ふ
に
御
身
ハ
そ
れ
を
心
に
も
と
100（49） 
末
Ｔ
ｍ
閃
い
か
み
ざ
ち
めすねもころに（熱心に）彼と［ⅢⅡ］ふは如何なる事にやといへは「ペルレッテ」ハわか身幸なきものなれは何事も心にとめし
た
だ
こ
の
こ
こ
た
ち
こ
こ
み
ゆ
く
す
え
あ
と
み
只
此
う
へ
は
そ
の
も
と
た
ち
（
お
前
さ
ん
た
ち
）
此
所
を
立
矢
こ
ら
れ
よ
我
は
麦
に
て
身
の
行
末
を
思
ひ
は
か
ら
ん
と
い
ふ
に
そ
猟
人
等
ハ
跡
見
か
へ
り
お
り
つ
、
別
れ
ゆ
く
乳
汁
売
娘
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
は
身
の
は
か
な
き
を
打
な
け
き
歌
を
う
た
ふ
て
居
た
り
し
か
か
の
「
タ
ン
ヶ
レ
ー
Ｌ
‐
」
と
て
互
に
心
を
通
ハ
せ
つ
お
も
い
き
ひ
と
る
恋
人
の
面
す
か
た
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
）
を
取
出
－
し
生
る
人
に
も
の
い
ふ
ご
と
く
い
か
に
つ
れ
な
き
ミ
こ
、
ろ
と
て
か
た
み
の
中
の
ち
き
り
（
思
い
出
の
中
で
の
約
え
だ
ぎ
み
い
ち
や
な
さ
け
わ
が
み
束
）
こ
そ
翼
を
な
ら
へ
枝
を
し
も
つ
ら
ね
ん
も
の
と
ち
か
ひ
つ
る
君
か
一
夜
の
情
よ
り
我
身
の
ほ
と
ｊ
Ｕ
か
へ
り
ミ
す
と
も
お
い
も
し
お
な
と
こ
ろ
う
も
す
い
え
家
を
の
か
れ
て
行
す
え
〈
友
に
老
も
し
若
－
し
死
な
ハ
同
し
所
に
理
れ
ん
と
思
ひ
し
と
も
た
の
め
（
た
の
み
の
つ
な
）
な
く
此
身
を
君
は
ふ
り
捨
て
家
に
た
ま
か
へ
り
給
へ
る
に
そ
せ
ん
す
べ
な
き
に
あ
宍
ご
ま
し
き
（
情
け
な
い
）
今
の
此
身
と
な
り
け
る
也
ち
ぐ
さ
つ
ゆ
つ
ゆ
ま
た
あ
う
お
り
い
き
な
ら
さ
り
と
も
（
そ
れ
に
し
て
も
）
君
か
ミ
こ
、
ろ
に
千
草
（
種
々
の
草
）
の
露
の
露
は
か
り
あ
は
れ
と
お
ほ
－
し
給
ハ
ら
は
又
逢
折
を
ま
つ
ね
の
岩
に
も
生
ふ
る
習
はぺ
ひ
を
ハ
思
ひ
あ
ハ
せ
て
お
し
か
ら
ぬ
命
を
な
か
ら
へ
侍
る
な
り
と
草
の
花
ひ
ら
か
き
あ
つ
め
ち
ら
Ｉ
し
か
け
つ
、
か
き
く
ど
き
（
く
ど
く
ど
い
う
）
心
も
き
え
て
涙
川
（
涙
の
川
）
身
も
う
ぐ
は
か
り
な
き
沈
む
あ
は
れ
な
り
け
る
あ
り
さ
ま
な
り
こ
の
だ
ん
は
じ
め
そ
の
ほ
か
そ
の
あ
わ
う
た
こ
の
つ
ぎ
こ
と
ば
た
麓
お
も
む
巳
此
段
ハ
始
よ
り
笛
太
鼓
其
外
の
鳴
物
あ
り
て
歌
を
も
其
し
ら
べ
に
合
せ
唄
ふ
な
り
此
次
の
段
は
な
り
も
の
あ
れ
と
一
一
一
口
葉
な
く
只
そ
の
手
わ
き
趣
に
て
し
ら
す
る
の
ミ
な
り
か
ん
わ
が
い
え
た
ち
い
で
く
い
い
か
く
て
「
リ
ッ
ド
ル
」
官
の
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
ハ
さ
い
つ
頃
（
矢
ど
き
頃
）
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
い
き
な
い
て
と
も
に
我
家
を
立
出
し
か
身
の
あ
や
ま
ち
を
悔
る
あ
ま
う
ち
す
あ
さ
ゆ
う
たずねだ
余
り
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
打
捨
て
立
帰
り
つ
れ
ど
３
Ｄ
朝
夕
心
お
た
や
か
な
ら
す
か
く
て
在
る
へ
き
事
な
ら
ね
は
い
か
に
も
し
て
尋
出
し
も
と
の
ご
と
く
夫
し
た
が
な
ん
じ
し
た
こ
こ
は
た
た
て
た
い
こ
う
ち
婦
に
ｊ
Ｕ
な
り
な
ん
と
て
あ
ま
た
の
士
卒
を
随
へ
て
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
汝
か
幕
ふ
も
の
麦
に
あ
り
と
書
き
し
る
し
た
る
旗
を
建
か
ね
太
鼓
打
な
ら
し
こ
、
か
こ
こ
き
と
り
あ
げ
し
こ
た
つ
ね
宍
ご
ま
よ
ひ
此
所
に
来
り
け
る
か
千
草
の
花
の
う
ち
と
り
た
る
に
心
を
と
め
て
見
る
う
ち
に
何
か
も
の
と
落
て
あ
り
け
る
を
取
上
る
に
は
か
ら
す
す
ぎ
こ
ろ
え
す
が
た
こ
の
た
ず
ね
わ
き
く
さ
ふ
も
過
－
し
頃
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
に
あ
た
へ
た
る
お
の
か
絵
姿
（
ロ
ケ
ッ
ト
）
な
れ
は
此
わ
た
り
（
こ
の
あ
た
り
）
こ
そ
と
て
尋
る
に
側
な
る
草
む
ら
に
伏
し
つ
ミ
た
る
女
あ
り
う
ち
お
ど
る
あ
ま
う
れ
む
す
め
つ
ら
つ
ら
（
念
を
入
れ
て
）
見
る
に
ま
か
ふ
か
た
な
き
（
た
し
か
に
）
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
な
り
け
れ
ハ
「
タ
ン
ヶ
レ
ー
ト
」
ハ
打
驚
き
余
り
の
嬉
し
全
ご
娘
を
は
お
こ
た
が
い
か
お
み
あ
わ
せ
た
だ
ぼ
う
ぜ
ん
た
ち
た
す
け
起
只
ど
ん
す
べ
も
な
く
士
卒
も
互
に
顔
見
合
只
忙
然
と
立
た
り
け
る
お
り
い
や
お
こ
か
、
る
折
し
も
賎
し
か
ら
ぬ
老
人
か
狩
人
「
コ
ー
フ
ス
」
を
引
連
れ
来
り
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
を
見
る
よ
り
も
は
し
り
寄
て
起
さ
ん
と
せ
し
を
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ー
ｒ
」
て
だ
の
士
卒
と
も
か
け
隔
て
（
間
に
わ
け
入
っ
て
）
打
て
か
、
る
に
「
々
／
ン
ケ
レ
ー
ト
」
も
老
人
を
目
か
け
つ
か
ん
と
せ
し
か
よ
く
よ
く
見
れ
ハ
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
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ねが
前
に
お
づ
お
づ
出
と
ｊ
Ｕ
に
ゆ
る
し
を
願
ひ
け
る
そ
ば
ざ
い
ぜ
ん
おおい
側なる猟人「コラス」最前（先ほど）士卒のためにからき目見たるを大にいかる「タンケレート」ハ猟人のいか、ソをなため
つ
る
ぎ
か
ん
も
る
ど
も
こ
い
ら
（
頭
部
）
に
か
け
き
せ
剣
を
あ
た
へ
て
「
ヘ
ル
ト
ヘ
ー
ル
」
の
官
を
き
づ
け
諸
共
に
娘
か
父
に
ゆ
る
－
し
を
乞
け
る
に
よ
り
父
「
リ
ッ
ト
ル
」
も
こ
い
「ペルレッテ」ハやうノー、１（やっと）士卒にかき起きれ夢かうつ、かわきまへす「タンケレート」をミるよりも恋しうらめし
な
ん
の
こ
と
ば
だ
な
み
だ
もる思ひに心もミたれ何一一一一口出さん一一一一口葉もなくまたも涙にふししつむ「タンケレート」ハ「ペルレッテ」か父の前にひざまづき
む
す
め
よ
う
や
く
か
お
や
」
》
」
は
じ
め
う
れ
まぜ
あ
や
ま
ち
を
さ
ま
ざ
ま
に
わ
び
け
る
に
娘
は
漸
顔
を
あ
け
と
ミ
れ
は
父
か
此
所
に
来
り
た
る
を
始
て
し
り
嬉
し
さ
か
な
し
さ
と
、
ノ
交
て
ち
、
ら
（
頭
部
）
に
か
け
さ
せ
劔
を
あ
た
へ
て
「
ヘ
ル
ト
ヘ
ー
ル
」
の
官
圭
じ
よ
ふ
の
罪
を
な
だ
め
（
許
す
）
女
婦
の
か
た
ら
ひ
（
婚
姻
）
を
ゆ
る
し
け
る
こ
の
く
に
い
わ
い
ご
と
と
き
は
な
わ
か
れ
て
此
国
に
て
ハ
祝
事
あ
る
時
ハ
花
の
環
を
か
し
ら
（
頭
）
ばんせい
こ
と
ほ
つ
「
タ
ン
ケ
レ
ー
ト
」
と
「
ペ
ル
レ
ッ
テ
」
か
万
世
ま
て
を
寿
く
（
た
が
い
お
ど
る
ぽ
か
り
な
り
の
父
「
Ⅲ
リ
ッ
ト
ル
」
な
れ
は
互
に
驚
く
斗
也
す百丁注
、－〆、-〆、－－ 此
段
の
あ
と
に
て
此
一
や
く
かの国の躍（おどり）
こ
の
だ
ん
こ
の
ふ
う
ふ
た
ち
い
此
段
の
あ
と
に
て
此
夫
婦
の
ｊ
Ｕ
の
立
出
て
し
は
ら
く
し
ん
と
「新渡筆者」し」は、一八一一○年の夏に出島に着任した書記の意。
「在留筆者」とは、一八一九年度から勤務についている書記の意。
う
ち
「打」とは、動詞や名詞に冠して用いる強意語のことか。
を
な
せ
り
源
賢
綱
写
之
回
回
ぷ
じ
ん
こ
れ
も
ち
だ
し
ふ
う
ふ
に
か
く
る
な
ら
ひ
（
習
慣
）
な
れ
ハ
武
人
の
士
卒
是
を
持
出
て
夫
婦
の
も
の
に
か
け
父
こ
せ
か
き
は
た
い
ち
ど
う
う
ち
つ
れ
め
で
た
く
い
え
た
ち
か
え
（
祝
ふ
）
と
書
た
る
旗
を
立
て
ミ
な
一
同
に
打
連
て
ロ
ロ
出
度
家
に
立
帰
り
ぬ
は
な
わ
花
の
環
を
か
しこれま
で
やふノノし、、是迄
数々つ
こ
れ
ま
で
是
迄
の
（父）の
9８（51） 
つぎに資料として掲げるものは、「鞠一一人猟師種売娘」の原本のひとつｌルィ・アンソーム（一七一一一１人囚フランスの劇作家）作「二人の猟師と
乳売娘」の原文の一部と宇田川椿庵（一七九八１’八四六、江戸後期の蘭学者）が、毛筆で書き写したｌフィリップ・フレドリック・レィンスラーヘル訳
鳶
言
薑
盲
冒
蔓
三
雲
豊
（
「
一
一
人
の
猟
師
と
乳
売
娘
」
）
の
す
べ
て
’
四
幕
（
く
三
二
・
・
塁
）
ま
で
の
部
分
で
あ
る
．
フランス語の原本のほうには、訳文（大意）をつけた。［資料三］がそれである。
〔資料二〕
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eenrechteonvreesvogel1 ’ 口嚇鍛錘 colas jijpraatmakkelijk;maar 
alsjeookreis,zoalsik,den 
geheelennachtonderdenblooten 
hemel,inregeninwind… 
ｇnillat 
ho1datisniets 
weerdrooge、
dａｔｚａｌｗｅｌ 
colas 
noq,koman,laatenwenon 
opdenbeerlosgaan． 
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gdillat・
datkanjedoenasjewilt・
ikvoormijZaljQhierweer 
verwachten．（hijgaanopdengrond 
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zitten.）benjenognietweg 
toe,ｇａｄａｎｈｅｅｎ 
ｃｏｌａｓ 
ｊａ,strakjes,strakjes 
gdillat． 
』ewaartzohaastig
colas 
jamaar,ikwistniet,dat 
wenogzoveeltijdhadden． 
(hijneemtdevlesjwathebje 
hierin?ｉｓ`teenjajempje？ 
gdillat･ 
neen,`ｔｉｓｗｉｊｎｉｋｈｅｂ`er 
eenkleinvoorraadjevan,opgedaan， 
voordengantschendag 
colas 
daarhebjewelaangedaan、
gdillat・
Aria． 
蕊驚騨犠ｊ蕊馨
纈蝋蝿篝譲
一
』胸縦“、岡
醍醐繊蠅綱》
hoetlotmoog'woeden， 
ikachtgeensmart： 
zolangikhoopkanvoeden， 
bezwijktnooitmijnhart・
altijdrdstig 
altijdldstig， 
leefik,indenslechtstentijd； 
weltevredenenverblijd 
ikbenvrijvanallezorgem 
kwelling,kommerofverdriet 
gevoelikniet； 
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Ｅｎｄｕｓｚｉｅｉｋ，ieder，morgen， 
nietsdanblijdschapin`t 
verschiet． 
colas 
dedroes1ikhadznlksookwel 
noodig1 ＤｒＥ 
gdillat 
welnd1benjenogboos？ 
colas,zijn'nap 
ophoudende 
ja,geefmemaarwatte 
drinken． 
鰄伽腿確jm6
】Ⅲ８Ｅ麓
ＤＫ錘
gdillat・
seldrement1jijhebtookwel 
een，dqivelschenhalstarrigen 
kop1（colasdrinktjhei1hei1 
honreisop1旦旦_』且noqalles
ditdrinkt,watzullenwedan 
voorvanmiddaghoqden'？ 
colas,zijn 
mondafveegende・
ｄａｔｋｏｍｔｄａｔｄｅｗｉｊｎｍｅ,bijmen 
zaLgoedsmaakt・waarhebje
dienrondgedaan？ 
gqillaL 
dikkepietheeft`ermeeenvaatje 
vanbezaagd 
colas 
hoe1hebjedangeldontvangen 
gdillat・
vanwien？ 
ＴＯ 
２世皿し、ザ足
ユ而屯mZH鰯声囮争．畦uHE
苗○個｡
弓IUn
可ＨＹｇａＴｐＨⅡｎF
n匹ＢＴ
】色
ＨＨＲｒ亜yIn寛
｡瞳､四．筐Ｌ･【
colas 
weLvandienkoopman,dieons 
honderdgmdenswilbetaalen， 
ｖｏｏｒｄｅｈｑｉｄｖａｎｄｅｎｂｅｅｒ,welken 
wijschietenzdllen． 
9０（59） 
gnillat 
Neen;maardikkepietheeft 
megeborgd 
colas・
Heefthijnogmeervandie 
soort？ :mliiiii11ii1iiilllliliiiiiilR;； gdillat・
ofhij`ernogmeervan 
heeft?twaalfvatenvoL 
diedepijpewaard，ｚｉｊｎｏｍ 
ｔｅｚｉｅｎ． 
鱗鱗鍬撚
織蕊1鰯；
;蕊iii鍵灘曇獅｡噸“ colaS Dafsgenoeg・jeweetdat
mevijftiggdldens,voormijn 
aandeel，indebeerenhnidtoekoomen？ 
gnillat 
zois`t、
鰄夢ｉｉ鰄霧i姦繊鱗
愚iilililllili霧|蕊'i1篝'澱“ colas welzod,ｄｉｋｋｅｐｉｅｔｚａｌ`er 
eengedeeltevanhebben,ｅｎｄａａｒ 
ｖｏｏｒｚａｌｉｋｅｅｎｖａｔｏｐｄｏｅｎ.－ 
ai1ai1 
zie・verschijntdebeer
gqillat・
watschortje？ 
ｃｏｌａｓ 
ｗｅｇｉｓｍｅｎｖａｔ.－ai1ai1 
gnillat・
watschortjedan？ 
colas,beevende 
ikstortmen'wijn;hodvast 
ai1ai1kijktochreisom、
gdillat・
hoebeefjezo?welzon,`ｔｉｓ 
ｄｅＢｅｅｒ． 
'in1u1蕊！(illii1iM蕊Iiilk1;ｉ
illl鰯蕊iii鍵1銭聯
、;i霧繍'鱒&繊騨醇噸驚丸菅鰄蟻ごＩ
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ｃｏｌａｓ 
Ｗｉｓｅｎｚｅｋｅｒｉｓｈｉｊ`t・
gdillat、
kom,ndmetlDjten,onsfortUin 
isgemaakL 
colas、
hijheefteenlelijkgrinsvoorzen 
oogen． 
Ⅷ蝋驫；iiijiiil:h;i《鰄臘鍵
gdillat・ゾヘ
O1hijziet`erwelnit・ｚｅｉ
ｈｅｍｒｅｉｓｚｉｅｈｅｍｔｏｃｈｒｅｉｓ． 
Ｅ鯉，髄“
colas 
ja,ja,iｋｚｉｅｈｅｍｗｅＬｉｋｚｉｅ 
ｈｅｍｗｅＬ 
口厚一Ｅガf回庭PU69M鈴
gdillat・
waarombeefjezo？ 
ｃｏｌａＳ 
ｏｍｄａｔｉｋｚｏｋｏｄｄｂｅｎ： 
krijgjesnaphaan 
gqillat 
hijisnietgelaadenendejodwe 
wel,schiet 
colas,aanleggende 
daarishij,wachL 
gdillat,zijngeweer 
laadende 
loop`ernaartoe 
colas 
loopjij`erzelfnaartoe 
gdillat 
hodjemondtochstiL 
colas・
Mijnvingerszijn`smorgenｓ 
ｚｏｓｔｉｊｆ 
6W皿鱈ｎＤｍｒ鐘醒極1ｍ冠2題溢鰍騒ｆｒ
満GRA
極i雛旦
Ｚｎ１級圏
鰯郷`辮溌
糧蜂 12皿Hf蝿・田謂
皿⑪【Ｚ、8Ｆ可】BZnQf
8８（61） 
ｇdillaL 
schietdan 
maarhijistever:ikkanhem 
nietmeerraaken:foei1wat 
spijtmedat． 
…､箸【震iH蝿霊'零f(‘
uB9低DP
■ 
ユツ 鞠蕊HRll；聯
WＩ:1,-蛸Ｍｉ
i鰯i雲|i灘１選iiilll雛鍵 colaS 
wijhebbenhemgemist,op 
eenanderereiszullenwehem 
krijgen． 
■」■」品戸■■ぬ
蝿鰯鰐潔軒鷲
塊囚函!e引田ftanwU■■■い･■■
■0■ 
■卸鈩匝J鞘画職嗜EUE・台『:i鯛麗鰭鶏鮒懲雛！ ＤＵＯ・
colas 
--,gdillat？ 
――,alszoL 
gdillat1--？ 
９，uillaL 
welnd,colas？ 
gijstaat,alszot1 
colas1hoenn？ 
gijstaat,ａｌｓｚｏｔ１ 
蝋､:i霊
､〆ibmrq･
蕊`f1iX鯛11鑿i懇ii:xl蓋i鰯 ！ 
tesaamen 
foei1welkeenschade！ 
colas 
welneenhijzot！ 
gdillat・
ishijkapot？ 
ｔｅｚａａｍｅｎ 
ｂｉｊｇｉｎｓｃｈｅｂｏｏｍｅｎ 
ｈａｄｉｋａｌｒｅｅｄｓｈｅｍｉｎ`tgezigt： 
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colas 
Mijnkuqidistevochtig 
gdillat・
doｅ`eranderop 
colas・
jehebteenhoopenbabbels； 
maarjevoertzelfniemendal 
uit 
gdillat,zijngeweer 
gelaadenhebbende 
ditdｅｎｗｅｇｉｋｂｅｎ`er,ｌａａｔ 
ｍｅｍａａｒｒｅｉｓｂｅｇａａｎ 
ｄｅｂｅｅｒｉｓｖｅrtrokken 
colas 
ja,jijzultdebotvergallen 
gdillat,aanleggende 
waarddivelishijdan？ 
colas 
zwijgstiLzegik,zwijgstiL 
gdillat,hemnalloopende 
zwijgjijzelfstil;ｉｋｚｉｅｈｅｍ； 
nooitzdllenwijeentijdgewricht 
zogdnstigweerbekomen、
gdillat．colas 
ishijkapot？ｗｅｌｎｅｅｎｈｉｊ 
ｉｋｗｅｅｔ`ｔｗｅＬｚｏｔ１ｉｋｚａｇ 
ｈｅｍｄａａｒ． 
j1lilliiillliillill;iililil蕊lｉ
iiliillilillii鍵llilij'(iljiliji1i篝
織鯛露露鰯澱鱗
i鰯篝iil篝篝;１$'零゜､‘
鰄騨鰯P`辮溌霧iﾀﾞﾄﾞ灘鯵’
鰯鞍繊鰔懲騨i;鰯iml蟻i灘輔Ii鰯
藤ｎｒＴＦ証囮 刃馳rＬＺｑＬｋ
tezaamen 
ach1welkeenspijt1 
wezijnhemkwijt1 
foei1welkeenschade1 
gnillat・
watdeksel1verliesjeden 
moed？ Ⅷ,繊臘iil
colas 
Neen,voordendroes1ikword 
`erndeerstrechtvnUrigop・ik
zalhemachternaloopen,maak 
jijjemaarnietverlegen 
hijgaateen，anderenwegin， 
dandien,welkendebeer 
lngegaanls 
gniUat・
waarwiljlienaartoe?hijis 
denanderenwegmgegaan 
colas、
ikwilhemaanzijnholopwachten 
guillat・
weetjedanwaarhetis？ 
8６（63） 
colas 
welja,ikhebtgisterennog 
vanveregezien,toenhij`er 
inkroop． ，図,薑ｉｉｉ'護i蕊i1鰯'聯” gdillat・
loop`erdanschielijknaartoe 
ikzalhieropdebrandwachtblijven 
staan,ofhijsomtijdsterng 
kwam． 
鱸Ｉ鱗雛篝繋
豊灘!'蕊蕊iiii
ｃｏｌａｓ 
ｅｎｉｋｗｉｌｈｅｍａａｎ`tdwaalen 
brengen,terwijrdewegengoed 
z1Jn． 
鯛鱗謬鍵聯蝿鯛聯徽
織繊i鍵''1;|露 gdillat 
asjemenoodighebt,mOetje 
naarreisflditen,danzalik 
bijjekomen 
colas 
datisgoeｄ（hijgaatenkeert 
weerterUg）ldister,gnillat： 
wanneerjedenbeerziet,moet 
jehemzolangaandepraat 
hoddeｎｔｏｔｉｋｗｅｅｒｈｉｅｒｂｅｎ： 
ｉｋｚｅｌｆｗｉｌｄｅｅｅｒｈｅｂｂｅｎｖａｎ 
ｈｅｍｄｏｏｄteschieten． 
鰯雲鰄鰯鰯iまl1i;ｼj…
Ｍ『蝋鱗麗
1liMil蕊蕊lil}lliilii
gdillat． 
』a,ja;ikzalhemzelfsnaar
jeteozenden,且sjewilt．
derdetooneeL 
guillat,alleen， 
ja,brdimaarheen,ｅｎｖａｎｇ 
ｈｅｍ,hijzaljewelopwachten、
diecolasistocheenrechtebloed1 
zｏｎｄｅｒｈｅｍｗａｓｄｅｂｅｅｒｏｎｓ－ 
watzalikhiernodditvoeren？ 
ikloopmaargevaaromteverkonen． 
－ｍａａｒｚｏｄｅｂｅｅｒ 
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echtereenskwamja laaten 
weterwijleenpijpjerooken ’ dａｔｚａｌｍｅｖｅｒｗａｒｍｅｎ 蝋『鑑鱗繍鰯
hijsteltzijnsnaphaantegen 
eenboom,neemtzijntintel 
ensteektzijnpijpaan 
鰯議獅
8４（65） 
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鰯
IeeUOO1gPjIg1A 
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daar,ｚｅｉｉｋｈｅｍ,ｈｉｊ`ｓ`er 
geschonden 
gnillat・
goedendag,jdffroUwperrette． iil;iii鰯;W;:磯:欝鍵
perrette 
ha1ha1goedendag,monsiedr 
gdillat・watzoekje？
gdillat 
watikzoek？wiljehieZniet 
watrqsten？ 
;I製鋼離繍：
;iM鰯ｉＩ蝿 perrette 
welneenikikheb`erdentijd 
niettoe 綴蝋l蕊jl3ii雪iWI窯 perrette 
welneenje,tochnieLditis 
geenkostvoorjod'mond 
gqillat・ハ
O1verschoonme,j〔iffrodw
perrette， 
ikwodjewelopdezelfdewijze 
antwoorden 
watzegjevandiekldcht？ 
ｉｋｈｅｂｚｉｎｉｎｊｅ,ｅｎａｓｊｅｗｉｌｔ、
ｗｅｌｎｄｄａｎ,ｖａｎｅｅｎ，jaager・
hoedat？ｗａｔｓｃｈｏｏｔｍｅｄａｎ 
ｈｏｅｄａｔ？ 
opwelkeenwijze？ 
邸狐Ｊ唇、Ｅ９ 月‘鞭惣Ｓｂ耀勉】壇1W癖
ＪｋＪＳ癖｡暦｡錘ｒ価碗鰯
』ｒＷｒ［
厭極墨歴匝【１１ perrette 
jeweet`ｔｓｐｒｅｅｋｗｏｏｒｄｗｅｌ 
Ｅｅｎｖｏｇｅｌｉｎｄｅｈａｎｄｉｓｂｅｔｅｒｄａｎ 
ｔｉｅｎｉｎｄｅｌｕｃｈｔ． 
voorwel，gnillat、
mijdnnkt,inwaarheid,ja， 
alsof 
helaas1helaas1 
ach1perrette,ach1armeperrette1 
8２（67） 
宇田川椿庵が謄写しだ蘭訳は、ここで終っている。またラランス語の原本のほうは、このあと一一十ページほど続くが、■以下省略する。
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旧凰誌愚』『忠）の全訳（大意）である。
舞台は森の中。
キ
ヨ｜ コープ
ペルレット０
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
つぎに資料として揚げるものは、「鰯一一人猟師種売娘」の原本のひとつｌルィ・アンソーム作「一一人の猟師と乳売娘」（雪□§Ｑ薑§、言
七
六
三
年
七
月
一
一
十
一
日
王
室
付
属
の
イ
タ
リ
ア
喜
劇
座
で
初
め
て
上
演
さ
れ
た
。
｜
幕
物
の
喜
劇
小
ア
リ
ア
入
り
。
〔資料三〕
役
者 一人の猟師とミルク売りの娘
貧
し
い
農
夫
8０（69） 
ま
だ
来
や
が
ら
な
い
！
な
ま
く
ら
者
め
！
夜
が
明
け
ぬ
前
に
こ
こ
に
来
る
と
、
約
束
し
た
く
せ
に
．
…
：
俺
は
準
備
が
で
き
て
い
る
の
に
１
．
お
ー
い
！
ギ
ョ
よ
…
…
お
ー
い
！
ギ
ョ
、
ギ
ョ
よ
…
…
二
人
の
猟
師
と
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
（コラは名を呼ぶ）
舞
台
は
う
っ
そ
う
と
し
た
森
。
第一の小アリア。
コラ……たった一人で登場。
私
は
一
晩
中
、
風
、
あ
ひ
ど
い
人
生
だ
ろ
う
か
！
第
一
場
喜
劇
い
ま
耐
え
し
の
ん
で
い
る
苦
痛
は
、
い
っ
た
い
い
つ
終
る
の
で
あ
ろ
う
夜
に
な
る
と
、
地
べ
た
の
上
で
寝
、
昼
は
昼
で
飢
え
死
に
し
そ
う
だ
！
狙いをつけている、いまいましい熊の奴のおかげで、私はえ
私
は
、
一
晩
中
、
風
、
あ
ら
れ
、
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
骨
と
お
ず
い
あられ、雨に矢こらされている。それは骨に徹り、髄に入るほどだ。体はこごえている．体はこわれ、めちゃくちゃだ。ああ、なんと
｡ いっ
た
い
い
つ
終
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
、私はえらい目に会っている。けれど復しゅうの誓いをたてたからには、奴を捕え、仕止てやる。
と
お
ず
い
それは骨に徹り、髄に入るほどだ。ああ、なんとひどい人生だろうか１．
(70）７９ 
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熊の奴、ま坐
必要があるな。
きっとまだ寝てやがるのだろう。
れてしまうのはこの場所なんだ。
ギ
ョ
ッ
ギ
ョギョ
ッ
コープ
．’フ俺たちにはたっぷりと時間がある。
お
前
は
、
お
急
ぎ
で
は
な
い
の
か
ね
。
熊を待伏せするのに、ずいぶんけつこうなお時間ですな。
ああ、とうとうやって来たな。ずいぶんごゆっくりだな。
なんだ、何を急いでいるのだ。
あ
あ
！
お
前
は
ま
た
し
て
も
不
吉
な
鳥
の
よ
う
に
お
び
え
て
い
る
！
さ
よ
う
、
ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
時
間
が
。
コラ、ギョ登場。
０
 
コラは、ギョに気づいて……
第
二
場 またやって来たら……奴に。：…（コラ銃のねらいを定める）それにしてもギョの奴……ああ、あいつは来やがらない。奴を捜しに行く
ああ！俺はこれから出かけるとして……俺たちの熊は……ともあれ待つことにしよう……いつもやつに逃げら
7８（71） 
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョコープよし
、
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
。
コープ
コープ
コープ
コープお前は勝手放題のことをいうが、おれのように夜霧に身をさらして夜をすごすことを考えてもみよ．…：。
じゃ，あとで。
じ
ゃ
あ
、
熊
を
探
し
に
出
か
け
る
と
す
る
か
。
お
前
は
急
い
で
い
た
ん
だ
ろ
？
さよう、獲物さがし、獲物さがしが一番じゃ。俺のほうは、お前をここで待っていよう。
（かれは腰をおろすと、リュックサックから食物を取りだす。コラもそれを見て、腰をおろす。）それじゃ、お前は行くがよい。
そ
ん
な
の
は
何
で
も
な
い
こ
と
だ
。
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
夜
霧
は
乾
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
何
ん
だ
？
強
い
酒
か
な
？
い
や
い
や
、
ブ
ド
ウ
酒
な
ん
だ
。
俺
は
朝
か
ら
晩
ま
で
、
チ
ビ
チ
ビ
飲
ん
で
い
る
の
ざ
。
へっ！、俺たちには時間の余裕がある。（かれはピンを手にする）
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ギ
ョ ギョ ギョ
ッ
コ
ラ
手
で
口
を
ふ
き
な
が
ら
。
コープ
コープ大つちょのピェールが小樽をゆずってくれたんだ。
う
へ
え
！
恨
み
は
深
い
よ
う
だ
。
た
し
か
に
、
こ
れ
は
上
物
だ
。
と
こ
で
み
つ
け
た
の
だ
？
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
。
お
前
の
飲
み
つ
ぶ
り
だ
と
晩
飯
に
食
う
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
（コップに手を伸ばしながら）
さよう。｜杯飲ませてくれ。
あ
あ
、
い
け
な
い
。
俺
さ
ま
が
必
要
と
し
て
い
た
の
は
熊
な
の
だ
。
ヨラは酒を飲む）
と
こ
ろ
で
、
お
前
は
ま
だ
怒
っ
て
い
る
の
か
？
熊の奴、姿をみせしだい、すぐつかまえてやる。
小アリア。
私に希望のかけらが残っているかぎり、不吉きわまりない運命にも、心がゆれうごくこともないだろう。いつもてきぱきと、いつも機敏に。最も辛い
状態の中でも、たのしくないわけではない。どんな気苦労も、ちっとも苦にならない。未来の中に見るものは、喜びだけである。
7６（73） 
ギ
ョ
ギ
ョ
ｃ 
いやいや、まだ受け取っていない。けれど太っちよのピェールは掛け売りにしてくれたんだ。
ギ
ョ
ギ
ョギョ コープ
』」うしてゆずってくれたのか。ま云」か例の金を受け取ってしまったのじやあるまいな？
コープいやはや。太っちよのピェールも、その内の［金］のいくらかを手にすることが出来ることになるな。そして俺もライン）を地下蔵に何ダー
スもためこんでやる。
コープ
コープ
コープ 誰か
ら
？
俺にはそれで十分だ。知っての通り、俺のほうに五十フラン入ってくるのだ。
おい１．俺たちが仕止める予定の熊の皮の代金十リーブル（昔の金貨）の前払いということで、あの商人からもらったのか。
やつはまだ樽をいっぱい持っているのか？
ヨラはじぶんでブドウ酒を注ぐ）
その通りだ。
そうとも！かれこれ大樽を一ダースはもっている。見るだけで眼の保養になる。
(74）７５ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ ギョ ギョ ギョ ギョコープ
コープ どう
し
た
の
だ
！
ふ
る
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
！
え
っ
！
熊
じ
ゃ
な
い
か
。
コープ
コラ（ふるえながら）
な
る
ほ
ど
、
な
る
ほ
ど
。
お
前
ふ
る
え
て
い
る
の
か
？
少なくとも、あれは立派な熊ではないか。よく見てみるや。ちょっとでいいから。
さあ、さあ、こっちにやって来るのは金の卵の熊公のやつだ。
そ
う
な
ん
だ
！
熊
な
ん
だ
。
ブドウ酒をこぼしてしまった。ほら、見てみるや。
ブ
ド
ウ
酒
の
樽
に
逃
げ
ら
れ
る
ぞ
…
…
あ
あ
痛
い
！
あ
あ
痛
い
！
（熊が登場する）こいつは醜いつらがまえの熊だ！
ど
う
し
た
ん
だ
？
ど
う
し
た
ん
だ
？
．
（ここで熊が姿をみせる）
7４（75） 
俺の火薬はしけてやがる。
ギ
ョ こ
ん
な
に
寒
い
朝
じ
ゃ
、
手
が
か
じ
か
ん
で
し
ま
う
。
ギ
ョ
▲
 
じぶんで行ってみるや。
ギ
ョ
ギ
ョ ギョコープ
コープ
コープ
コープ
．’フ何だって１．とんでｊＵない。銃を取れや。
撃て！
手がガチガチだ。
（ほおを斜めに傾けながら）
奴がやって来たぞ、ほら、
俺の銃には弾が入っていないんだ。お前のは弾が入っているだろうから、お前が撃てばよい。
（銃に弾を込める）
それ行け。
来たぞ。
(76）７３ 
文政三年のオランダ芝居
静かにしろ。静かに。
ギョは身を伏せて……。
ギ
ョ ギョ．’フ
コープ
コープ
．’フ静か
に
し
な
い
か
。
お
前
の
こ
と
だ
。
俺
は
奴
を
捕
え
る
の
だ
。
熊
の
や
つ
、
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
俺
に
は
し
と
め
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
ふ
う
ん
！
今回、しとめられなかったら、別の機会にしよう。
二
人
で
口
を
そ
ろ
え
て
（銃をほおに当て）
熊
の
奴
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
い
る
の
か
？
ば
か
を
し
で
か
し
や
が
っ
て
！
（銃に弾をこめてから）
準備ができたぞ。準備ができたぞ。
そこをどいてくれ。俺にやらせてくれ。
（ここで熊は姿を消す）
別な火薬を入れたらどうだ。
しゃべってばかりいちゃ、らちがあかぬ。
7２（77） 
そ
ろ
っ
て
Ｉ
そ
ろ
っ
て
Ｉ
．’フ －－グ←－－イー－－－ギョ
ギ
ョ
あのような好機は二度とあるまい。
奴
が
あ
そ
こ
に
い
た
ら
、
捕
え
ら
れ
る
の
に
！
あ
あ
、
残
念
な
こ
っ
た
！
ギ
ョ
そ
ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
い
る
。
お
前
は
ひ
と
言
も
い
わ
な
い
。
いや、俺はおこっているのだ。
コープ
コープ
コープ熊の
奴
、
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
熊
の
奴
、
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
？
それで、ギョレ士？
そ
れ
で
、
．
う
よ
？
だ
ま
ら
な
い
か
、
の
ろ
ま
め
。
奴
は
あ
そ
こ
に
い
た
の
だ
。
いやいや、まだ死んではいまい。
(78）７１ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ ギョ ギョ ギョコープ
ギョコープ
そ
ろ
っ
て
Ｉ
コープ
コープまきか．…：。俺はここに残るとしよう。熊の奴が再び立ち寄るかも知れないから。
知ってるさ。奴を昨日遠くから見たのだ。奴が巣穴に居るときのことだ。
巣穴のそばで奴を待つのだ。
で俺のほうは、通った跡がはっきりしている内に、奴の道路をそらせよう。
お
前
は
奴
の
居
場
所
を
知
っ
て
い
る
の
か
？
ところで、熊が逃げて行ったのはそのあたりからではない。こっち側を通って行ったのだ。
けっしてそんなことはない。とんでもない。勝負は続ける。熊の奴を追い続けたい。ご心配無用だ。
（かれは熊がいる反対側から出てゆく）
え
っ
、
何
て
い
っ
た
！
お
前
は
や
る
気
を
な
く
し
た
の
か
？
あ
あ
！
そうだとも！｝無駄骨折って、何もかも失ってしまった。
7０（79） 
ギ
ョ
に
視
覚
も
は
っ
き
り
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
（かれは樹に銃を立てかけ、ライ
つかまえられるのに。俺様はここで何をしたらよいのだろうか？風を引いたようだ・・…。。
しかし、もし熊の奴がやって来たら…：・・そうだ：：：奴を待ちながら、｜服やるとするか。タバコを吸えば、体もあたたまることだろう。それ
コープ 俺は
ま
ず
呼
び
子
を
吹
く
準
備
を
し
て
お
こ
う
。
あのなぁ、ギョよ・もしお前があの熊をみかけたら、俺がもどるまで、奴の注意をそらしておいてくれ。奴をしとめる栄誉をえたい。
首
尾
は
い
い
ぞ
。
（
か
れ
は
行
き
つ
も
ど
り
つ
す
る
）
そうだとも。お前が望むのなら、あの熊をお前のところに送ってやろう。
ヨ
ラ
は
出
て
ゆ
く
）
そ
う
だ
、
そ
う
だ
、
走
れ
、
つ
か
ま
え
ろ
。
熊
の
奴
、
お
前
の
こ
と
待
っ
て
い
る
ぞ
。
コ
ラ
の
奴
、
何
ん
て
と
ん
ま
な
の
だ
ろ
う
か
！
あ
い
つ
が
い
な
け
れ
ば
、
熊
を
第二の小アリア。
ギョ……たった一人で登場。
たたせるやり方に近い。
第
三
場
心
は
わ
が
身
を
守
ろ
う
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
心
が
岩
と
お
な
じ
よ
う
に
固
く
と
も
。
愛
の
女
神
は
、
衝
撃
を
う
け
れ
ば
か
ん
た
ん
に
、
わ
が
身
を
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
こ
ほ
ぐ
ち
火打ちがライク／－の石に当たると、火はたちまちぱちぱちと跳ね、すぐに火口に移る。それは愛の女神が若者のために、若い年ごろの娘の愛情を燃え
ライターを手にすると、パイプに火をつける）
(80）６９ 
文政三年のオランダ芝居
にいんちきな取引だ。
コラのことを思うと、笑いがとまらない。……（ギョは立ちどまると、一服する。が、｜休みするつど、つばを吐く。）
コラは木の葉のように身をふるわせていた……たしかにあの熊は、すばらしい奴だ。三○ピストール（むかしの金貨）の値打があるのに、まる
で
一
リ
ヤ
ー
ル
（
む
か
し
の
銅
貨
で
三
ド
ゥ
ニ
エ
、
ま
た
は
四
分
の
一
ス
ー
）
の
値
し
か
な
い
か
の
よ
う
に
、
俺
た
ち
は
一
○
ピ
ス
ト
ー
ル
で
手
離
し
て
し
ま
っ
た
！
実
い
や
は
や
、
我
慢
、
我
慢
。
ま
た
の
機
会
に
金
を
取
り
も
ど
す
と
し
よ
う
。
：
：
：
と
こ
ろ
で
、
女
が
森
を
通
り
抜
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
。
こ
ち
ら
の
方
に
来
る
ぞ
…
…
。
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
、
し
め
た
。
一
石
一
一
烏
だ
と
す
る
と
。
（かれは口もとからパイプをはなすと、それをふき、チョッキの小ポケットの中に入れる）
ペルレットは、頭のうえにミルクの入った壷をのせ、歌をうたいながら入場。
第
三
の
小
ア
リ
ア
。
輪
舞
曲
の
か
た
ち
で
。
ギョとペルレットの登場。
マ」
だ
れ
が
あ
の
娘
の
ミ
ル
ク
を
買
お
う
と
い
う
の
か
？
こ
の
あ
い
だ
、
コ
リ
ネ
と
い
っ
し
ょ
に
川
の
ほ
と
り
に
腰
を
お
ろ
し
、
ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。
と
を
知
っ
て
い
る
。
小
石
（
火
う
ち
石
）
の
中
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
火
は
、
愛
の
女
神
に
と
っ
て
戯
れ
に
す
ぎ
な
い
。
第
四
場
ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。
い
っ
し
ょ
に
花
束
を
つ
く
っ
た
つ
け
。
そ
し
て
俺
た
ち
は
そ
っ
と
枕
の
中
に
バ
ラ
を
入
れ
た
つ
け
。
6８（81） 
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョペルレッート
ペルレッ１卜
今日は、
ペルレツトー
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
下
さ
い
。
た
い
そ
う
お
急
ぎ
の
よ
う
で
す
が
！
ちょっと休みませんか？
あ
た
し
に
何
か
御
用
？
あ
ら
、
こ
ん
に
ち
は
、
ギ
ョ
さ
ん
。
こ
ん
な
に
朝
早
く
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
へ
お
出
か
け
で
す
か
？
いい、え、いい、え。
そ
ん
な
に
お
堅
い
ふ
り
を
す
る
な
。
コ
リ
ネ
」
ほら、かわいいミルク売りの娘がいるぞ。
（小アリアの最中、ギョはペルレッテに
俺たちは枕の中にバラを入れたつけ。そしてその他の春に咲く花をたくさん・…．．。枕ができ上ったとき、独語をいった。ほら、羊飼の娘よ、お前はコ
ル
セ
ッ
ト
に
バ
ラ
を
つ
け
た
い
か
？
ほ
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
が
い
る
ぞ
。
お
前
は
コ
ル
セ
ッ
ト
に
バ
ラ
を
つ
け
た
い
か
？
注．ここまで資料として、原文を引いた。
ペルレットお嬢さんよ。わたしは：…．
ギ
ョ
は
ペ
ル
レ
ッ
テ
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
。
コリ、不にキスしてやれ。
俺は怒りをあらわにしてもだめだった。俺の意に反して、あきないはでき上ってしまったんだ。
彼女はちょっと見下した態度で返事をする）
(82）６７ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ
やろう。
ペルレッ１卜
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョペルレツトー
ペルレツｌｒ
ミルクを売りにですって！かわいい、いたずら子の娘さんよ！お嬢さんのミルクはおいしいかい？そのミルクを一口味見させてもらえま
せ
ん
か
？
●
 
熊
を
ね
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
っ
て
！
ま
あ
、
で
も
じ
っ
さ
い
、
そ
ん
な
風
に
も
み
え
ま
す
わ
。
俺たちが待伏せしているあの熊がやって来たとしても、奴をしとめることはないだろう。俺たちは奴を飼いならし、奴に芸のひとつもやらせて
妙
な
女
だ
な
！
本
当
に
！
実のところ、このミルクはあなたの口に合いませんね。本当ですの。
たしかに、お嬢さんの皮膚の色ときたら、あなたが売りに行くミルクの色よりも白いのです。けれどあなたはあまり優しい方ではないのです。
おお、お嬢さん、失礼いたしました。ペルレットお嬢さん。お嬢さんはとても感じのよい方なので、そのミルクを一口飲みたくなったのです。
どちらへですって？市場へですわ。．ミルクを売るためですの。
（彼女は壷を地面のフヘに置く）
（大声で）
（離れて）
6６（83） 
ギ
ョ
もてるというものです。
ギ
ョ
ギ
ョペルレッＬ‐
ペルレッｉｒ
ペルレッ１ｒ
滅
相
も
な
い
、
ギ
ョ
さ
ん
、
あ
な
た
に
さ
し
あ
げ
る
愛
な
ど
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
愛
情
で
す
っ
て
！
あ
な
た
を
愛
せ
と
？
そんなに高ぶらぬように願います。あなたはまだわたしのことを御存知ないのです。ともあれ、わたしのことをよく御覧をさい。色男を御覧に
さ
よ
う
。
わ
た
し
に
対
す
る
愛
情
で
す
。
熊
の
お
話
、
と
も
か
く
お
勇
し
い
こ
と
で
す
。
お
な
じ
調
子
で
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
あ
た
し
は
あ
い
に
く
お
世
辞
の
い
い
方
を
存
じ
ま
せ
ぬ
。
わ
た
し
が
お
嬢
さ
ん
に
求
め
て
い
る
も
の
は
、
お
く
ん
ち
や
で
は
な
い
の
で
す
。
望
み
は
愛
情
な
の
で
す
。
さ
よ
う
。
俺
た
ち
は
熊
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。
捕
え
ら
れ
る
も
の
と
確
心
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
若
く
て
、
元
気
は
つ
ら
つ
と
し
た
顔
と
出
会
え
ば
、
確
信
が
第
四
の
小
ア
リ
ア
ある猟師の言うことには、もし平野の中で、老婆や検事に会うならば、お前さん、これは縁起がわるい。そのことの全てが不幸をもたらす、と。
けれど、みごとな褐色髪の女の子が、目にとびこんで来たら、幸運や幸せやよろこびの徴候が贈られる。今やかの猟師の金言通りになった。幸福は汝
の
目
の
中
に
あ
り
、
わ
が
目
の
中
に
は
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。
(84）６５ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ ギョペルレツＩｒ
ペルレッーｒ
な
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
の
者
は
一
人
と
言
わ
ず
何
人
も
の
女
を
手
に
し
て
き
た
男
だ
よ
。
じっさい、妙齢の獲物をとりそこねては残念なことです。さあ、まじめな話をいたしましょう。またわたしのところに一民って来てください。そ
あ
あ
！
そ
ん
な
や
り
方
で
わ
た
し
を
誘
惑
し
な
い
で
下
さ
い
！
構
わ
ず
ほ
っ
て
お
い
て
欲
し
い
。
も
し
お
嬢
さ
ん
を
も
う
一
度
わ
が
綱
の
中
に
捕
え
る
と
し
た
ら
…
：
．
う
そ
いいですか、ギョさん、あなたは若鶏を食べるよりｊＵ、ずっと虚一一一一口をがつがつ食べていらっしゃるようですね。
小
ア
リ
ア
けがをしたふりをするヤマウズラのように、わが子をあわや死から救うために、わたしはその遊び人をおびき寄せる。わたしはその男のいうことばに
従
う
こ
と
に
同
意
す
る
。
が
そ
の
者
が
不
意
に
襲
う
、
そ
の
せ
つ
な
、
わ
た
し
は
た
ち
ま
ち
逃
げ
だ
す
。
は
突
然
、
手
ペ
ル
レ
ッ
ト
い
っ
し
ょ
に
Ｉ
キツネは意地悪である。ヤマウズラは何をしようとしても無駄である。キツネにぱくりと捕えられ、つぎにがつがつ食われてしまう。
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
か
わ
い
い
小
娘
を
見
つ
け
、
わ
た
し
は
ま
る
で
若
鶏
を
ね
ら
っ
て
い
る
キ
ツ
ネ
の
よ
う
で
も
あ
る
。
た
め
ら
い
や
哀
れ
み
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
わ
た
し
突然、手を振りかざす。若鶏がどうじたばたしようが、その羽根や足をもぎ取る必要がある。
ヤマウズラは身軽である。キツネは何をしようとしても無駄である。ヤマウズラはキツネをたのしませたあげく、どんどん空へ飛び去ってゆく。
6４（85） 
狩には毎日お出かけになるのですか？
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョさ
て
！
お
嬢
さ
ん
よ
、
わ
た
し
の
妻
に
な
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
し
て
も
し
お
望
み
な
ら
…
…
ペルレッート
なぜ！
ペルレッ１卜
ペルレッ１ｒ
ペルレッ１卜
ペルレットー
密猟者の妻にです。
あ
あ
、
何
で
す
っ
て
、
密
猟
者
の
妻
に
で
す
っ
て
！
（ギョをみつめながら、そしてさげすむような態度で、その服に手をふれながら）
さて………どれも：…・お見かけしたところ……。
え
っ
、
い
や
、
猟
師
の
妻
に
で
す
っ
て
。
ま
あ
ど
っ
ち
で
も
い
い
わ
、
け
つ
こ
う
な
亭
主
持
ち
に
な
る
な
ん
て
！
え
え
っ
と
！
そ
れ
で
？
これはですね、狩の衣装なんですよ。
い
っ
た
い
な
ぜ
！
そ
も
そ
も
俺
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
？
(86）６３ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ ギョえ
っ
、
何
だ
っ
て
！
そ
れ
は
壷
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ギ
ョペルレッ、卜
ギョペルレツトー
ギ
ョ
ペルレッＩｒ
ペルレツ１ｒ
ペルレッＩｒ
え１と、そうですね、ミルクでしょう。おそらく五ピストルの値いもしないでしょう。
まさにその通りですわ。ですけど、壷の中にあるのは何でしょうか？
わたしが持っているものといえば、ああ、じっきい持っているものといえば（彼女はミルクの入った壷をみせる）、これかしら？
五
○
フ
ラ
ン
で
す
っ
て
！
大
し
た
も
の
で
す
ね
！
われわれがしとめようとしている熊の皮が売れ、人手に渡すと、五○フランになります。この金は、わたしばかりか仲間のコラにも入るのです。
何
の
こ
と
で
す
か
？
でお嬢さんは（金を大いにもうけるために何をおもちですか？
どうして身代がつくれるのですか？
わ
た
し
は
も
う
す
ぐ
身
上
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
：
．
…
。
そ
れ
か
ら
お
嬢
さ
ん
は
、
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
な
い
で
し
ょ
う
？
6２（87） 
とんでもない。このミルクは普通のものよりずっと価値のあるものですｐたとえ世界中のすべての熊の皮をもらっても、手離す気はありません。
あ
な
た
の
熊
の
皮
と
も
交
換
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
ら
、
聞
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
ギ
ョ ペルレッｌｒ
ペルレッｌｒ
（彼女は壷をつかむと、それを頭にのせる）
あ
な
た
は
格
言
を
御
存
知
の
は
ず
。
さ
よ
う
な
ら
、
あ
あ
！
も
し
お
嬢
さ
ん
が
、
わ
れ
わ
れ
が
売
っ
た
熊
の
代
金
を
手
に
し
た
ら
…
…
。
し
か
し
、
あ
な
た
方
の
熊
は
！
熊
は
！
そ
の
熊
を
ま
だ
つ
か
ま
え
て
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
た
し
は
じ
ぶ
ん
の
ミ
ル
ク
を
す
で
に
手
に
し
て
い
ま
す
。
小
ア
リ
ア
前でかんたんに育ってゆく。
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
手
に
入
る
お
金
で
、
ほ
ど
な
く
あ
た
し
は
若
い
雌
羊
が
買
え
る
こ
と
で
し
ょ
う。その雌羊は子どもをたくさん生むことでしょう。春にむけて、あたしは羊の群れをつくるつもりです。
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
た
し
は
そ
の
群
の
中
に
、
馬
や
雌
牛
や
子
牛
を
加
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あたしは自分で、毎日それらの動物を平原に連れて行くのです。
あ
た
し
は
か
れ
ら
が
平
原
で
跳
び
は
ね
る
の
を
み
る
の
で
す
。
何
と
い
う
よ
ろ
こ
び
で
し
ょ
う
か
。
何
と
い
う
よ
ろ
こ
び
で
し
ょ
う
か
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
う
な
ん
で
す
。
あ
た
し
は
ひ
な
鶏
、
雌
羊
、
子
羊
、
山
羊
の
子
、
雌
牛
、
子
牛
と
い
っ
た
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
か
え
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
あ
た
し
の
計
画
の
す
べ
て
で
あ
る
。
ミ
ル
ク
を
売
っ
た
お
金
で
、
卵
を
百
ほ
ど
買
っ
て
、
そ
れ
ら
を
孵
す
の
で
す
。
ひ
な
鶏
は
、
凱
、
う
あ
た
し
の
見
て
い
る
ギ
ョ
さ
ん
。
熊
を
ち
ゃ
ん
と
く
だ
さ
る
な
ら
、
取
引
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
(88）６１ 
文政三年のオランダ芝居
あ
の
か
わ
い
い
顔
が
俺
を
か
ら
か
っ
て
い
や
が
る
。
だ
が
…
…
あ
の
女
は
何
ん
と
打
算
的
で
、
先
見
の
明
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
！
あのようにかわいい女は、家庭においてかけがいのない宝だ。なるほど俺の装いは大して魅力がないかも知れないが、熊の奴が死んでしまえば、
彼女はそんなことを気にしない。あのようにかわいいオオカミちゃんが、羊になる時も訪れることだろう。
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、
あ
あ
、
も
う
と
っ
く
に
そ
の
す
べ
て
を
手
に
し
て
い
る
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
よ
う
な
ら
、
さ
よ
う
な
ら
、
猟
の
こ
と
頑
張
て
下
さ
い
。
け
れ
ど
徒
労
に
終
ら
ぬ
よ
う
と
く
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
（彼女は歌をうたいながら出てゆく）
ギ
ョ
と
コ
ラ
ら
は
、
駆
け
つ
け
な
が
ら
。
第
五
の
小
ア
リ
ア
ギョ…：。たった一人で登場。
この年ごろの若い娘は、体に激しくさわられるとすぐ、扱いにくく、粗野になる。だけど、ちょっと、だんなさんよ。あたしの恥らいを大事にして下
さ
い
な
…
…
顔
が
赤
く
な
っ
ち
ゃ
う
…
…
い
い
加
減
や
め
て
も
ら
え
な
い
か
し
ら
？
…
…
ところが愛の神が勝つならば、ようやくじぶんの心に語りかけるようになる。彼女は、魅力に富んだ、すなおな、感じのよい人とみられる。いつも陽
つ
め
気
な
の
は
、
若
い
雌
ネ
コ
で
あ
り
、
そ
の
ネ
コ
は
お
世
辞
を
聞
い
た
と
た
ん
、
爪
を
か
く
し
て
し
ま
う
。
第
六
場
第
五
場
6０（89） 
助
け
て
く
れ
！
助
け
て
く
れ
‐
お
ー
い
、
ピ
ェ
ー
ル
よ
‐
ギ
ョ
ー
ム
よ
‐
ブ
レ
イ
ズ
ょ
！
助
け
て
く
れ
Ｉ
！
あ
あ
！
哀
れ
言
う
よ
！
（
熊
は
コ
ラ
のそばに駆け寄ってくる。かれのことをあちらこちらとこずき回すと、その場を離れ、ギョがいる木の根元をかぎまわる。そしてまたコラの所に
も
ど
る
。
そ
し
て
頭
を
振
り
な
が
ら
立
ち
去
っ
て
行
く
）
。
じ
っ
と
し
て
い
る
よ
。
息
を
殺
し
て
い
る
よ
。
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
い
る
よ
。
熊
の
奴
、
俺
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
や
が
る
。
大
食
い
野
郎
め
！
奴
は
俺
た
ち
二
人
を
餌
じ
き
に
す
る
だ
け
だ
。
ギ
ョて行く）。えっ……熊の奴が去って行く。
て
来
や
が
る
。
大
食
い
野
郎
め
！
奴
は
俺
た
ち
二
人
（ギョは木の上にいる間、うづくまっている）
コ
ラ
！
．
う
よ
！
熊
の
奴
、
お
前
の
と
こ
ろ
に
あ
あ
、
俺
た
ち
は
も
う
だ
め
だ
！
（
か
れ
は
木
に
よ
じ
登
る
）
（ギョは木の真ん中まで降りて来ると、すぐまたよじ登って行く）
も
し
熊
の
奴
が
舞
い
も
ど
っ
て
来
た
ら
…
…
い
や
、
い
や
、
奴
は
森
の
中
に
帰
っ
て
い
く
の
だ
。
（
ギ
ョ
は
木
を
降
り
て
く
る
）
．うよ、ほら、熊の奴去ってゆくぞ。
あ
あ
！
俺
は
こ
れ
で
終
わ
り
だ
！
ギョは、木によじ登りながら、
俺たちは奴に食われてしまう。
な
ん
と
い
う
こ
と
だ
！
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
（
か
れ
は
別
の
木
に
よ
じ
登
ろ
う
と
す
る
が
、
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
ギョは木の上にいる。
お
い
！
ギ
ョ
よ
、
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
。
助
け
て
く
れ
、
熊
の
奴
が
追
っ
て
来
や
が
る
。
コ
ラ
は
、
頭
を
少
し
上
げ
な
が
ら
。
コ
ラ
は
、
舞
台
の
う
え
を
駆
け
る
。
コ
ラ
は
舞
台
の
袖
に
い
る
。
お
前
の
と
こ
ろ
に
引
き
返
し
て
く
る
ぞ
。
（ここで熊は、コラを追いかけながら登場する）（コラは、熊が登場するのを見て、地面にぱっと身を伏せる）
気
を
つ
け
ろ
、
危
な
い
ぞ
。
誰
も
俺
た
ち
を
助
け
に
や
っ
て
来
は
し
な
い
…
…
（
熊
は
去
っ
(90）５９ 
文政三年のオランダ芝居
ギ
ョ ギョ ギョコープ
ギ
ョコープ
ギ
ョコープ
コープ
コープたぶんな・奴が弾をくらったのがわからないのか？
え
っ
、
何
だ
っ
て
！
お
前
は
奴
に
傷
を
負
わ
せ
た
の
か
？
熊の奴、もう歩いて行けないだろう。
何でだ？
そんなに遠くへは行ってまい。遠へは……。
ああ！奴は来ないと思うよ。くそ：．…。奴はもう遠い所にいるよ。
うん、何だというのだ。運のない仲間よ……悪魔も一枚咬んでいるにちがいない……熊の奴はもう戻って来ないのだろうか？びくつくぜ……。
な
ん
て
こ
と
迄
相
棒
よ
？
も
う
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
。
体を起したらどうだ。
やれやれ！（二人は哀れな顔をして、黙って顔を見合わせ、ときどきうしろの方に目を向ける）
5８（91） 
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョことをはっきり云っておく必要がある。
わかった。わかった。俺は毎朝、村の番犬を全部ひきつれて、熊をさがしに行くとしよう。犬たちはいずれ奴をしとめることだろう。断じて犬
の
え
さ
に
は
し
な
い
こ
と
を
約
束
す
る
。
コープま兵ごにそのとおり。俺がいうんだから間違いない。
コープ
コープ 本当
か
？
と
も
あ
れ
、
奴
は
俺
た
ち
の
も
の
だ
。
請
け
合
う
よ
。
もしお前が望むなら、奴はお前にくれてやる。俺はもう熊と関わり合いになりたくないから。
ああ！いまいましい熊よ－。さあ：：：奴を殺せるのは俺様だけだとすると、奴は長生きすることだろう……。不幸に遭うといけないから、俺
あばよ、ギョ。ギョに別れを告げることになるかも知れない。もしあいつが危機を脱したら……：：：危ういところを救ったのは、俺様だという
まあいいだろう。俺たちは奴をしとめるだろうざ。約束してもよい……お前は奴に傷を負わせたのか？……
さあさあ、お望みなら。俺はといえば、ここにいたのだ。
（ギョは銃を手にして出かける）
コラ……たった一人で登場。
第
七
場
(92）５７ 
文政三年のオランダ芝居
た
し
か
に
、
ギ
ョ
は
…
…
用
心
深
い
男
だ
…
…
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
：
：
：
酒
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
が
、
目
が
ま
わ
る
…
…
あ
あ
！
…
…
恐
怖
よ
・
：
…
疲
労
よ
…
…
ブドウ酒よ……そうだ…：．ギョよ……俺はお前を気の毒におもう：：：俺の金のことだが？……ああ、話はついているが……兄弟のように分けよう
…
…
な
ぜ
な
ら
…
…
結
局
の
と
こ
ろ
…
…
そ
う
す
る
の
が
公
平
と
い
う
も
の
だ
か
ら
…
…
。
（かれは無我夢中に木をよじ登って行く）上へ、上へと。（かれの帽子が落ちてくる）。ああ！やっと着いた。（かれは屋根に沿って横になる）
たしかに、これは俺のベッドと呼んでもよいものだ。（かれはベットの上にすわる）。
すばらしい。（かれはピンを振りうごかす）まだ酒は残っているだろうか？うん、うん。気晴らしに、ちょっと一杯やるか。
敵の奴、》
どでもない。
たの上に置いていたピンを手にする）
敵の奴、きあいつでもやって来い。
．…：私しゃ……（あばら屋に気づきながら）
た
ち
は
安
全
な
場
所
に
か
く
れ
よ
う
…
…
。
木
の
上
に
で
も
？
あ
あ
！
そ
う
き
、
そ
れ
は
お
あ
つ
ら
え
む
き
だ
。
高
い
あ
ま
り
高
く
な
い
し
、
そ
こ
な
ら
も
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
。
俺
た
ち
の
食
糧
を
み
ん
な
運
ぼ
う
。
（
コ
ラ
は
地
べ
さ
よ
う
！
も
し
俺
様
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
熊
の
奴
が
木
に
よ
じ
登
る
と
し
た
ら
、
俺
様
は
疲
労
で
参
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
も
し
俺
様
に
足
が
な
か
っ
た
な
ら
第
六
の
小
ア
リ
ア
俺を苦しめている恐怖を追い払おう。すばらしいリキュール上俺を慰めておくれ。ほんのちょっぴりのブドウ酒をつごうのよいときに欲べば、すべ
ての苦しみの治療薬となる。それは悩みごとの解毒済である。ブドウ酒により、俺は元気を取りもどし、陽気になるのだ。
｜杯やると、王様の百倍もしあわせになった気がする。ほんのちょっぴりのブドウ酒をつごうのよいときに欲べば、すべての苦しみの治療薬となる。
（かれは眠り込んだ酔払いの口調でもぐもぐいう）
話
相
手
を
み
つ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
（
コ
ラ
は
木
を
よ
じ
登
っ
て
行
く
）
食
物
は
固
形
か
な
？
（
石
が
落
ち
て
く
る
）
そ
れ
ほ
5６（93） 
何てあたしは不幸な女なんでしょう！……お母さん……ねえ！お母さん：：：母はこのことを何ていうかしら？：：：あたしには家に戻る勇気は
ないわ。
ペルレッー卜
第
七
の
小
ア
リ
ア
コラはあばら家の上にいる。ペルレットは泣きながら、そして壷の取っ手を手でつかみながら。
さらばひなよ、さらば若い雌鳥よ・さらばわたしの雌牛と子牛よ・さらば雄牛よ、さらば子ヤギよ・さらばいとしいわたしの牝羊よ、運のない、いと
しい不幸者たちよ。お前たちは新しい時代を迎える前に亡くなったのだ。
ギョがいる。あの人にたちまちからかわれるわ。あの人に姿をみられたら、仕返しをされるわ……けれど……とても落着きがないみたい！……様子か
ら
腹
を
立
て
て
い
る
よ
う
ね
。
…
…
き
っ
と
何
か
不
幸
な
こ
と
が
起
っ
た
の
ね
。
事
の
次
第
を
知
る
た
め
に
、
こ
こ
に
身
を
隠
く
す
と
し
ま
し
ょ
う
。
か
ま
ち
（彼女は枢のうしろに身を隠す）
たのは取っ手だけである。
あ
あ
、
残
念
！
ミ
ル
ク
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
わ
。
あ
あ
Ｉ
ペ
ル
レ
ッ
ト
、
か
わ
い
そ
う
な
ペ
ル
レ
ッ
ト
、
大
切
な
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
、
大
事
な
ミ
ル
ク
が
入
っ
た
壷
。
ペ
ル
レ
ッ
ト
は
、
ミ
ル
ク
を
売
っ
て
財
を
な
せ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
。
彼女はミルクが入った壷をこわしてしまったのだ。はかない望み、その望みにわたしの心はゆれ動いた。ミルクが入った壷といえば、わたしに残され
第
八
場
第
九
場
(94）５５ 
文政三年のオランダ芝居
あ
え
て
（
死
ぬ
の
を
）
早
ま
る
こ
と
は
な
い
。
俺
は
す
っ
か
り
息
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
力
は
尽
き
た
。
犬
の
仕
事
だ
！
畜
生
、
熊
の
奴
！
俺
は
も
う
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
。
俺
様
の
足
と
ポ
ロ
服
を
半
分
ず
つ
、
や
ぶ
の
中
を
通
り
抜
け
る
と
き
置
い
て
き
た
。
：
：
：
．
う
よ
！
お
ー
い
、
．
う
よ
！
あ
あ
！
あ
い
つ
は
熊
の
奴
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
。
熊
野
郎
は
犬
ま
で
食
つ
ち
ま
う
か
ら
、
俺
を
も
食
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
奴
は
悪
魔
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
…
…
もうおしまいだ。俺にはもう余力がないから、死ぬにきまっている……いったい！俺はこの世で何をしているのか？：：：きっと、程なく飢え
死
に
す
る
は
ず
で
は
？
手
っ
取
り
早
い
方
法
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
飢
え
死
に
な
ん
て
！
…
…
ああ！俺はいま頭がかっかしているから、もし俺に銃があれば。弾薬帯は残っている。これだけでもましというものだが：…．。さあ、さあ、
ギ
ョ（
か
れ
は
枢
の
上
の
部
分
の
木
材
を
つ
か
ん
で
、
そ
れ
を
あ
ば
ら
屋
の
中
に
ぐ
い
ぐ
い
押
し
込
も
う
と
す
る
。
か
れ
の
一
撃
で
、
壁
が
落
ち
て
く
る
。
コ
ラ
は
上
で
寝
て
いる。）
コープ俺はこなごなだ…・・・
俺を助けておくれ……（アンコール）
呪
わ
れ
た
家
よ
！
俺
を
支
え
て
お
く
れ
…
…
俺
は
落
ち
る
、
落
ち
る
…
…
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
三
重
唱
コラは眠り込んでいる。ペルレットは姿をかくしている。
5４（95） 
ペルレツｌｒ
ギ
ョ
ペルレットー
何
と
し
た
こ
と
か
し
ら
！
あ
ば
ら
屋
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
わ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あ
あ
！
あばら屋は、崩れてしまったわ。かれは死を望んでいるのだわ。あの人は軽いけがにも我慢できないわ。（彼女は笑う）
ひ
っ
ひ
つ
、
ひ
い
ひ
い
。
ひ
っ
ひ
つ
、
ひ
い
ひ
い
。
あ
あ
！
気
の
毒
人
た
ち
よ
。
心
か
ら
同
情
す
る
わ
。
ロ
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
何
ん
と
痛
ま
し
い
哀
し
み
か
！
呪
わ
れ
た
ぼ
ろ
家
よ
！
俺
は
傷
つ
い
て
い
る
！
俺
の
腕
は
へ
し
折
れ
た
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
Ｉ
。
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
…
…
俺
を
支
え
て
お
く
れ
…
…
（
ア
ン
コ
ー
ル
）
あ
ば
ら
屋
が
、
あ
ば
ら
屋
が
俺
の
体
の
う
え
に
崩
れ
て
く
る
。
何
ん
と
痛
ま
し
い
哀
し
み
か
！
俺
は
傷
つ
い
て
い
る
…
…
Ｃ
Ｏ
０
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
Ｄ
●
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
お
お
痛
い
！
（かれは泣いている）
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俺
の
情
け
な
い
五
十
フ
ラ
ン
よ
！
ギ
ョ 壷
は
こ
わ
れ
て
ら
あ
！
こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
は
対
等
だ
。
お
嬢
さ
ん
は
何
も
も
っ
て
い
な
い
し
、
わ
た
し
も
何
も
持
っ
て
い
な
い
か
ら
。
そ
う
さ
・
破
片
を
い
っ
し
ょ
に
しておきましょう。たぶん、かけらを用いて何かつくれるかも知れません。
ギョ ギョペルレットは、壷の破片を拾いあつめながら。
ほら、破片を……
。
俺の情ない五十フランよ。
ギョは、ペルレットにいう。
あ
た
し
の
羊
で
す
っ
て
？
羊
は
遠
い
所
に
い
る
の
で
す
…
…
。
ほ
ら
、
ギ
ョ
さ
ん
…
…
。
あ
た
し
は
も
う
あ
な
た
以
上
に
運
の
よ
い
女
で
は
な
い
の
で
す
。
あ
た
し
の
ミルクの入った壷ときたら……。
ギ
ョペルレットは、ため息をつきながら。
て
わ
た
し
と
結
婚
し
て
下
さ
い
。
コープ
コープえ？
い
や
は
や
。
貧しい、かわいそうな男をふびんと思って下さい。お役に立てることといえば、お嬢さんの羊の世話をすること位ですが、どうかふびんと思っ
あ
Ｉ
ら
、
ギ
ョ
さ
ん
。
あ
な
た
の
財
産
と
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
の
？
ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
、
見
て
の
通
り
、
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
首
を
つ
っ
て
死
ぬ
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
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ギ
ョ
ギ
ョ ペ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
！
あ
な
た
は
旨
提案に腹を立てないでしょうね。
ギ
ョ ペルレッ爪‐
コープ誰の
こ
と
だ
っ
て
？
コープ
コープそう
な
ん
で
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
そ
れ
は
。
何だってお前は、他人のことに口出しするのか？われわれに構わないで、ほっといてくれないか。
そ
の
あ
る
人
と
は
誰
の
こ
と
か
？
お
前
と
い
う
男
は
い
つ
も
で
た
ら
め
話
を
す
る
か
ら
な
ぁ
。
つ
い
さ
っ
き
、
俺
に
教
え
て
く
れ
た
人
は
、
う
そ
を
つ
い
た
こ
と
の
な
い
某
だ
。
．
う
よ
、
黙
れ
っ
た
ら
。
お
前
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
嘆
い
て
い
や
が
る
。
（
ペ
ル
レ
ッ
ト
に
向
っ
て
）
ベ
ル
レ
ッ
ト
さ
ん
！
あ
な
た
は
何
も
も
の
を
い
わ
な
い
が
。
ほ
ら
、
わ
か
り
ま
す
か
？
わ
た
し
は
善
良
な
悪
魔
で
す
。
提
案
を
受
け
入
れ
て
下
さ
い
。
そ
の
よ
う
な
ア
リ
ア
か
ら
君
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
約
束
を
当
て
に
し
て
い
た
け
れ
ど
、
あ
な
た
の
允
二
約
束
で
し
た
。
け
れ
ど
、
不
幸
に
し
て
、
希
望
と
い
う
も
の
は
当
て
に
な
ら
ぬ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が分かりました。かかる運だめしは、有害です。急いで相手をえらぶすべての恋人は、いずれ自分の過ちに気づくのです。わたしたちはお客の前で正し
い勘定をして見せないと、結局二度も勘定をしなくてはならなくなってしまうのです。
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ギ
ョ ギョペルレッ１ｒ
コープ
コープ
コープああ
、
あ
あ
！
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残
る
よ
う
な
話
さ
・
ええっと、冗談じゃありませんよ。そんなおかしな事ってありますか。
熊
だ
っ
て
！
熊
の
奴
、
お
前
と
口
を
き
い
た
の
か
？
ま
た
ま
た
面
倒
な
こ
と
が
起
っ
た
。
そ
う
な
ん
だ
。
そ
う
な
ん
だ
。
熊
の
奴
、
さ
っ
き
俺
様
と
口
を
き
い
た
ん
だ
。
熊
の
奴
、
今
し
が
た
俺
に
こ
っ
そ
り
耳
打
ち
し
て
く
れ
た
の
ざ
。
熊
の
こ
と
だ
。
さ
よ
う
。
い
い
話
な
ん
だ
ろ
う
な
！
熊
の
奴
、
お
前
に
ど
ん
な
話
を
し
た
の
だ
？
第
八
の
軽
喜
劇
あ
の
場
に
い
て
、
心
底
か
ら
こ
わ
く
な
っ
て
い
た
。
き
ょ
う
だ
け
は
、
お
前
を
ゆ
る
し
て
や
ろ
う
、
と
熊
か
ら
い
わ
れ
た
。
こ
わ
が
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
。
お
前
の
仲
間
に
い
う
が
い
い
、
高
望
み
に
は
い
つ
も
裏
切
ら
れ
る
と
。
そ
し
て
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
売
ら
な
い
よ
う
に
と
。
かくして運命は、しばしわれをあやし、そのあとびっくり仰天させる。熊はまちがってはいないのだ。
コ
ー
ラ
ス
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すでに借金の返済をしました。
ペルレット
夫というのはみずからの幸福を、もっともきびしい美徳の上に築くのです。夫はじぶんの妻が、大切な名誉よりも偽りの逸楽のほうが好きであ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
哀
れ
な
夫
ら
よ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
分
か
ろ
う
と
す
る
の
を
お
よ
し
な
さ
い
。
恋
人
は
心
を
と
ら
え
ら
れ
、
頭
を
め
ぐ
ら
す
。
運
悪
く
、
壷
に
入
れ
た
ミ
ル
ク
が
流
れ
出
る
。
貧しい作家は、じぶんの仕事の産物に対して、報酬が支払われることを当てにしています。かれは大勢の、欲の皮の張った借金取りに対して、
を笑いたい。
ギ
ョお
互
い
か
ら
か
う
こ
と
を
や
め
て
、
め
い
め
い
我
が
家
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
あ
た
し
の
計
画
は
、
あ
な
た
の
計
画
よ
り
ず
っ
と
す
ぐ
れ
た
も
の
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
ふ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
た
し
の
計
画
か
ら
生
れ
た
も
の
と
い
え
ば
、
澄
ん
だ
水
だ
け
な
の
で
す
。
高
望
み
に
は
、
い
つ
も
裏
切
ら
れ
ま
す
。
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
、
売
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ペルレッＩｒ
コープ欲深いグミは、豊かな遺産をうけ継げることをとっくに当てにしている。かれはすばやく身なり、宝石、衣装などをととのえる。
医
師
は
い
じ
わ
る
で
も
、
老
い
た
祖
父
の
命
を
救
っ
た
。
し
と
め
た
熊
の
皮
な
ん
ぞ
、
当
て
に
し
て
は
だ
め
だ
。
俺
た
ち
は
も
う
け
話
を
ふ
い
に
し
た
が
《
態
度
を
き
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
学
ん
だ
教
訓
を
け
っ
し
て
忘
れ
た
く
な
い
も
の
だ
。
さ
よ
う
な
ら
、
か
わ
い
い
ミ
ル
ク
売
り
の
娘
さ
ん
よ
。
さ
あ
、
熊
の
贈
物
を
お
笑
い
な
さ
い
。
わ
た
し
と
し
て
は
、
地
面
の
う
へ
に
こ
ぼ
れ
た
壷
に
入
っ
て
い
た
ミ
ル
ク
陰謀家は、赤貧の中で、数々の計画を立てる。その者はフランスを富ませるために、国全体を海港に変えたいと思っている。取引からあがる利益を抵
当
に
、
か
れ
は
借
金
を
し
、
掛
け
売
り
を
す
る
。
け
れ
ど
あ
る
朝
、
す
べ
て
が
終
わ
る
の
で
あ
る
。
壷
に
入
れ
た
ミ
ル
ク
が
地
べ
た
の
上
に
流
れ
出
る
。
ノ
(100）４９ 
文政三年のオランダ芝居
け。れど宝物は、床の穴の中にすがたを消して行くのです。かけらはばらばらになり、そのとき壷の中のミルクが地面のうへに流れ出るのです。
完
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